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本
事
業
の
趣
旨
と
遵
守
事
項
 

 
J1

 

ⅠⅠ
  
本本
事事
業業
のの
趣趣
旨旨
とと
遵遵
守守
事事
項項

  

 本
手
引
は
和
文
と
英
文
と
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
内
容
に
解
釈
上
の
差
異
が
生
じ
た
場
合
は
、
和
文
に
よ
る
解

釈
を
優
先
し
ま
す
。
 

 11
..
 本本
事事
業業
のの
趣趣
旨旨

  

  
独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会
（
以
下
、
「
学
振
」
と
い
う
。
）
は
、
諸
外
国
の
優
秀
な
研
究
者
を
招
へ
い

し
、
我
が
国
の
研
究
者
と
の
共
同
研
究
、
討
議
、
意
見
交
換
等
を
行
う
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
外
国
人

研
究
者
の
研
究
の
進
展
を
支
援
す
る
と
同
時
に
、
外
国
人
研
究
者
と
の
研
究
協
力
関
係
を
通
じ
て
、
我
が
国
の
学

術
研
究
の
推
進
及
び
国
際
化
の
進
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
外
国
人
研
究
者
招
へ
い
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
 

 22
..
 本本
手手
引引
にに
つつ
いい
てて

  
  
本
手
引
は
、
外
国
人
研
究
者
招
へ
い
事
業
の
う
ち
、
外
国
人
特
別
研
究
員
の
各
種
別
（
以
下
、
「
外
特
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
待
遇
、
条
件
及
び
各
事
務
手
続
の
詳
細
に
つ
い
て
説
明
し
た
も
の
で
す
。
外
国
人

特
別
研
究
員
（
以
下
「
研
究
員
」
と
い
う
。
）
、
日
本
側
受
入
研
究
者
（
以
下
、
「
受
入
研
究
者
」
と
い
う
。
）
及

び
受
入
研
究
機
関
の
事
務
担
当
者
は
、
必
ず
本
手
引
の
内
容
を
熟
読
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 

 
研
究
員
、
受
入
研
究
者
及
び
受
入
研
究
機
関
の
事
務
担
当
者
は
、
採
用
通
知
受
領
後
、
本
手
引
の
内
容
を
理
解

し
た
上
で
、
す
べ
て
の
条
件
を
遵
守
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
こ
と
を
示
す
「
受
入
承
諾
兼
誓
約
書
（
様
式

A
）
」
を

提
出
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

 
そ
の
た
め
、
学
振
は
、
本
手
引
に
掲
げ
る
待
遇
又
は
条
件
の
変
更
に
関
す
る
交
渉
に
応
じ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
各
事
務
手
続
に
お
け
る
期
限
や
方
法
を
必
ず
遵
守
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 
特
に
、
受
入
研
究
機
関
の
事
務
担
当
者
は
、
研
究
員
及
び
受
入
研
究
者
の
円
滑
な
研
究
遂
行
の
た
め
、
こ
れ
ら

の
者
か
ら
の
問
合
せ
や
相
談
に
応
じ
、
遺
漏
の
な
い
よ
う
各
事
務
手
続
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

 
な
お
、
本
手
引
に
お
け
る
「
提
出
」
と
は
、
学
振
が
受
領
し
た
こ
と
を
も
っ
て
そ
の
事
実
を
認
め
ま
す
。
研
究

員
及
び
受
入
研
究
者
が
必
要
書
類
な
ど
を
受
入
研
究
機
関
に
提
供
し
た
だ
け
で
は
本
手
引
の
手
続
き
に
定
め
る

「
提
出
」
と
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
 

 
本
手
引
の
趣
旨
を
踏
ま
え
た
上
で
、
な
お
か
つ
不
明
な
点
が
あ
る
場
合
に
は
、
学
振
に
問
い
合
わ
せ
て
確
認
し
、

必
ず
そ
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
本本
手手
引引
にに
定定
めめ
らら
れれ
たた
事事
項項
をを
守守
らら
なな
いい
場場
合合
にに
はは
、、
経経
費費
のの
支支

給給
又又
はは
そそ
のの
他他
のの
ササ
ーー
ビビ
スス
をを
受受
けけ
るる
ここ
とと
はは
でで
きき
ずず
、、
支支
給給
をを
受受
けけ
たた
経経
費費
のの
全全
部部
又又
はは
一一
部部
のの
返返
還還
をを
求求
めめ

るる
ここ
とと
もも
ああ
りり
まま
すす
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

 

  

な
お
、
本
手
引
、
様
式
は
学
振
の

HP
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
ま
た
、
様
式
は
本
手
引
の
様
式
名
を
ク

リ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
手
引
は
採
用
年
度
の
手
引
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
様
式
は
採

用
年
度
に
関
わ
ら
ず
最
新
の
様
式
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。
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J1
E1



Ⅰ
 
本
事
業
の
趣
旨
と
遵
守
事
項
 

 
J2

 

以
下
、
外
国
人
特
別
研
究
員
（
一
般
）
は
「
外
特
（
一
般
）
」
Ｐ
、
外
国
人
特
別
研
究
員
（
欧
米
短
期
）
は
「
外

特
（
欧
米
短
期
）
」
Ｐ
Ｅ
、
外
国
人
特
別
研
究
員
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
／
ア
フ
リ
カ
短
期
）
は
「
外
特
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
／

ア
フ
リ
カ
短
期
）
Ｐ
Ａ
と
し
ま
す
。
 

 33
..
 フフ
ェェ
ロロ
ーー
シシ
ッッ
ププ

II
DD
  

採
用
時
に
研
究
員
に

I
D
を
付
与
し
ま
す
。
学
振
へ
の
連
絡
の
際
は
、
最
初
に
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ

I
D
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
提
出
書
類
に
は
、
必必
ずず
フフ
ェェ
ロロ
ーー
シシ
ッッ
ププ

II
DD
をを
記記
入入
しし
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。

  

各
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ

I
D
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
と
お
り
で
す
。
（
x
に
は
数
字
が
入
り
ま
す
）
 

外
特
（
一
般
）
 
  
 
 
 
 
 
 
：
P
xx
x
x
x  

外
特
（
欧
米
短
期
）

 
 
 
 

 
：
PE
x
x
xx
x 

外
特
（
A
S
E
AN
/
ア
フ
リ
カ
短
期
）
：

PA
x
x
xx
x 

  44
..
 採採
用用
期期
間間

  

研
究
員
は
、
原
則
、
各
自
の
採
用
通
知
に
記
載
さ
れ
た
期
間
内
に
採
用
期
間
を
開
始
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
所
定
の
期
間
内
で
の
開
始
が
難
し
い
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
は
、
至
急
学
振
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

学
振
へ
の
連
絡
が
な
く
所
定
の
期
間
内
に
開
始
で
き
な
い
場
合
は
、
採
用
が
取
り
消
さ
れ
ま
す
。
 

  

◆
採
用
期
間
開
始
日
：
研
究
員
が
日
本
に
到
着
す
る
日
（
来
日
日
）
。
 

（
研
究
開
始
日
）
 
研
究
員
が
既
に
日
本
に
滞
在
し
て
い
る
場
合
は
、
研
究
員
及
び
受
入
研
究
者
が
合
意
し
た

任
意
の
日
と
し
、
本
手
引
の
中
の
「
来
日
」
は
、
「
採
用
期
間
開
始
」
と
読
み
替
え
る
も

の
と
し
ま
す
。
 

◆
採
用
期
間
終
了
日
：
研
究
員
が
日
本
を
出
発
す
る
日
（
離
日
日
）
。
 

（
研
究
終
了
日
）
 
 採
用
期
間
開
始
日
か
ら
数
え
て
採
用
通
知
に
記
載
の
月
数
を
経
た
日
。
 

研
究
員
が
採
用
期
間
を
短
縮
す
る
場
合
は
、
短
縮
す
る
日
を
「
採
用
期
間
終
了
日
」
と
読

み
替
え
る
も
の
と
し
ま
す
。
な
お
、
短
縮
す
る
場
合
は
、
別
途
、
短
縮
の
手
続
き
が
必
要

で
す
。
 

 

 
（
例
）
2
02
5
年

4
月

1
日
採
用
期
間
開
始
で
、
採
用
月
数
が

24
か
月
の
場
合
：
 

2
0
2
5
年

4
月

1
日
（
採
用
期
間
開
始
日
）
～

2
02
7
年

3
月

3
1
日
（
採
用
期
間
終
了
日
）
（
2
4
か
月
）
 

 
2
0
25
年

10
月

1
5
日
採
用
期
間
開
始
で
、
採
用
月
数
が

2
4
か
月
の
場
合
：
 

2
0
2
5
年

1
0
月

15
日
（
採
用
期
間
開
始
日
）
～
2
0
27
年

10
月

1
4
日
（
採
用
期
間
終
了
日
）
（

24
か
月
）
 

 

 
採
用
期
間
は

1
ヶ
月
単
位
と
し
ま
す
。
 

 
採
用
期
間
中
は
継
続
し
て
日
本
に
滞
在
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
分
割
滞
在
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
 

な
お
、
一
時
出
国
に
つ
い
て
は
Ⅲ
-
3「
一
時
出
国
」
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。
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..
 研研
究究
員員
、、
受受
入入
研研
究究
者者
及及
びび
受受
入入
研研
究究
機機
関関
のの
遵遵
守守
事事
項項

  

 研
究
員
、
受
入
研
究
者
及
び
受
入
研
究
機
関
は
、
外
特
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
採
用
期
間
中
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
遵

守
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
採
用
と
な
っ
た
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
趣
旨
を
理
解
の
上
、
本
手
引
に
従
っ
て
共

同
研
究
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

 
 （（
11
））

 研研
究究
員員
のの
義義
務務
  

①
 
研
究
員
は
、
採
用
期
間
中
、
受
入
研
究
機
関
の
内
外
を
問
わ
ず
、
す
べ
て
の
人
権
侵
害
行
為
（
人
種
差

別
、
性
差
別
、
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
、
職
権
乱
用
、
ネ
グ
レ
ク
ト
等
）
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
加
害
・
被
害
を
問
わ
ず
人
権
侵

害
行
為
に
関
連
し
た
可
能
性
が
あ
る
場
合
は
、
学
振
の
指
示
に
従
い
受
入
研
究
機
関
、
学
振
及
び
関
連

す
る
機
関
と
積
極
的
に
連
携
し
て
問
題
の
解
決
に
努
め
る
こ
と
。
  

②
 
研
究
員
は
、
採
用
期
間
中
、
他
の
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
を
受
け
て
は
な
ら
な
い
。
研
究
員
が
採
用
と
な
っ

た
外
特
プ
ロ
グ
ラ
ム
以
外
の
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
に
同
時
に
採
用
さ
れ
た
場
合
（
学
振
が
実
施
す
る
外
国

人
研
究
者
招
へ
い
事
業
内
の
複
数
の
外
特
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
同
時
に
採
用
さ
れ
た
場
合
を
含
む
。
）
に
は
、

い
ず
れ
か
一
つ
を
選
択
し
、
辞
退
等
そ
の
他
の
必
要
な
手
続
を
取
る
こ
と
。
  

③
 
研
究
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
研
究
員
が
出
張
又
は
移
動
す
る
た
め
の
旅
費
の
支
給
を
受
け
る
場
合
、

日日
当当
のの
支支
給給
をを
受受
けけ
てて
はは
なな
らら
なな
いい
（
研
究
員
に
支
給
す
る
滞
在
費
に
日
当
相
当
分
が
含
ま
れ
る
た
め
）
。  

④
 
研
究
員
は
、
採
用
期
間
中
、
受
入
研
究
機
関
に
お
い
て
外
特
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
係
る
研
究
に
専
念
す
る
こ

と
。
こ
の
こ
と
は
外
特
以
外
の
様
々
な
活
動
を
一
律
に
制
限
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、「
外
特
と
し
て
の

研
究
活
動
」
を
自
ら
の
主
た
る
活
動
と
し
、
そ
の
遂
行
に
支
障
が
生
じ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
採
用
期

間
中
に
お
い
て
自
ら
の
活
動
全
体
を
適
切
に
管
理
す
る
こ
と
。
  

⑤
 
研
究
員
は
、
採
用
期
間
中
、
原
則
と
し
て
継
続
的
に
日
本
に
滞
在
す
る
こ
と
。
研
究
期
間
中
、
一
時
出

国
を
行
う
際
は
、
学
振
が
定
め
る
ル
ー
ル
を
遵
守
す
る
こ
と
。

 
⑥

 
研
究
員
は
、
採
用
期
間
終
了
後

3
か
月
以
内
に
「
研
究
報
告
書
（
様
式

1
5
）」
を
受
入
研
究
者
及
び
受
入

研
究
機
関
の
事
務
担
当
部
署
を
経
由
し
て
提
出
す
る
こ
と
。

  

⑦
 
研
究
員
は
、
採
用
と
な
っ
た
外
特
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
研
究
成
果
を
学
会
誌
そ
の
他
の
出
版
物
で
発
表

又
は
公
開
す
る
場
合
に
は
、
外
特
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
成
果
で
あ
る
旨
を
明
示
す
る
こ
と
。
  

⑧
 
研
究
員
は
、
研
究
上
の
不
正
行
為
を
行
わ
な
い
こ
と
。
  

⑨
 
研
究
員
は
、
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
学
術
研
究
助
成
基
金
助
成
金
）
（
特
別
研
究
員
奨
励
費
）
（
一
般

の
み
）
等
の
研
究
費
及
び
外
特
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
係
る
支
給
経
費
に
つ
い
て
、
善
良
な
管
理
者
と
し
て
の

注
意
義
務
を
も
っ
て
管
理
・
執
行
を
行
い
、
不
正
又
は
不
適
切
な
取
扱
い
を
し
な
い
こ
と
。
  

⑩
 
研
究
員
は
、
本
手
引
に
記
載
し
て
い
る
内
容
に
従
う
こ
と
。

  
 

 
以
下
の
①
～
④
に
つ
い
て
は
、
例
外
的
に
本
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
に
係
る
研
究
の
一
環
と
み
な
し
ま
す
。

研
究
員
は
、
受
入
研
究
者
か
ら
研
究
課
題
遂
行
上
問
題
な
い
こ
と
に
つ
い
て
了
承
を
得
た
上
で
、
こ
れ
ら

の
活
動
に
よ
っ
て
得
た
報
酬
を
受
給
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
報
酬
の
受
給
に
関
し
て
は
Ⅲ
-
6
「
報
酬
の

受
給
」
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。
 

①
 
受
入
研
究
機
関
に
お
け
る
研
究
指
導
等
の
活
動
 

②
 
研
究
課
題
と
密
接
に
関
連
の
あ
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
 

③
 
研
究
課
題
に
係
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
（
「

1
1
.
研
究
課
題
に
係
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
」
参

照
）
 

④
 
学
振
が
研
究
員
向
け
に
実
施
す
る
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
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守
事
項
 

 
J4

 

（（
22
））

 受受
入入
研研
究究
者者
のの
義義
務務
  

①
 
受
入
研
究
者
は
、
研
究
員
の
採
用
期
間
中
、
受
入
研
究
機
関
の
内
外
を
問
わ
ず
、
す
べ
て
の
人
権
侵
害

行
為
（
人
種
差
別
、
性
差
別
、
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
パ
ワ

ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
職
権
乱
用
、
ネ
グ
レ
ク
ト
等
）
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
加
害
・
被
害
を

問
わ
ず
人
権
侵
害
行
為
に
関
連
し
た
可
能
性
が
あ
る
場
合
は
、
学
振
の
指
示
に
従
い
受
入
研
究
機
関
、

学
振
及
び
関
連
す
る
機
関
と
積
極
的
に
連
携
し
て
問
題
の
解
決
に
努
め
る
こ
と
。
 

②
 
受
入
研
究
者
は
、
受
入
研
究
機
関
の
事
務
担
当
者
の
協
力
を
得
て
、
研
究
員
が
受
入
研
究
機
関
に
お
い

て
滞
り
な
く
共
同
研
究
が
遂
行
で
き
る
よ
う
、
必
要
な
研
究
室
、
そ
の
他
の
施
設
・
設
備
が
使
用
で
き

る
よ
う
に
受
入
体
制
を
整
え
る
こ
と
。
そ
の
際
、
研
究
員
に
受
入
研
究
機
関
内
で
名
称
・
身
分
を
与
え
、

身
分
証
を
発
行
す
る
等
の
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
。
 

③
 
受
入
研
究
者
は
、
受
入
研
究
機
関
の
事
務
担
当
者
の
協
力
を
得
て
、
研
究
員
が
受
入
研
究
機
関
に
お
い

て
滞
り
な
く
共
同
研
究
が
遂
行
で
き
る
よ
う
、
研
究
員
の
来
日
前
に
必
要
な
手
続
（
査
証
の
申
請
手
続

を
含
む
。
）
及
び
宿
舎
の
確
保
そ
の
他
、
日
本
で
の
生
活
に
必
要
な
事
柄
に
つ
い
て
助
言
を
行
う
こ
と
。 

④
 
受
入
研
究
者
は
、
採
用
期
間
終
了
後

3
か
月
以
内
に
、「
研
究
報
告
書
（
様
式

1
5
）」
及
び
該
当
す
る
場

合
は
採
用
期
間
終
了
後

1
か
月
以
内
に
「
報
酬
受
給
報
告
書
（
様
式

1
9
）」
を
受
入
研
究
機
関
の
事
務

担
当
部
署
を
経
由
し
て
提
出
す
る
こ
と
。
 

⑤
 
受
入
研
究
者
は
、
研
究
上
の
不
正
行
為
を
行
わ
な
い
こ
と
。

 

⑥
 
受
入
研
究
者
は
、
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
学
術
研
究
助
成
基
金
助
成
金
）（
特
別
研
究
員
奨
励
費
）（
一

般
の
み
）
等
の
研
究
費
及
び
外
特
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
係
る
支
給
経
費
に
つ
い
て
、
善
良
な
管
理
者
と
し
て

の
注
意
義
務
を
も
っ
て
管
理
・
執
行
を
行
い
、
不
正
又
は
不
適
切
な
取
扱
い
を
し
な
い
こ
と
。
 

⑦
 
受
入
研
究
者
は
、
研
究
員
の
採
用
期
間
開
始
・
終
了
・
中
断
・
再
開
・
延
長
、
一
時
出
国
、
報
酬
受
給
を

伴
う
活
動
等
、
研
究
員
の
採
用
期
間
及
び
支
給
経
費
等
に
密
接
に
関
連
す
る
事
項
に
つ
い
て
正
し
く
把

握
し
た
上
で
、
所
定
の
様
式
を
受
入
研
究
機
関
の
事
務
担
当
部
署
を
経
由
し
て
期
日
ま
で
に
提
出
す
る

こ
と
。
 

⑧
 
受
入
研
究
者
は
、
本
手
引
に
記
載
し
て
い
る
内
容
に
従
う
と
と
も
に
、
研
究
員
に
も
従
う
よ
う
に
指
導

す
る
こ
と
。
 

⑨
 
研
究
員
が
出
張
又
は
移
動
す
る
た
め
の
旅
費
の
支
給
を
す
る
場
合
、
日日
当当
のの
支支
給給
がが
でで
きき
なな
いい
ここ
とと
をを

関関
係係
者者
（（
特特
にに
旅旅
費費
担担
当当
者者
・・
受受
入入
研研
究究
室室
））
間間
でで
情情
報報
共共
有有
すす
るる
ここ
とと
。。
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））

 受受
入入
研研
究究
機機
関関
のの
義義
務務
  

①
 
受
入
研
究
機
関
は
、
研
究
員
の
受
入
に
あ
た
り
第
一
義
的
な
責
任
を
有
し
て
お
り
、
受
入
に
あ
た
っ
て
は

人
権
侵
害
行
為
、
研
究
活
動
の
不
正
行
為
及
び
研
究
費
の
不
正
使
用
等
の
防
止
に
つ
い
て
積
極
的
に
取

り
組
み
、
ま
た
問
題
が
生
じ
た
場
合
は
そ
の
解
決
に
努
め
、
学
振
が
求
め
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
問
題
に
つ

い
て
報
告
を
す
る
こ
と
。
 

②
 
受
入
研
究
機
関
は
、
研
究
員
の
滞
在
日
程
に
十
分
留
意
の
上
、
必
要
な
手
続
を
行
う
こ
と
。
 

③
 
受
入
研
究
機
関
は
、
研
究
員
や
そ
の
家
族
の
滞
日
中
の
生
活
面
で
の
支
援
、
研
究
員
の
身
分
保
証
（
研
究

機
関
内
で
の
活
動
等
に
必
要
な
名
称
・
身
分
を
与
え
る
な
ど
）
に
つ
い
て
、
特
段
の
配
慮
を
す
る
こ
と
。
 

④
 
受
入
研
究
機
関
は
、
研
究
員
の
受
入
に
あ
た
り
、
必
要
に
応
じ
て
、
外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
（
昭
和

２
４
年
法
律
第
２
２
８
号
）
、
関
係
法
令
及
び
機
関
内
の
規
程
等
に
沿
っ
て
、
安
全
保
障
貿
易
管
理
に
係

る
所
要
の
手
続
き
を
行
う
こ
と
。
 

⑤
 
受
入
研
究
機
関
は
、
研
究
員
が
受
入
研
究
機
関
に
お
い
て
滞
り
な
く
共
同
研
究
が
開
始
で
き
る
よ
う
、
研

究
員
の
来
日
前
に
必
要
な
手
続
き
（
査
証
の
申
請
手
続
き
を
含
む
）
及
び
宿
舎
の
確
保
そ
の
他
必
要
な
サ

ポ
ー
ト
を
行
う
こ
と
。
 

⑥
 
受
入
研
究
機
関
は
、
予
め
研
究
員
の
連
絡
先
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
、
常
に
安
否
を
確
認
で
き
る
よ
う

に
備
え
る
こ
と
。
 

⑦
 
受
入
研
究
機
関
は
、
研
究
員
と
受
入
研
究
者
が
快
適
に
共
同
研
究
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
必
要
な
支
援

を
行
う
と
と
も
に
、
問
題
が
生
じ
た
場
合
は
中
立
的
な
立
場
で
解
決
を
図
る
こ
と
。
 

⑧
 
受
入
研
究
機
関
は
、
研
究
員
及
び
受
入
研
究
者
に
対
し
、
研
究
活
動
の
不
正
行
為
（
研
究
成
果
の
捏
造
、

改
ざ
ん
等
）
及
び
研
究
費
の
不
正
使
用
（
研
究
費
の
私
的
使
用
、
目
的
外
使
用
等
）
が
行
わ
れ
る
こ
と
が

な
い
よ
う
に
、
学
振
及
び
受
入
研
究
機
関
の
定
め
る
ル
ー
ル
（
不
正
行
為
・
不
正
使
用
を
行
っ
た
場
合
の

ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
含
む
）
を
告
知
し
、
遵
守
さ
せ
る
こ
と
。
 

⑨
 
研
究
員
が
出
張
又
は
移
動
す
る
た
め
の
旅
費
の
支
給
を
す
る
場
合
、
日日
当当
のの
支支
給給
がが
でで
きき
なな
いい
ここ
とと
をを

関関
係係
者者
（（
特特
にに
旅旅
費費
担担
当当
者者
・・
受受
入入
研研
究究
室室
））
間間
でで
情情
報報
共共
有有
すす
るる
ここ
とと
。。
 

⑩
 
受
入
研
究
機
関
は
、
研
究
員
の
採
用
期
間
開
始
・
終
了
・
中
断
・
再
開
・
延
長
、
一
時
出
国
、
報
酬
受

給
を
伴
う
活
動
等
、
研
究
員
の
採
用
期
間
及
び
支
給
経
費
等
に
密
接
に
関
連
す
る
事
項
に
つ
い
て
正
し

く
把
握
す
る
こ
と
。
 

  

66
..
 研研
究究
計計
画画
のの
変変
更更

  

  
 
申
請
書
に
記
載
の
研
究
課
題
及
び
研
究
計
画
に
基
づ
い
て
審
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
を

安安
易易
にに
変変
更更
すす
るる
ここ
とと
はは
でで
きき
まま
せせ
んん
。。
た
だ
し
、
研
究
計
画
に
つ
い
て
は
、
研
究
の
進
展
状
況
に
よ
る
変
更
で

あ
れ
ば
必
ず
し
も
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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ig

at
io

ns
 o

f I
ns

tit
ut

io
ns

 
①

 
In

st
itu

tio
ns

 ta
ke

 p
rim

ar
y 

re
sp

on
si

bi
lit

y 
fo

r h
os

tin
g 

Fe
llo

w
s a

nd
 p

ro
ac

tiv
el

y 
pr

ev
en

t a
ny

 
hu

m
an

 ri
gh

ts
 a

bu
se

s, 
m

is
co

nd
uc

t, 
or

 m
is

us
e 

of
 fu

nd
s b

y 
Fe

llo
w

s d
ur

in
g 

th
ei

r t
en

ur
e.

 I
f a

ny
 

su
ch

 p
ro

bl
em

s s
ho

ul
d 

oc
cu

r, 
In

st
itu

tio
ns

 w
ill

 e
nd

ea
vo

r t
o 

re
so

lv
e 

th
em

. I
f r

eq
ue

st
ed

 b
y 

JS
PS

, t
he

y 
ar

e 
to

 re
po

rt 
su

ch
 p

ro
bl

em
s. 

 
②

 
M

in
df

ul
 o

f F
el

lo
w

s’ 
pe

rio
d 

of
 st

ay
 in

 Ja
pa

n 
in

cl
ud

in
g 

pr
op

er
 e

nt
ry

 a
nd

 d
ep

ar
tu

re
, 

In
st

itu
tio

ns
 a

re
 to

 e
ns

ur
e 

th
e 

pr
op

er
 e

xe
cu

tio
n 

of
 a

ll 
ne

ce
ss

ar
y 

pr
oc

ed
ur

es
. 

③
 

In
st

itu
tio

ns
 a

re
 to

 su
pp

or
t v

ar
io

us
 li

vi
ng

-r
el

at
ed

 a
sp

ec
ts

 o
f F

el
lo

w
’s

 a
nd

 th
ei

r f
am

ili
es

’ 
st

ay
s 

in
 Ja

pa
n,

 a
nd

 p
ro

vi
de

 F
el

lo
w

s w
ith

 a
 ti

tle
 a

pp
ro

pr
ia

te
 fo

r c
on

du
ct

in
g 

th
ei

r r
es

ea
rc

h 
ac

tiv
iti

es
 a

t t
he

 In
st

itu
tio

n.
 

④
 

W
he

n 
ac

ce
pt

in
g 

Fe
llo

w
s, 

In
st

itu
tio

ns
 a

re
 to

 c
ar

ry
 o

ut
 se

cu
rit

y 
tra

de
 c

on
tro

l p
ro

ce
du

re
s 

ba
se

d 
on

 th
e 

Fo
re

ig
n 

Ex
ch

an
ge

 a
nd

 F
or

ei
gn

 C
on

tro
l T

ra
de

 L
aw

 (A
ct

 N
o.

 2
28

 o
f 

1 
D

ec
em

be
r 1

94
9)

, a
s t

he
y 

pe
rta

in
 to

 re
la

te
d 

go
ve

rn
m

en
t r

eg
ul

at
io

ns
 a

nd
 in

st
itu

tio
na

l r
ul

es
. 

⑤
 

To
 e

na
bl

e 
Fe

llo
w

s t
o 

sm
oo

th
ly

 st
ar

t j
oi

nt
 re

se
ar

ch
 a

t t
he

ir 
In

st
itu

tio
ns

, I
ns

tit
ut

io
ns

 s
ha

ll 
pr

ov
id

e 
Fe

llo
w

s w
ith

 p
re

-a
rr

iv
al

 a
ss

is
ta

nc
e 

in
cl

ud
in

g 
in

 v
is

a 
ap

pl
ic

at
io

n 
an

d 
ot

he
r 

ne
ce

ss
ar

y 
pr

oc
es

si
ng

, s
ec

ur
in

g 
do

m
ic

ile
, a

nd
 c

on
su

lta
tio

n 
on

 d
ai

ly
 li

fe
 in

 Ja
pa

n.
 

⑥
 

In
st

itu
tio

ns
 sh

ou
ld

 a
sc

er
ta

in
 h

ow
 to

 c
on

ta
ct

 F
el

lo
w

s s
o 

as
 to

 a
lw

ay
s b

e 
ab

le
 to

 c
on

fir
m

 th
ei

r 
sa

fe
ty

 a
nd

 w
el

l-b
ei

ng
. 

⑦
 

In
st

itu
tio

ns
 sh

ou
ld

 p
ro

vi
de

 a
ss

is
ta

nc
e 

ne
ed

ed
 fo

r F
el

lo
w

s a
nd

 H
os

ts
 to

 c
on

du
ct

 th
ei

r j
oi

nt
 

re
se

ar
ch

 c
om

fo
rta

bl
y,

 a
nd

, i
n 

th
e 

ev
en

t o
f p

ro
bl

em
s, 

try
 to

 re
so

lv
e 

th
em

 fr
om

 a
 n

eu
tra

l 
po

si
tio

n.
 

⑧
 

To
 p

re
ve

nt
 re

se
ar

ch
 m

is
co

nd
uc

t (
e.

g.
 fa

br
ic

at
io

n 
or

 fa
ls

ifi
ca

tio
n 

of
 re

se
ar

ch
 re

su
lts

) a
nd

 
m

is
us

e 
of

 re
se

ar
ch

 fu
nd

s (
e.

g.
 p

riv
at

e 
us

e 
or

 u
se

 fo
r o

th
er

 p
ur

po
se

s)
, I

ns
tit

ut
io

ns
 sh

al
l 

in
fo

rm
 b

ot
h 

Fe
llo

w
s a

nd
 H

os
ts

 o
f t

he
 ru

le
s (

in
cl

ud
in

g 
pe

na
lti

es
 fo

r m
is

co
nd

uc
t a

nd
 m

is
us

e 
of

 re
se

ar
ch

 fu
nd

s)
 e

st
ab

lis
he

d 
by

 JS
PS

 a
nd

 th
e 

In
st

itu
tio

ns
 in

di
vi

du
al

ly
 a

nd
 sh

al
l e

ns
ur

e 
th

at
 th

ey
 c

om
pl

y 
w

ith
 th

e 
ru

le
s.

 
⑨

 
Pe

rs
on

ne
l i

n 
ch

ar
ge

 o
f F

el
lo

w
s’ 

tra
ve

l e
xp

en
se

s a
t I

ns
tit

ut
io

ns
 a

nd
 st

af
fs

 a
t H

os
t l

ab
s a

re
 to

 
be

 in
fo

rm
ed

 th
at

 F
el

lo
w

s a
re

 n
ot

 a
llo

w
ed

 to
 r

ec
ei

ve
 p

er
 d

ie
m

 e
ve

n 
w

he
n 

th
ey

 a
re

 
pr

ov
id

ed
 fu

nd
s f

or
 tr

an
sp

or
ta

tio
n 

an
d 

ac
co

m
m

od
at

io
n 

du
ri

ng
 tr

ip
s t

o 
ex

ec
ut

e 
th

ei
r 

re
se

ar
ch

 p
la

ns
. 

 
⑩

 
In

st
itu

tio
ns

 a
re

 to
 a

cq
ui

re
 a

n 
ac

cu
ra

te
 g

ra
sp

 o
f t

he
 p

ro
ce

du
re

s 
cl

os
el

y 
re

la
te

d 
to

 F
el

lo
w

s’ 
te

nu
re

 a
nd

 a
llo

w
an

ce
s. 

Su
ch

 p
ro

ce
du

re
s i

nc
lu

de
 th

e 
st

ar
t, 

en
d,

 su
sp

en
si

on
, 

re
co

m
m

en
ce

m
en

t a
nd

 e
xt

en
si

on
 o

f t
he

 fe
llo

w
sh

ip
 a

nd
 th

e 
ac

tiv
ity

 o
f r

ec
ei

vi
ng

 
re

m
un

er
at

io
n.

 
 

 6.
 C

H
A

N
G

IN
G

 R
E

SE
A

R
C

H
 P

LA
N

 
 A

pp
lic

at
io

ns
 a

re
 ju

dg
ed

 b
as

ed
 o

n 
th

e 
re

se
ar

ch
 th

em
e 

an
d 

re
se

ar
ch

 p
la

n 
co

nt
ai

ne
d 

in
 th

em
. 

A
cc

or
di

ng
ly

, t
he

se
 it

em
s c

an
no

t b
e 

re
ad

ily
 c

ha
ng

ed
. I

f, 
ho

w
ev

er
, t

he
 re

as
on

 fo
r c

ha
ng

in
g 

th
e 

re
se

ar
ch

 p
la

n 
is

 p
ro

gr
es

s m
ad

e 
af

te
r t

he
 a

pp
lic

at
io

n 
in

 th
e 

pr
op

os
ed

 re
se

ar
ch

, t
he

 c
ha

ng
e 

m
ay

 b
e 

ap
pr

ov
ed

. 
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 採採
用用
のの
取取
消消
しし
、、
支支
給給
経経
費費
のの
停停
止止
等等

  

  
学
振
は
、
次
に
掲
げ
る
①
～
⑩
の
い
ず
れ
か
又
は
複
数
の
事
項
に
該
当
す
る
と
判
断
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
内

容
に
応
じ
(
1)
～
(3
)の
い
ず
れ
か
又
は
複
数
の
措
置
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

  

（
1
）

 
研
究
員
の
採
用
の
取
消
し
、
又
は
採
用
期
間
途
中
の
資
格
の
取
消
し
 

（
2
）

 
経
費
の
支
給
停
止
（
国
際
航
空
券
の
支
給
停
止
を
含
む
）
 

（
3
）

 
特
別
研
究
員
奨
励
費
等
の
研
究
費
を
含
む
支
給
済
の
経
費
の
全
部
又
は
一
部
の
返
還
要
求

 

  

①
 
申
請
書
の
記
載
事
項
に
虚
偽
が
発
見
さ
れ
た
場
合
 

②
 
申
請
書
に
記
載
さ
れ
た
研
究
計
画
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
不
可
能
又
は
著
し
く
困
難
と
判
断
さ
れ

る
場
合
 

③
 
研
究
員
が
日
本
国
法
令
に
違
反
し
、
起
訴
さ
れ
た
場
合
 

④
 
受
入
研
究
者
又
は
受
入
研
究
機
関
が
研
究
の
継
続
が
困
難
で
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
 

⑤
 
一
時
出
国
の
未
申
告
や
虚
偽
の
申
告
が
あ
っ
た
場
合
 

⑥
 
研
究
員
が
日
本
国
籍
又
は
永
住
権
を
取
得
す
る
等
、
研
究
員
と
し
て
の
要
件
を
満
た
さ
な
く
な
っ
た
場
合
 

⑦
 
研
究
員
又
は
受
入
研
究
者
が
経
費
を
不
正
に
受
給
し
た
場
合
 

⑧
 
研
究
員
又
は
受
入
研
究
者
が
研
究
費
の
不
正
使
用
を
行
っ
た
場
合
 

⑨
 
研
究
員
又
は
受
入
研
究
者
が
研
究
活
動
に
お
け
る
不
正
行
為
を
行
っ
た
場
合
 

⑩
 
研
究
員
又
は
受
入
研
究
者
が
本
手
引
に
記
載
さ
れ
て
い
る
義
務
に
違
反
し
、
学
振
の
指
示
に
従
わ
な
か
っ

た
場
合
及
び
そ
の
他
研
究
員
又
は
受
入
研
究
者
と
し
て
相
応
し
く
な
い
行
動
を
と
っ
た
場
合
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 7.
 R

EV
O

C
AT

IO
N

 O
F 

T
H

E
 F

EL
LO

W
SH

IP
 A

N
D

 S
TO

PP
IN

G
 A

LL
O

W
A

N
C

ES
 

 JS
PS

 m
ay

 ta
ke

 o
ne

 o
r m

or
e 

of
 th

e 
fo

llo
w

in
g 

(1
)～

(3
) m

ea
su

re
(s

) i
f i

t j
ud

ge
s a

ny
 o

f t
he

 c
irc

um
st

an
ce

s 
de

sc
rib

ed
 b

el
ow

 ①
～
⑩

 t
o 

pe
rta

in
. 

 A
cc

or
di

ng
ly

, J
SP

S 
m

ay
: 

(1
) 

R
ev

ok
e 

or
 c

an
ce

l t
he

 fe
llo

w
sh

ip
 d

ur
in

g 
th

e 
Fe

llo
w

’s
 te

nu
re

. 
(2

) 
St

op
 p

ay
in

g 
al

lo
w

an
ce

s (
in

cl
ud

in
g 

ai
r t

ic
ke

ts
). 

(3
) 

R
eq

ui
re

 th
e 

fu
ll 

or
 p

ar
tia

l r
et

ur
n 

of
 m

on
ey

 (i
nc

lu
di

ng
 G

ra
nt

-in
-A

id
) a

lre
ad

y 
pa

id
. 

 

①
 

Th
e 

fe
llo

w
sh

ip
 h

as
 b

ee
n 

aw
ar

de
d 

on
 th

e 
ba

si
s o

f f
al

se
 st

at
em

en
ts

 in
 th

e 
ap

pl
ic

at
io

n 
fo

rm
. 

②
 

C
om

pl
et

io
n 

of
 th

e 
Fe

llo
w

’s
 re

se
ar

ch
 a

ct
iv

iti
es

 s
ta

te
d 

in
 th

ei
r a

pp
lic

at
io

n 
fo

rm
 is

 d
ee

m
ed

 
im

po
ss

ib
le

 o
r c

le
ar

ly
 d

iff
ic

ul
t t

o 
ac

hi
ev

e 
w

ith
in

 th
e 

du
ra

tio
n 

of
 th

e 
fe

llo
w

sh
ip

. 
③

 
Fe

llo
w

s v
io

la
te

 Ja
pa

ne
se

 la
w

s o
r r

eg
ul

at
io

ns
 o

r a
re

 p
ro

se
cu

te
d 

fo
r v

io
la

tin
g 

th
em

. 
④

 
H

os
ts

 o
r I

ns
tit

ut
io

ns
 ju

dg
e 

it 
di

ff
ic

ul
t f

or
 F

el
lo

w
s t

o 
co

nt
in

ue
 th

ei
r r

es
ea

rc
h.

 
⑤

 
Fe

llo
w

s s
ub

m
it 

a 
re

qu
es

t f
or

 a
 le

av
e 

of
 a

bs
en

ce
 a

fte
r t

he
 fa

ct
 o

r s
ub

m
it 

a 
fa

ls
e 

re
po

rt.
 

⑥
 

Fe
llo

w
s f

ai
l t

o 
fu

lfi
ll 

a 
fe

llo
w

sh
ip

’s
 e

lig
ib

ili
ty

 re
qu

ire
m

en
ts

 (s
uc

h 
as

 a
cq

ui
rin

g 
Ja

pa
ne

se
 

ci
tiz

en
sh

ip
 o

r p
er

m
an

en
t r

es
id

en
cy

). 
⑦

 
Fe

llo
w

s a
nd

/o
r H

os
ts

 re
ce

iv
e 

fin
an

ci
al

 p
ro

vi
si

on
s b

y 
de

ce
pt

io
n 

or
 o

th
er

 fr
au

du
le

nt
 m

ea
ns

. 
⑧

 
Fe

llo
w

s a
nd

/o
r H

os
ts

 w
as

te
 a

nd
/o

r a
bu

se
 re

se
ar

ch
 fu

nd
s.

 
⑨

 
Fe

llo
w

s a
nd

/o
r H

os
ts

 c
om

m
it 

m
is

co
nd

uc
t i

n 
th

ei
r r

es
ea

rc
h 

ac
tiv

iti
es

. 
⑩

 
Fe

llo
w

s a
nd

/o
r H

os
ts

 d
o 

no
t i

n 
go

od
 fa

ith
 o

bs
er

ve
 th

e 
ob

lig
at

io
ns

 st
ip

ul
at

ed
 in

 th
es

e 
G

ui
de

lin
es

, f
ai

l t
o 

fo
llo

w
 JS

PS
’s

 in
st

ru
ct

io
ns

, o
r c

ar
ry

 o
ut

 a
ny

 a
ct

io
ns

 in
 a

 m
an

ne
r 

un
be

co
m

in
g 

th
e 

hi
gh

 st
at

ur
e 

ex
pe

ct
ed

 o
f J

SP
S 

Fe
llo

w
s 

an
d 

H
os

ts
. 
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 研研
究究
員員
、、
受受
入入
研研
究究
者者
及及
びび
受受
入入
研研
究究
機機
関関
でで
のの
事事
前前
準準
備備

  

  
受
入
研
究
者
及
び
受
入
研
究
機
関
は
研
究
員
の
来
日
に
関
し
て
管
理
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
受
入
研

究
者
及
び
受
入
研
究
機
関
に
お
い
て
は
、
研
究
計
画
及
び
日
本
で
の
生
活
に
つ
い
て
研
究
員
と
密
接
に
連
絡
を
取

り
合
う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
次
の
点
に
つ
い
て
、
十
分
に
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

  （（
11
））

 住住
居居
のの
確確
保保
  

日
本
で
民
間
の
ア
パ
ー
ト
を
借
り
る
場
合
、
特
に
東
京
、
大
阪
、
京
都
と
い
っ
た
大
都
市
圏
に
お
い
て
家
賃

が
高
額
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
契
約
時
に
敷
金
、
礼
金
と
し
て
家
賃
の

4～
6
か
月
分
程
度
を
貸
主

に
支
払
う
必
要
が
あ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
他
に
不
動
産
業
者
の
仲
介
料
と
し
て
家
賃
の

1
か
月
分
を
請

求
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
金
額
は
、
場
所
や
貸
主
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
ま
た
、
通
常
日
本

の
ア
パ
ー
ト
に
は
家
具
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
 

学
振
は
、
こ
れ
ら
の
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
及
び
契
約
上
の
保
証
人
と
な
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

物
件
の
斡
旋
及
び
住
宅
に
関
す
る
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

そ
の
た
め
、
研
究
員
及
び
受
入
研
究
者
は
、
日
本
に
お
け
る
研
究
員
の
宿
泊
施
設
又
は
住
居
を
確
保
し
た
上

で
採
用
期
間
を
開
始
し
て
く
だ
さ
い
。
 

研
究
員
が
家
賃
な
ど
賃
貸
に
関
す
る
交
渉
を
行
う
際
に
は
、
受
入
研
究
者
、
研
究
室
の
同
僚
、
又
は
受
入
研

究
機
関
の
事
務
職
員
等
の
日
本
人
が
研
究
員
に
同
行
し
、
必
要
な
ら
ば
保
証
人
と
な
っ
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
 

  （（
22
））

 共共
同同
研研
究究
のの
形形
態態
  

共
同
研
究
を
通
じ
て
、
特
許
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
等
の
研
究
成
果
物
の
帰
属
に
係
る
問
題
の
発
生
が
予
想
さ
れ

る
場
合
は
、
共
同
研
究
開
始
前
に
、
研
究
員
と
受
入
研
究
者
及
び
受
入
研
究
機
関
間
で
必
要
な
覚
書
等
を
交
わ

し
て
く
だ
さ
い
。
 

 
ま
た
、
共
同
研
究
の
実
施
に
あ
た
り
、
採
用
と
な
っ
た
外
特
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
受
入
研
究
者
の
指
導
の
も
と
に

研
究
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
る
旨
の
確
認
を
研
究
員
と
の
間
で
行
う
こ
と
を
推
奨
し
ま
す
。
こ
れ

に
よ
ら
な
い
場
合
は
、
事
前
に
双
方
で
共
同
研
究
の
形
態
を
協
議
し
た
上
で
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
特
許
等
の
申
請
を
行
う
場
合
は
、
特
許
法
等
の
国
内
法
及
び
各
受
入
研
究
機
関
の
研
究
成
果
物
の
規

程
等
を
十
分
に
確
認
し
た
上
で
手
続
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

 

 （（
33
））

 研研
究究
員員
のの
研研
究究
条条
件件
  

学学
振振
はは
、、
研研
究究
員員
をを
雇雇
用用
すす
るる
もも
のの
でで
はは
なな
いい
た
め
、
研
究
員
に
対
し
、
受
入
研
究
機
関
に
お
い
て
研
究
に

従
事
す
る
時
間
、
曜
日
、
日
数
、
そ
の
他
の
勤
務
条
件
を
課
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
受
入
研
究

者
及
び
受
入
研
究
機
関
事
務
担
当
者
は
、
研
究
員
の
夏
季
休
暇
等
の
連
続
的
な
休
暇
を
含
む
休
日
の
取
得
方
法
、

研
究
時
間
、
そ
の
他
の
研
究
条
件
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
研
究
員
と
申
し
合
わ
せ
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ

の
際
に
は
、
受
入
研
究
機
関
（
研
究
室
）
に
お
け
る
就
業
規
則
及
び
慣
行
を
踏
ま
え
、
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
研
究
員
及
び
受
入
研
究
者
と
の
間
で
、
研
究
の
進
め
方
等
共
同
研
究
に
つ
い
て
の
見
解
の
相
違
が
あ

る
場
合
は
、
受
入
研
究
機
関
内
の
中
立
的
な
組
織
で
調
整
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
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99
..
 採採
用用
者者
のの
公公
表表

  

  
採
用
さ
れ
た
研
究
員
及
び
受
入
研
究
者
に
つ
い
て
は
、
氏
名
、
専
攻
分
野
、
採
用
期
間
、
研
究
課
題
及
び
活
動

報
告
等
が
学
振
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

 

11
00
.. 
成成
果果
発発
表表

  

  
研
究
員
は
、
採
用
と
な
っ
た
外
特
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
研
究
成
果
を
学
術
誌
そ
の
他
の
出
版
物
で
発
表
又
は
公

開
す
る
場
合
に
は
、
外
国
人
特
別
研
究
員
で
あ
る
旨
を
明
示
し
て
く
だ
さ
い
。
記
載
の
例
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。
 

 

例
）
 
（
1
）

 （
独
）
日
本
学
術
振
興
会
外
国
人
特
別
研
究
員
 

 
（
2
）

 日
本
学
術
振
興
会
外
国
人
特
別
研
究
員
（
○
○
大
学
大
学
院
○
○
研
究
科
）
 

 
（
3
）

 ◇
◇
大
学
大
学
院
◇
◇
研
究
科
・
日
本
学
術
振
興
会
 
外
国
人
特
別
研
究
員
 

 
（
4
）

 J
S
P
S
 
Po
s
t
do
c
t
or
a
l
 F
e
l
lo
w
s
h
i
p
s 
f
o
r 
R
e
se
a
r
ch
 
i
n 
J
a
p
a
n 

 
（
5
）

 J
S
P
S
 
In
t
e
rn
a
t
io
n
a
l 
R
e
se
a
r
c
h
 
Fe
l
l
ow
(
日
本
学
術
振
興
会
外
国
人
特
別
研
究
員
の
英
文
名
) 

 
 ま
た
、
外
特
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
行
っ
た
研
究
活
動
又
は
そ
れ
に
関
連
し
て
生
じ
た
成
果
が
高
い
評
価
を
受
け
た
場

合
に
は
、
学
振
へ
連
絡
す
る
と
と
も
に
、
研
究
報
告
書
（
様
式

15
）
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
 

（
成
果
の
例
：
学
術
誌
等
へ
の
共
著
論
文
の
掲
載
、
新
聞
等
へ
の
研
究
成
果
・
研
究
活
動
の
掲
載
、
共
同
研
究

活
動
に
対
す
る
受
賞
等
）
 

 11
11
.. 
研研
究究
課課
題題
にに
係係
るる
アア
ウウ
トト
リリ
ーー
チチ
活活
動動

  

  
外
特
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
国
民
の
税
金
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
研
究
活
動
の
成
果
を
国
民
へ
還

元
す
る
こ
と
、
国
民
や
社
会
に
向
け
て
わ
か
り
や
す
く
発
信
す
る
こ
と
が
、
研
究
員
に
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
研
究
課
題
に
係
る
研
究
員
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
に
つ
い
て
は
、
受
入
研
究
者
の
了
承
の
も
と
、
研
究

計
画
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
参
加
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
の
対
価
と
し
て
、
一
定
の
条
件

の
も
と
に
報
酬
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
Ⅲ

-
6「
報
酬
の
受
給
」
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
と
は

  

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
と
は
、
単
な
る
情
報
発
信
と
い
う
考
え
方
を
超
え
、
人
々
に
対
し
て
わ
か
り
や
す
い
言
葉

で
研
究
内
容
や
成
果
を
伝
え
、
科
学
技
術
を
振
興
す
る
側
と
享
受
す
る
側
が
親
和
的
・
双
方
向
的
に
向
き
合
い

対
話
し
て
い
く
活
動
で
あ
る
。
「
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
」
は
「
手
を
差
し
伸
べ
る
」
と
い
う
意
味
。
  

例
：
一
般
の
人
々
や
子
ど
も
、
教
員
を
対
象
と
し
た
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
、
研
究
室

公
開
、
出
前
講
義
、
実
験
教
室
、
サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
等
 

 な
お
、
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
学
術
研
究
助
成
基
金
助
成
金
）
（
特
別
研
究
員
奨
励
費
）
又
は
調
査
研
究
費

か
ら
、
研
究
課
題
に
係
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
費
用
を
支
出
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
  

ま
た
、
外
特
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
来
日
し
た
研
究
員
向
け
の
制
度
と
し
て
、
研
究
員
を
講
師
と
し
て
高
等
学
校
等
に

派
遣
し
、
自
身
の
研
究
や
出
身
国
に
関
す
る
講
義
を
英
語
で
行
う
「
サ
イ
エ
ン
ス
・
ダ
イ
ア
ロ
グ
」
が
あ
り
ま
す
。
 

詳
細
は
下
記

H
P
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
 

サ
イ
エ
ン
ス
・
ダ
イ
ア
ロ
グ
 
 
h
tt
ps
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s o
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 m
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 b
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C
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W
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G
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G
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ES
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lic
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f c
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ho
re

d 
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 P
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 b
y 
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A
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di
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Fe
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w
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ay
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 p
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n 
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tre
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la
te

d 
to
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r r
es
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h 
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 b
y 
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pe
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r H

os
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s l
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g 
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ch
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ct
iv

iti
es

 d
o 

no
t h

in
de

r t
he

 c
ar

ry
in

g 
ou

t o
f t

he
ir 

fe
llo

w
sh

ip
 re

se
ar

ch
 

pl
an

s. 
A

s o
ut

re
ac

h 
ac

tiv
iti

es
, f

el
lo

w
s c

an
 re

ce
iv

e 
re

m
un

er
at
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n 

un
de

r s
om

e 
si

tu
at
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n.

 A
s f

or
 re

ce
iv

in
g 

re
m

un
er
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io

n,
 p

le
as

e 
re

fe
r t

o 
Ⅲ
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n 
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 c
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 th

e 
pu

bl
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si

ng
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y-
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er

st
an

d 
la

ng
ua

ge
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 th

ey
 c
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at

e 
a 

fr
ie

nd
ly
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o-
w
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 d
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gu
e 

be
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ee
n 
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ac

tit
io

ne
rs

 a
nd

 re
ci

pi
en

ts
 o

f s
ci

en
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 te
ch

no
lo

gy
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O
ut

re
ac

h”
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ea
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ut
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tiv
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Sy
m
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si

um
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pe
n 
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, c
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 te
ac
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C
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pu

s a
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pe
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La

b 
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en
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le

ct
ur

es
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iv
en
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y 

gu
es

t s
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ak
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 c
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ss
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en
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xp

er
im

en
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Sc

ie
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fe
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Su
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t A
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 D
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ut
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ra
m

s d
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r F
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 c
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to

 Ja
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n 
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de
r 
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PS

 F
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w
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ip

 P
ro

gr
am

. I
n 

it,
 F

el
lo

w
s g

iv
e 

le
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ur
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 E
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h 
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 m
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nl
y 
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gh
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s o

n 
th
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r 
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se

ar
ch
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iti

es
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et
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ltu
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 o
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ir 
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m
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si
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w
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si
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 d
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ls
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.. 
研研
究究
活活
動動
にに
おお
けけ
るる
不不
正正
行行
為為

  
  

研
究
活
動
に
お
け
る
不
正
行
為
は
、
科
学
を
冒
涜
し
、
人
々
の
科
学
へ
の
信
頼
を
揺
る
が
し
、
科
学
の
発
展
を

妨
げ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
本
来
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。
 

ま
た
、
厳
し
い
財
政
事
情
の
下
、
未
来
へ
の
先
行
投
資
と
し
て
、
国
費
に
よ
る
研
究
費
支
援
が
増
加
す
る
中
、

国
費
の
効
果
的
活
用
の
意
味
で
も
研
究
の
公
正
性
の
確
保
が
よ
り
一
層
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、

研
究
上
の
不
正
行
為
を
行
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
研
究
活
動
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、
受
入
研
究
機
関
や
学
協
会

で
定
め
ら
れ
た
規
程
等
に
、
十
分
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 研
究
活
動
に
お
け
る
不
正
行
為

 

研
究
活
動
に
お
け
る
不
正
行
為
と
は
、
研
究
者
倫
理
に
背
馳
し
、
研
究
活
動
及
び
研
究
成
果
の
発
表
に
お
い
て
、

そ
の
本
質
な
い
し
本
来
の
趣
旨
を
歪
め
、
科
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
正
常
な
科
学
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
妨

げ
る
行
為
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
具
体
的
に
は
、
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
や
結
果
の
捏
造
、
改
ざ
ん
、
及
び
他
者
の
研

究
成
果
等
の
盗
用
が
、
不
正
行
為
に
該
当
す
る
。
 

（
平
成
２
６
年
８
月
２
６
日
 文
部
科
学
大
臣
決
定
 『
研
究
活
動
に
お
け
る
不
正
行
為
へ
の
対
応
等
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』
よ
り
）
 

 （
参
考
）
研
究
活
動
に
お
け
る
不
正
行
為
等
に
つ
い
て
学
ぶ
教
材
等
の
例
 

①
 
科
学
の
健
全
な
発
展
の
た
め
に
－
誠
実
な
科
学
者
の
心
得
－
」（
日
本
学
術
振
興
会
「
科
学
の
健
全
な
発
展
の

た
め
に
」
編
集
委
員
会
 
編
）
 

②
 
研
究
倫
理

e
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ス

 
e-
L
e
ar
n
i
ng
 
C
ou
r
s
e 
o
n
 
R
e
se
a
r
ch
 
E
th
i
c
s 
[
e
L 
C
o
R
E
] 

（
上
記
①
、
②
に
つ
い
て
は
下
記

UR
L
で
確
認
で
き
る
。
）
 

h
tt
ps

:/
/w

w
w
.js

ps
.g
o.
jp
/j
-k
ou

se
i/
ri
nr

i.h
tm

l 

③
 
A
P
R
I
N
 e
－
ラ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
（

e
AP
R
I
N）

 

④
 
「
研
究
活
動
に
お
け
る
不
正
行
為
へ
の
対
応
等
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
 

（
平
成
２
６
年
８
月
２
６
日
：
文
部
科
学
大
臣
決
定
）
を
踏
ま
え
受
入
研
究
機
関
が
実
施
す
る
研
究
倫
理
教
育
 

  11
33
.. 
研研
究究
費費
のの
不不
正正
使使
用用

  

  

研
究
費
の
不
正
使
用
を
行
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
研
究
費
の
不
正
使
用
の
例
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

  （
1
）

 謝
金
・
給
与
に
係
る
不
正
 

・
架
空
の
出
勤
表
等
に
基
づ
く
請
求
等
、
実
態
の
伴
わ
な
い
謝
金
・
給
与
を
請
求
 

 

（
2
）

 物
品
購
入
費
に
係
る
不
正
 

・
架
空
の
取
引
に
よ
り
研
究
費
の
支
出
を
請
求
し
、
支
払
わ
れ
た
代
金
を
業
者
に
預
け
金
と
し
て
管
理
さ
せ
 
 
 
 

 

 
た
 

・
架
空
の
消
耗
品
代
金
を
業
者
に
請
求
さ
せ
た
 

  （
3
）

 旅
費
に
係
る
不
正
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. M
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C

O
N

D
U

C
T 

IN
 R
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 M
is

co
nd

uc
t i

n 
re

se
ar

ch
 d

is
ho

no
rs

 sc
ie

nc
e,

 u
nd

er
m

in
es

 p
eo

pl
e’

s t
ru

st
 in

 sc
ie

nc
e,

 a
nd

 h
in

de
rs

 th
e 

ad
va

nc
em

en
t o

f s
ci

en
ce

. I
t m

us
t n

ot
 b

e 
co

m
m

itt
ed

 u
nd

er
 a

ny
 c

irc
um

st
an

ce
. 

En
su

rin
g 

re
se

ar
ch

 in
te

gr
ity

 is
 a

ll-
th

e-
m

or
e 

im
pe

ra
tiv

e 
w

he
n 

it 
co

m
es

 to
 se

cu
rin

g 
th

e 
ef

fe
ct

iv
e 

us
e 

of
 

pu
bl

ic
 fu

nd
s a

t a
 ti

m
e 

w
he

n 
go

ve
rn

m
en

ta
l s

up
po

rt 
fo

r r
es

ea
rc

h 
is

 b
ei

ng
 in

cr
ea

se
d 

as
 a

n 
in

ve
st

m
en

t i
n 

th
e 

fu
tu

re
 d

es
pi

te
 se

ve
re

 fi
na

nc
ia

l c
on

di
tio

ns
 in

 Ja
pa

n.
 

Th
er

ef
or

e,
 Y

O
U

 sh
ou

ld
 n

ot
 e

ng
ag

e 
in

 a
ny

 k
in

d 
of

 re
se

ar
ch

 m
is

co
nd

uc
t. 

Fe
llo

w
s a

nd
 H

os
ts

 sh
ou

ld
 

ta
ke

 sp
ec

ia
l c
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e 

to
 o

bs
er

ve
 th

e 
ru

le
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nd
 re

gu
la

tio
ns

 fo
r r

es
ea

rc
h 

ac
tiv

iti
es

 sp
ec

ifi
ed
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y 

In
st

itu
tio

ns
 a

nd
 

ac
ad

em
ic

 so
ci

et
ie

s.
 

 M
is

co
nd

uc
t i

n 
re

se
ar

ch
 a

ct
iv

iti
es

 
“M

is
co

nd
uc

t c
om

m
itt

ed
 in

 c
ar

ry
in

g 
ou

t r
es

ea
rc

h 
ac

tiv
iti

es
 a

nd
 p

ub
lis

hi
ng

 re
se

ar
ch

 o
ut

co
m

es
 

un
de

rm
in

es
 re

se
ar

ch
 in

te
gr

ity
, d

is
to

rts
 th

e 
es

se
nc

e 
an

d 
m

ea
ni

ng
 o

f r
es

ea
rc

h,
 a

nd
 h

in
de

rs
 th

e 
no

rm
al

 
pr

oc
es

s o
f c

om
m

un
ic

at
io

n 
w

ith
in

 th
e 

sc
ie

nt
ifi

c 
co

m
m

un
ity

. S
pe

ci
fic

al
ly

, m
is

co
nd

uc
t c

om
pr

is
es

 th
e 

fa
br

ic
at

io
n 

an
d 

fa
ls

ifi
ca

tio
n 

(m
an

ip
ul

at
io

n)
 o

f d
at

a 
an

d/
or

 re
su

lts
 o

bt
ai

ne
d 

fr
om

 re
se

ar
ch

 a
ct

iv
iti

es
 

an
d 

th
e 

ap
pr

op
ria

tio
n 

of
 re

se
ar

ch
 re

su
lts

 b
y 

ot
he

rs
 (p

la
gi

ar
is

m
)”

. 
“G

ui
de

lin
es

 fo
r R

es
po

nd
in

g 
to

 M
is

co
nd

uc
t i

n 
R

es
ea

rc
h”

, i
ss

ue
d 

26
 A

ug
us

t 2
01

4 
by

 M
in

is
try

 o
f 

Ed
uc

at
io

n,
 C

ul
tu

re
, S

po
rts

, S
ci

en
ce

 a
nd

 T
ec

hn
ol

og
y 

(M
EX

T)
 

 
(R

ef
er

en
ce

s)
 L

ea
rn

in
g 

m
at

er
ia

ls
 o

n 
av

oi
di

ng
 m

is
co

nd
uc

t i
n 

re
se

ar
ch

 a
ct

iv
iti

es
 

①
 F

or
 th

e 
So

un
d 

D
ev

el
op

m
en

t o
f S

ci
en

ce
—

Th
e 

At
tit

ud
e 

of
 a

 C
on

sc
ie

nt
io

us
 S

ci
en

tis
t—

 b
y 

Ed
iti

ng
 C

om
m

itt
ee

 o
f J

ap
an

 S
oc

ie
ty

 fo
r t

he
 P

ro
m

ot
io

n 
of

 S
ci

en
ce

 
②

 e
-L

ea
rn

in
g 

C
ou

rs
e 

on
 R

es
ea

rc
h 

Et
hi

cs
 [e

L 
C

oR
E]

 
①

 &
 ②

 a
re

 a
va

ila
bl

e 
at

: 
ht

tp
://

w
w

w.
js

ps
.g

o.
jp

/e
ng
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e-
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Ⅰ
 
本
事
業
の
趣
旨
と
遵
守
事
項
 

 
J1

0 

・
旅
費
の
水
増
し
請
求
 

・
実
態
を
伴
わ
な
い
旅
費
の
請
求
 

 

ま
た
、
こ
の
他
、
他
の
研
究
者
が
受
け
て
い
る
研
究
費
の
不
正
使
用
に
共
謀
し
た
場
合
に
も
、
不
正
使
用
と
み

な
し
ま
す
。
研
究
費
を
執
行
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
各
研
究
費
の
使
用
ル
ー
ル
を
受
入
研
究
機
関
等
で
確
認
し
、

適
切
に
執
行
し
て
く
だ
さ
い
。

 

 11
44
.. 
個個
人人
情情
報報
のの
取取
扱扱
いい
等等

  

  
本
事
業
に
係
る
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、
「
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」
及
び
「
独
立
行
政
法
人
日
本

学
術
振
興
会
保
有
個
人
情
報
等
保
護
規
程
」
に
基
づ
き
厳
重
に
管
理
し
、
学
振
の
業
務
遂
行
の
み
に
利
用
（
デ
ー

タ
の
電
算
処
理
及
び
管
理
を
外
部
の
民
間
企
業
等
に
委
託
し
て
行
わ
せ
る
た
め
の
個
人
情
報
の
提
供
を
含
む
）
し

ま
す
。
 

た
だ
し
、
研
究
員
の
氏
名
、
国
籍
、
職
名
、
研
究
機
関
名
、
研
究
課
題
名
、
採
用
期
間
、
受
入
研
究
機
関
名
、
受

入
研
究
者
の
氏
名
、
職
名
及
び
研
究
報
告
書
が
公
表
さ
れ
る
ほ
か
、
関
係
機
関
へ
周
知
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
学
振
事
業
の
充
実
の
た
め
の
調
査
に
協
力
願
う
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
承
知
お
き
く
だ

さ
い
。
 

特
に
、
E
U
を
含
む
欧
州
経
済
領
域
及
び
英
国
所
在
の
研
究
者
が
含
ま
れ
る
場
合
は
、
「
GD
P
R
(
G
en
e
r
al
 
Da
ta
 

P
r
o
t
e
ct
i
o
n 
R
e
gu
l
a
ti
o
n
:一
般
デ
ー
タ
保
護
規
則
)」
に
沿
い
、
上
記
取
扱
い
に
つ
い
て
当
該
研
究
者
の
同
意
を

得
て
く
だ
さ
い
。
G
D
PR
の
詳
細
に
関
し
て
は
、
下
記
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 個
人
情
報
保
護
委
員
会
 
 

h
tt

ps
:/

/w
w

w
.p

pc
.g

o.
jp

/e
n

fo
rc

em
en

t/
in

fo
pr

ov
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io
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/l
aw

s/
G

D
PR

/ 
h

tt
ps

:/
/w

w
w

.p
pc

.g
o.

jp
/e

n
fo

rc
em

en
t/

co
op

er
at

io
n

/c
oo

pe
ra

ti
on

/b
re

xi
t_

21
06

28
/ 
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55
.. 
研研
究究
活活
動動
のの
国国
際際
化化
、、
オオ
ーー
ププ
ンン
化化
にに
伴伴
うう
新新
たた
なな
リリ
スス
クク
にに
対対
すす
るる
研研
究究

イイ
ンン
テテ
ググ
リリ
テテ
ィィ
のの
確確
保保
にに
つつ
いい
てて

  

 

我
が
国
の
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
振
興
の
た
め
に
は
、
オ
ー
プ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
を
大
原
則
と
し
、

多
様
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
国
際
共
同
研
究
を
今
後
と
も
強
力
に
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
同
時
に
、
近

年
、
研
究
活
動
の
国
際
化
、
オ
ー
プ
ン
化
に
伴
う
新
た
な
リ
ス
ク
に
よ
り
、
開
放
性
、
透
明
性
と
い
っ
た
研
究
環

境
の
基
盤
と
な
る
価
値
が
損
な
わ
れ
る
懸
念
や
研
究
者
が
意
図
せ
ず
利
益
相
反
・
責
務
相
反
に
陥
る
危
険
性
が
指

摘
さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
中
、
我
が
国
と
し
て
国
際
的
に
信
頼
性
の
あ
る
研
究
環
境
を
構
築
す
る
こ
と
が
、
研

究
環
境
の
基
盤
と
な
る
価
値
を
守
り
つ
つ
、
必
要
な
国
際
協
力
及
び
国
際
交
流
を
進
め
て
い
く
た
め
に
不
可
欠
と

な
っ
て
い
ま
す
。
 

受
入
研
究
機
関
に
お
い
て
は
、
「
研
究
活
動
の
国
際
化
、
オ
ー
プ
ン
化
に
伴
う
新
た
な
リ
ス
ク
に
対
す
る
研

究
イ
ン
テ
グ
リ
テ
ィ
の
確
保
に
係
る
対
応
方
針
に
つ
い
て
（
令
和
３
年
４
月
２
７
日

 
統
合
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

戦
略
推
進
会
議
決
定
）
」
を
踏
ま
え
、
利
益
相
反
・
責
務
相
反
を
は
じ
め
関
係
の
規
程
及
び
管
理
体
制
を
整
備

し
、
研
究
員
、
受
入
研
究
者
及
び
受
入
研
究
機
関
に
お
け
る
研
究
の
健
全
性
・
公
正
性
（
研
究
イ
ン
テ
グ
リ
テ

ィ
）
を
自
律
的
に
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
十
分
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。
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Ⅰ
 
本
事
業
の
趣
旨
と
遵
守
事
項
 

 
J1

1 

11
66
.. 
研研
究究
デデ
ーー
タタ
ママ
ネネ
ジジ
メメ
ンン
トト
にに
つつ
いい
てて

  

学
振
は
、
学
振
の
事
業
で
の
研
究
活
動
に
お
け
る
研
究
デ
ー
タ
の
保
存
・
管
理
及
び
公
開
に
つ
い
て
、
基
本
的

な
考
え
方
を
定
め
て
い
ま
す
。

 

本
事
業
に
採
用
さ
れ
た
申
請
者
（
受
入
研
究
者
）
は
、
研
究
機
関
に
お
け
る
デ
ー
タ
ポ
リ
シ
ー
等
を
踏
ま
え
、

以
下
の
サ
ン
プ
ル
様
式
を
参
考
に
、
研
究
活
動
に
よ
り
成
果
と
し
て
生
じ
る
研
究
デ
ー
タ
の
保
存
・
管
理
、
公
開
・

非
公
開
等
に
関
す
る
方
針
や
計
画
を
記
載
し
た
デ
ー
タ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
プ
ラ
ン
（
D
M
P
）
 
を
作
成
し
、
本
プ
ラ
ン

に
基
づ
い
た
研
究
デ
ー
タ
の
保
存
・
管
理
・
公
開
を
実
施
し
た
上
で
研
究
活
動
を
遂
行
し
て
く
だ
さ
い
。
学
振
へ

の
D
M
P
の
提
出
は
不
要
で
す
。

 

学
振
の
研
究
デ
ー
タ
の
取
扱
い
に
関
す
る
基
本
方
針
は
、
以
下
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

 

 独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会
の
事
業
に
お
け
る
研
究
デ
ー
タ
の
取
扱
い
に
関
す
る
基
本
方
針
 

h
tt

ps
:/

/w
w

w
.js

ps
.g

o.
jp

/f
ile

/s
to

ra
ge

/o
pe

n
_s

ci
en

ce
/b

as
ic

_p
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ic
y.

pd
f 

 独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会
の
オ
ー
プ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
に
係
る
取
組
 

h
tt

ps
:/

/w
w

w
.js

ps
.g
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jp
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ci
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/ 

 外
国
人
特
別
研
究
員

DM
P
（
欧
米
短
期
・
A
S
E
AN
/
ア
フ
リ
カ
短
期
）
 

サ
ン
プ
ル
様
式
 

 外
国
人
特
別
研
究
員

DM
P
（
一
般
の
み
）
 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
該
当
の
募
集
年
度
の
基
本
方
針
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
 

参
考

UR
L
：
 

h
tt

ps
:/

/w
w

w
.js

ps
.g

o.
jp

/j
-g

ra
n

ts
in

ai
d/

01
_s

ei
do

/1
0_

da
ta

m
an

ag
em

en
t/

in
de

x.
h

tm
l 

 

I. 
O

U
TL

IN
E 

O
F 

FE
LL

O
W

SH
IP

S 
AN

D
 B

AS
IC

 S
TI

PU
LA

TI
O

N
S 

 

E1
1 

16
. M

A
N

A
G

E
M

E
N

T 
O

F 
R

ES
EA

R
C

H
 D

AT
A

 
 JS

PS
 h

as
 e

st
ab

lis
he

d 
a 

po
lic

y 
th

at
 st

ip
ul

at
es

 JS
PS

’s
 b

as
ic

 p
rin

ci
pl

es
 re

ga
rd

in
g 

th
e 

st
or

ag
e,

 m
an

ag
em

en
t, 

an
d 

pu
bl

ic
at

io
n 

of
 re

se
ar

ch
 d

at
a 

ge
ne

ra
te

d 
du

rin
g 

re
se

ar
ch

 a
ct

iv
iti

es
 fu

nd
ed

 b
y 

re
se

ar
ch

 g
ra

nt
s p

ro
vi

de
d 

by
 JS

PS
. 

R
es

ea
rc

he
rs

 se
le

ct
ed

 fo
r t

he
se

 fe
llo

w
sh

ip
s a

re
 re

qu
ire

d 
to

 c
om

pl
y 

w
ith

 th
e 

da
ta

 p
ol

ic
ie

s a
nd

 o
th

er
 

re
gu

la
tio

ns
 o

f t
he

 re
se

ar
ch

 in
st

itu
tio

ns
 w

ith
 w

hi
ch

 th
ey

 a
re

 a
ffi

lia
te

d.
 T

he
y 

m
us

t a
ls

o 
re

fe
r t

o 
th

e 
fo

llo
w

in
g 

sa
m

pl
e 

fo
rm

s a
nd

 p
re

pa
re

 a
 D

at
a 

M
an

ag
em

en
t P

la
n 

(D
M

P)
 th

at
 d

es
cr

ib
es

 th
e 

po
lic

ie
s a

nd
 

pl
an

s f
or

 th
e 

st
or

ag
e,

 m
an

ag
em

en
t, 

di
sc

lo
su

re
, a

nd
 n

on
-d

is
cl

os
ur

e 
of

 re
se

ar
ch

 d
at

a 
ge

ne
ra

te
d 

as
 a

 re
su

lt 
of

 th
ei

r r
es

ea
rc

h 
ac

tiv
iti

es
. R

es
ea

rc
he

rs
 m

us
t c

on
du

ct
 th

ei
r r

es
ea

rc
h 

ac
tiv

iti
es

 in
 a

cc
or

da
nc

e 
w

ith
 th

ei
r 

pr
ep

ar
ed

 D
M

P.
 

Su
bm

is
si

on
 o

f D
M

P 
to

 JS
PS

 is
 n

ot
 re

qu
ire

d.
 

Pl
ea

se
 re

fe
r t

o 
th

e 
fo

llo
w

in
g 

w
eb

si
te

 fo
r J

SP
S'

s b
as

ic
 p

ol
ic

y 
on

 th
e 

ha
nd

lin
g 

of
 re

se
ar

ch
 d

at
a.

 
 B

as
ic

 P
ol

ic
y 

fo
r t

he
 H

an
dl

in
g 

of
 R

es
ea

rc
h 

D
at

a 
in

 JS
PS

 P
ro

gr
am

s 
ht

tp
s:

//w
w

w.
js

ps
.g

o.
jp

/fi
le

/s
to

ra
ge

/o
pe

n_
sc

ie
nc

e/
ba

si
c_

po
lic

y_
re

se
ar

ch
_d

at
a.

pd
f 

 Po
st

do
ct

or
al

 F
el

lo
w

sh
ip

s f
or

 R
es

ea
rc

h 
in

 Ja
pa

n 
D

M
P 

(F
or

 th
e 

Sh
or

t-
te

rm
 fe

llo
w

s (
PE

) a
nd

 (P
A

))
 

Sa
m

pl
e 

Fo
rm

 
 Po

st
do

ct
or

al
 F

el
lo

w
sh

ip
s f

or
 R

es
ea

rc
h 

in
 Ja

pa
n 

D
M

P 
(F

or
 S

ta
nd

ar
d 

O
nl

y)
 

Fo
r m

or
e 

de
ta

ils
 a

bo
ut

 th
e 

G
ra

nt
-in

-A
id

 fo
r J

SP
S 

R
es

ea
rc

h 
Fe

llo
w

 (T
ok

ub
et

su
 K

en
ky

ui
n 

Sh
or

ei
-h

i),
  

pl
ea

se
 se

e 
th

e 
ba

si
c 

po
lic

y 
an

d 
gu

id
el

in
e 

fo
r t

he
 su

bj
ec

t f
is

ca
l y

ea
r. 

U
R

L:
 h

ttp
s:

//w
w

w.
js

ps
.g

o.
jp

/j-
gr

an
ts

in
ai

d/
20

_t
ok

us
ho

ur
ei

/d
ow

nl
oa

d.
ht

m
l 

 

J1
1

E1
1



 
Ⅱ
 
採
用
後
の
手
続
 

 
J1

2 

ⅡⅡ
  
採採
用用
後後
のの
手手
続続
  

 採
用
決
定
後
の
手
続
等
の
要
点
及
び
手
順
は
次
の
と
お
り
で
す
。
研 研
究究
員員
、、
受受
入入
研研
究究
者者
、、
受受
入入
研研
究究
機機
関関

のの
事事
務務
担担
当当
部部
署署
のの
三三
者者
のの
合合
意意
のの
もも
とと
にに
手手
続続
をを
行行
っっ
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。
 

提
出
書
類
に
つ
い
て
は
、
本
手
引
中
の
様
式
一
覧
に
従
っ
て
、
様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
受受
入入
研研
究究
機機
関関

のの
事事
務務
担担
当当
部部
署署
かか
らら
学学
振振
へへ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

様
式
は
本
手
引
中
の
リ
ン
ク
及
び

HP
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
 

  11
..
 採採
用用
通通
知知
及及
びび
関関
係係
書書
類類
のの
種種
類類

  

  
採
用
通
知
時
、
学
振
が
送
付
す
る
書
類
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。
身
分
証
の
発
行
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

①
 
採
用
通
知
＊
 

②
 
経
費
負
担
証
明
書
＊
 

③
 
諸
手
続
の
手
引
（
本
冊
子
）
 

④
 
旅
行
代
理
店
か
ら
の
「
国
際
航
空
券
手
配
に
関
す
る
説
明
」
 

⑤
 
保
険
会
社
か
ら
の
「
海
外
旅
行
保
険
に
関
す
る
ご
案
内
」
 

＊
①①
とと
②②
はは
再再
発発
行行
でで
きき
まま
せせ
んん
。。
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Ⅱ
 
採
用
後
の
手
続
 

 
J1

3 

22
..
 来来
日日
前前
にに
必必
要要
なな
手手
続続

  

  
＜＜
採採
用用
通通
知知
受受
領領
後後
速速
やや
かか
にに
＞＞
  

((
11
))
 
「「
受受
入入
承承
諾諾
兼兼
誓誓
約約
書書

((
様様
式式

AA
))
」」
のの
提提
出出
  

研
究
員
及
び
受
入
研
究
者
は
、
本
手
引
に
定
め
る
す
べ
て
の
事
項
に
同
意
し
、
最
終
的
に
採
用
及
び
受
入
を
承

諾
す
る
場
合
に
は
、
「
受
入
承
諾
兼
誓
約
書
（様
式

A
）
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
受
入
研
究
機
関
の
事
務
担
当
部

署
を
経
由
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 様様
式式

AA
をを
未未
提提
出出
のの
まま
まま
採採
用用
をを
開開
始始
（（
航航
空空
券券
のの
手手
配配
やや
各各
経経
費費
のの
支支
給給
等等
））
すす
るる
ここ
とと
はは
でで
きき
まま
せせ
んん
のの
でで
、、
採採

用用
通通
知知
受受
けけ
取取
りり
後後
速速
やや
かか
にに
提提
出出
しし
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。
 

  

((
22
))
 
「「
受受
入入
承承
諾諾
兼兼
誓誓
約約
書書

((
様様
式式

AA
))
」」
にに
おお
けけ
るる
採採
用用
期期
間間
開開
始始
日日
のの
設設
定定
にに
関関
すす
るる
注注
意意
事事
項項

  

①
 
採
用
期
間
開
始
日
は
来
日
日
で
あ
り
、
研
究
員
の
日
本
国
外
か
ら
の
出
発
日
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
 

②
 
採
用
期
間
開
始
日
は
申
請
書
に
記
載
さ
れ
た
来
日
予
定
日
と
必
ず
し
も
同
一
で
あ
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

採
用
期
間
開
始
日
を
設
定
す
る
際
は
、
受
入
研
究
者
及
び
受
入
研
究
機
関
は
以
下
の
点
を
念
頭
に
置
き
、
研
究

員
と
協
議
し
て
く
だ
さ
い
。
受
入
研
究
者
は
、
研
究
員
が
採
用
期
間
を
開
始
す
る
前
ま
で
に
、
以
下
の
点
を
含
め

受
入
計
画
を
決
定
し
て
く
だ
さ
い
。
 

①
 
研
究
活
動
の
計
画
、
方
法
、
概
要
 

②
 
査
証
手
続
に
関
す
る
必
要
書
類
の
手
配
 

③
 
研
究
員
の
到
着
空
港
か
ら
受
入
研
究
機
関
ま
で
の
旅
行
方
法
 

④
 
滞
在
中
の
宿
舎
手
配
 

⑤
 
滞
在
費
の
受
給
方
法
 

⑥
 
調
査
研
究
費
（
欧
米
短
期
・

AS
E
A
N/
ア
フ
リ
カ
短
期
の
場
合
）
又
は
科
学
研
究
費
助
成
事

業
（
学
術
研
究
助
成
基
金
助
成
金
）（
特
別
研
究
員
奨
励
費
）
（
一
般
の
場
合
）
の
使
途
 

 

((
33
))
 
学学
位位
記記
等等
（（
学学
位位
記記
・・
学学
位位
取取
得得
証証
明明
書書
・・
学学
位位
取取
得得
見見
込込
証証
明明
書書
））
のの
提提
出出

  
  

①①
 外外
特特
（（
一一
般般
））
  

採
用
期
間
開
始
時
点
で
博
士
の
学
位
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
要
件
で
す
。
 

博
士
の
学
位
を
取
得
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
学
位
記
を
、
受
入
研
究
機
関
の
事
務
担
当
部
署
を
通
じ
て
、

採
用
通
知
受
領
後
速
や
か
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

採
用
期
間
開
始
前
ま
で
に
学
位
記
の
提
出
が
で
き
な
い
場
合
は
、
学
位
取
得
証
明
書
又
は
学
振
指
定
の

D D
ee
gg
rr
ee
ee
  
CC
oo
nn
ff
ii
rr
mm
aa
tt
ii
oo
nn
（（
様様
式式

11
88
））
の
提
出
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
 

な
お
、
学
位
取
得
見
込
で
あ
っ
て
、
採
用
通
知
発
行
時
に
学
位
記
等
学
位
を
取
得
し
た
こ
と
を
証
明
す
る

書
類
を
提
出
で
き
な
い
場
合
に
は
、
先
に
博
士
号
の
取
得
見
込
日
が
示
さ
れ
た
「 「
学学
位位
取取
得得
見見
込込
証証
明明
書書
」」
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
上
で
、
学
位
取
得
後
速
や
か
に
学
位
記
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

た
だ
し
、
対
応
機
関
推
薦
で
採
用
さ
れ
、
申
請
時
に
学
位
記
を
提
出
し
た
場
合
は
、
再
度
の
提
出
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。
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st

ar
t t

he
 fe
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w
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ip
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T
he

 fe
llo

w
sh

ip
 c

an
no

t s
ta

rt
 if

 F
or

m
 A

 is
 n

ot
 su

bm
itt

ed
 (t

ha
t i

s, 
ai

r 
tic

ke
ts

 c
an

no
t b

e 
bo

ok
ed

 n
or

 
yo

ur
 a

llo
w

an
ce

 p
ay

m
en

ts
 m

ad
e)

. T
he

re
fo

re
, p

le
as

e 
su

bm
it 

Fo
rm

 A
 a

s s
oo

n 
as

 r
ec

ei
vi

ng
 th

e 
aw

ar
d 

le
tt

er
. 

 
(2

) 
Sp

ec
ia

l a
tt

en
tio

n 
sh

ou
ld

 b
e 

pa
id

 to
 se

tt
in

g 
th

e 
fe

llo
w

sh
ip

 st
ar

tin
g 

da
te

 o
n 

th
e 

N
ot

ic
e 

of
 

A
cc

ep
ta

nc
e 

an
d 

Pl
ed

ge
 (F

or
m

 A
). 

①
 

Th
e 

st
ar

tin
g 

da
te

 is
 n

ot
 th

e 
da

y 
th

at
 F

el
lo

w
s 

de
pa

rt 
fr

om
 o

ve
rs

ea
s b

ut
 th

e 
da

y 
th

at
 th

ey
 a

rr
iv

e 
in

 Ja
pa

n.
 

②
 

Th
e 

st
ar

tin
g 

da
te

 m
ay

 b
e 

ch
an

ge
d 

fr
om

 th
at

 s
ta

te
d 

in
 th

e 
fe

llo
w

sh
ip

 a
pp

lic
at
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n 
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bm

itt
ed
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 a
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 In
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ld
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 fo
llo

w
in

g 
po
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rm
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in

g 
th

e 
st
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t d
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of
 th

e 
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llo
w
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io
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D
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Fe
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he
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ce
iv

in
g 

Fe
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w
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w

an
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nt
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A
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H
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bm

it 
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D
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ip
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m
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 o
th

er
 d

oc
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en
ta
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n 

(t
o 

ce
rt

ify
 th

e 
da

te
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f P
hD
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w
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St

an
da

rd
 F

el
lo

w
s 

Fe
llo

w
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nd
er

 th
e 

St
an

da
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 F
el

lo
w

sh
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 m
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do
ct
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 d
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ar
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 d
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r d
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t b
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w
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 o
f y

ou
r h

os
t i

ns
tit

ut
io

n 
to

 JS
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 d
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 c
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 re
ce
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 a
 d
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l d
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e 
JS
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 F
or

m
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D
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e 
C
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m
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ep
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 c
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in
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w
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pl
om

a 
or

 o
th

er
 d

oc
um

en
ta

tio
n 

gi
vi

ng
 e

vi
de

nc
e 

th
at

 y
ou

 h
av

e 
re

ce
iv

ed
 a

 d
oc
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ar
de

d 
a 

do
ct

or
al

 d
eg

re
e 

be
fo

re
 th

e 
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 d
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m
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s c
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or
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 su

bm
itt

ed
 a
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D
 d
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lo

m
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e 
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w
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 d
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to
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to

 
JS
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Ⅱ
 
採
用
後
の
手
続
 

 
J1

4 

 
博博
士士
号号
のの
「「
学学
位位
取取
得得
見見
込込
証証
明明
書書
」」
のの
提提
出出
がが
ああ
っっ
てて
もも
、、
採採
用用
期期
間間
開開
始始
日日
前前
日日
まま
でで
にに
学学
位位
をを
取取

得得
しし
たた
ここ
とと
をを
証証
明明
すす
るる
書書
類類
のの
提提
出出
をを
学学
振振
にに
てて
確確
認認
でで
きき
てて
いい
なな
いい
場場
合合
にに
はは
、、
採採
用用
がが
取取
りり
消消
ささ
れれ
、、

辞辞
退退
扱扱
いい
とと
なな
りり
まま
すす
。。
  

学
振
が
往
路
航
空
券
の
発
券
及
び
初
回
金
支
給
の
手
続
き
を
開
始
す
る
に
は
学
位
記
等
の
書
類
の
確
認
を

事
前
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

 

②②
 外外
特特
（（
欧欧
米米
短短
期期
））
、、
外外
特特
（（
AA
SS
EE
AA
NN
//
アア
フフ
リリ
カカ
短短
期期
））
  

((
ii
))
 学学
位位
記記
・・
学学
位位
取取
得得
見見
込込
証証
明明
書書
  

採
用
期
間
開
始
の
時
点
で
博
士
の
学
位
を
有
し
て
い
る
又
は
採
用
期
間
開
始
時
点
か
ら

2
年
以
内
に

博
士
の
学
位
取
得
見
込
者
で
あ
る
こ
と
が
要
件
で
す
。
以
下
の
(
ア
)
又
は
（
イ
）
の
ど
ち
ら
か
の
書
類

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
採
用
期
間
開
始
日
前
ま
で
に
提 提
出出
がが
なな
いい
場場
合合
、、
採採
用用
はは
取取
りり
消消
ささ
れれ
、、
辞辞

退退
扱扱
いい
とと
なな
りり
まま
すす
。。
 

な
お
、
本
手
引
の
Ⅳ
「
支
給
経
費
」
の
と
お
り
、
博
士
の
学
位
の
有
無
に
よ
っ
て
滞
在
費
（
月
額
）

が
異
な
り
ま
す
。
 

 
 

((
アア
))
 
学学
位位
をを
既既
にに
取取
得得
しし
てて
いい
るる
、、
又又
はは
採採
用用
期期
間間
開開
始始
まま
でで
にに
学学
位位
をを
取取
得得
でで
きき
るる

見見
込込
みみ
のの
者者
  

【【
学学
位位
記記
又又
はは
学学
位位
取取
得得
証証
明明
書書
】】
  

提
出
に
お
け
る
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
上
記
「
①
外
特
（
一
般
）
」
と
同
様
と
し
ま
す
。

 

 

((
イイ
))
 
採採
用用
期期
間間
開開
始始
まま
でで
にに
学学
位位
をを
取取
得得
でで
きき
るる
見見
込込
みみ
がが
無無
いい
者者

  

【【
学学
位位
取取
得得
見見
込込
証証
明明
書書
】】  

学学
位位
取取
得得
予予
定定
日日
がが
明明
記記
ささ
れれ
たた
以
下
の
い
ず
れ
か
の
文
書
を
、
速
や
か
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
 

➢
   
学
位
取
得
見
込
証
明
書
 

➢
   
博
士
後
期
課
程
在
学
証
明
書

 

➢
   
指
導
教
員
の
作
成
・
署
名
に
よ
る
、
採
用
期
間
開
始
日
時
点
で

2
年
以
内
に
博
士
の
学
位

を
授
与
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
旨
を
記
載
し
た
文
書
（
指
導
教
員
が
推
薦
書
を
作
成
し
て
い
る

場
合
、
推
薦
書
に
そ
の
旨
、
記
載
を
す
る
こ
と
も
可
と
す
る
。
）
  

  

な
お
、
採
用
期
間
開
始
前
ま
で
に
学
位
記
又
は
学
位
取
得
証
明
書
の
提
出
が
あ
っ
た
場
合
は
、
博
士

の
学
位
取
得
者
と
し
て
滞
在
費
は
月
額

36
2
,
0
00
円
と
な
り
ま
す
。
提
出
が
な
い
場
合
は
、
滞
在
費
は

月
額

2
0
0
,0
00
円
と
な
り
ま
す
。
採採
用用
期期
間間
開開
始始
日日
以以
降降
にに
学学
位位
記記
又又
はは
学学
位位
取取
得得
証証
明明
書書
のの
提提
出出
がが

ああ
っっ
たた
場場
合合
、、
学学
振振
へへ
のの
提提
出出
日日
かか
らら
起起
算算
しし
てて
翌翌
月月
以以
降降
のの
支支
給給
分分
かか
らら
、、
支支
給給
すす
るる
滞滞
在在
費費
をを
増増

額額
しし
まま
すす
。。
たた
だだ
しし
、、
既既
支支
給給
分分
をを
遡遡
っっ
てて
増増
額額
すす
るる
ここ
とと
はは
しし
まま
せせ
んん
。。
  

  
  
  
  ((
ii
ii
))
 欧欧
米米
諸諸
国国
のの
永永
住住
権権
がが
確確
認認
でで
きき
るる
書書
類類
（（
該該
当当
者者
のの
みみ
））

  

申
請
時
に
募
集
要
項
上
記
載
さ
れ
た
欧
米
諸
国
以
外
の
国
籍
を
有
す
る
者
で
、
欧
米
諸
国
の
永
住
権

を
資
格
要
件
と
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
国
の
永
住
カ
ー
ド
等
の
写
し
を
採
用
通
知
受
領
後
速
や
か

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
が
な
い
な
ど
申申
請請
資資
格格
をを
満満
たた
すす
ここ
とと
がが
確確
認認
でで
きき
なな
いい
場場
合合
はは
採採
用用

をを
取取
りり
消消
しし
まま
すす
。。
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tu
al

ly
 r

ec
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ve
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eg

re
e 
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 su
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itt
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fe
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w

sh
ip
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 b
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 w
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dr
aw
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JS
PS

 w
ill

 b
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in
 th

e 
pr

oc
es

s o
f i

ss
ui

ng
 o

nw
ar

d 
ai

rli
ne

 ti
ck

et
s a

nd
 p

ro
vi

di
ng

 th
e 

fir
st

 in
st

al
lm

en
t o

f 
al

lo
w
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ce

 a
fte

r a
 d

oc
um

en
t c

er
tif

yi
ng

 th
at

 y
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av

e 
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tu
al

ly
 re
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iv

ed
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ou
r P

hD
 d
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e 
is

 
su

bm
itt

ed
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②②

 
Sh

or
t-

te
rm

 F
el

lo
w

s 
(P

E
) a

nd
 (P

A
) 

(i)
 

D
ip

lo
m

a/
D

eg
re

e 
ce

rt
ifi

ca
te

 
Fe

llo
w

s u
nd

er
 th

e 
Sh

or
t-t

er
m

 F
el

lo
w

sh
ip

 m
us

t e
ith

er
 h

ol
d 

a 
do

ct
or

al
 d

eg
re

e 
at

 th
e 

tim
e 

th
ei

r 
fe

llo
w

sh
ip

 s
ta

rts
 o

r b
e 

sc
he

du
le

d 
to

 re
ce

iv
e 

on
e 

w
ith

in
 tw

o 
ye

ar
s f

ro
m

 th
e 

da
te

 th
at

 th
e 

fe
llo

w
sh

ip
 

st
ar

ts
. P

le
as

e 
su

bm
it 

th
e 

do
cu

m
en

ts
 s

pe
ci

fie
d 

in
 e

ith
er

 it
em

s a
) o

r b
) b

el
ow

, w
hi

ch
ev

er
 a

pp
lie

s. 
If

 
th

es
e 

do
cu

m
en

ts
 a

re
 n

ot
 su

bm
itt

ed
 b

y 
th

e 
st

ar
t, 

yo
ur

 fe
llo

w
sh

ip
 w

ill
 b

e 
ca

nc
el

le
d 

or
 

w
ith

dr
aw

n.
  

A
s s

tip
ul

at
ed
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 C

ha
pt

er
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Ⅳ

. A
LL

O
W

A
N

C
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”,
 th

e 
am

ou
nt

 o
f m

on
th

ly
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llo
w

an
ce

 w
ill

 d
iff

er
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se

d 
on

 w
he

th
er

 F
el

lo
w

s h
av

e 
re

ce
iv

ed
 a

 d
oc

to
ra

l d
eg

re
e 

(P
hD

 h
ol

de
r)

 o
r h

av
e 

no
t r

ec
ei

ve
d 

on
e 

(n
on

-P
hD

 h
ol

de
r)
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a)
 

Pe
rs

on
s h

ol
di

ng
 a

 P
hD

 d
eg

re
e 

or
 e

xp
ec

tin
g 

to
 r

ec
ei

ve
 a

 P
hD

 b
y 

th
e 

tim
e 

th
ei

r 
Fe

llo
w

sh
ip

 st
ar

ts
 

D
ip

lo
m

a 
or

 o
th

er
 d

oc
um

en
ta
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n 
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fy
in

g 
yo

ur
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w
ar

d 
of

 a
 d

oc
to

ra
l d

eg
re

e:
 T

he
 p

ro
ce

du
re

 
fo

r s
ub

m
itt

in
g 

th
es

e 
do

cu
m

en
ts

 is
 th

e 
sa

m
e 

as
 fo

r a
bo

ve
 ①

 S
ta

nd
ar

d 
Fe

llo
w

s.
 

 
b)

 
Pe

rs
on

s n
ot

 e
xp

ec
te

d 
to

 r
ec

ei
ve

 a
 P

hD
 b

y 
th

e 
tim

e 
th

ei
r 

fe
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w
sh

ip
 is

 sc
he

du
le

d 
to

 st
ar

t 
C

er
tif
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at

e 
fr

om
 th

e 
un

iv
er

si
ty

 st
at

in
g 

th
at

 y
ou

 w
ill

 b
e 
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ar

de
d 

a 
do

ct
or

al
 d

eg
re

e:
  

Pr
om

pt
ly

 su
bm

it 
on

e 
of

 th
e 

fo
llo

w
in

g 
do

cu
m

en
ts

 s
pe

ci
fy

in
g 

th
e 

ex
pe

ct
ed

 d
at

e 
of

 th
e 

aw
ar

d.
 

 ➢
  

A
 d
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 c
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ng

 th
e 

da
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to

 b
e 

aw
ar

de
d 

➢
  

C
er
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e 

of
 d
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l c
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en
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llm

en
t 

➢
  

D
oc

um
en

t w
rit

te
n 

an
d 

si
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ed
 b

y 
th

e 
Fe
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w

’s
 a
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 a
dv
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 st
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in
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 y
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re
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 re

ce
iv

e 
a 

Ph
D

 d
eg

re
e 

w
ith

in
 tw

o 
ye

ar
s 

fr
om

 th
e 

fe
llo

w
sh

ip
 st

ar
tin

g 
da

te
  

 
A

 m
on

th
ly

 a
llo

w
an

ce
 o

f J
PY

36
2,

00
0 

is
 p

ai
d 

to
 th

e 
fe

llo
w

s w
ho

 su
bm

itt
ed

 a
 P

hD
 d
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r p
er

m
an

en
t r

es
id

en
t c

ar
d 

or
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t d
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 c
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m
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ip
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f t
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ir 
Aw
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d 

Le
tte
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T
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el
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w
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ip
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ill
 b
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el

le
d 
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Fe
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 d
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ilu
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採
用
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③③
 注注
意意
事事
項項
  

・・
学学
位位
記記
等等
未未
提提
出出
のの
まま
まま
採採
用用
期期
間間
をを
開開
始始
すす
るる
ここ
とと
はは
でで
きき
まま
せせ
んん
。。
  

・
学
振
は
、
学
位
記
等
の
提
出
を
も
っ
て
往
路
航
空
券
の
発
券
及
び
初
回
金
支
給
の
手
続
を
開
始
し
ま
す
。 

・
学
振
は
、
外
特
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
学
位
授
与
日
を
、
学
位
授
与
機
関
か
ら
発
行
さ
れ
た
学
位
記
等
 

に
明
記
さ
れ
た
日
付
と
し
ま
す
。
博
士
課
程
修
了
日
や
博
士
論
文
の
最
終
口
頭
試
問
（

vi
v
a
 v
oc
e）
に

合
格
し
た
日
を
学
位
授
与
日
と
は
み
な
し
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
学
位
記
等
に
は
学
位
を
取
得
し
た
年

月
日
が
明
記
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
  

・
学
位
記
等
が
日
本
語
又
は
英
語
以
外
の
言
語
で
記
さ
れ
て
い
る
場
合
、
日
本
語
訳
又
は
英
語
訳
を
添
付

し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

・
書
類
が
学
位
記
等
と
認
め
ら
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
不
明
な
場
合
は
、
学
振
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
 

・
（
外
特
（
一
般
）
の
み
）
学
位
記
の
提
出
な
し
に
採
用
期
間
を
開
始
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
学
位

取
得
日
が
採
用
期
間
開
始
日
以
降
と
な
る
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
は
、
速
や
か
に
学
振
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。
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r d
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e 
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w
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ge
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r E
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Ja
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r E
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C
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e 
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・
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r S
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w
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 If
 y

ou
 fi

nd
 th

at
 th

e 
da

te
 o

f y
ou

r P
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d 

w
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該該
当当
がが
ああ
れれ
ばば
速速
やや
かか
にに
＞＞
  

  

((
44
))
 
採採
用用
期期
間間
開開
始始
日日
のの
変変
更更
とと
連連
絡絡

  

採
用
期
間
開
始
日
は
、
様
式

A
に
記
載
さ
れ
た
予
定
す
る
採
用
期
間
の
開
始
日
か
ら
前
後

3
0
日
以
内
と
な
り

ま
す
。
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
、
こ
の
範
囲
を
超
え
て
採
用
期
間
開
始
日
を
変
更
す
る
場
合
に
は
、
受
入

研
究
機
関
は
速
や
か
に
学
振
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 

((
55
))
 
在在
留留
手手
続続
  

す
べ
て
の
研
究
員
は
、
日
本
に
入
国
す
る
際
、
必
要
に
応
じ
て
、
自
国
政
府
の
発
給
す
る
有
効
な
旅
券
（
パ

ス
ポ
ー
ト
）
に
、
日
本
国
政
府
の
発
給
す
る
査
証
（
ビ
ザ
）
を
受
け
た
も
の
を
所
持
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

査
証
は
、
外
国
人
の
日
本
へ
の
入
国
及
び
滞
在
が
差
し
支
え
な
い
こ
と
を
示
し
、
研
究
員
は
、
日
本
国
大
使
館

又
は
総
領
事
館
に
お
い
て
、
査
証
を
あ
ら
か
じ
め
取
得
し
た
上
で
、
日
本
に
入
国
す
る
際
に
「
上
陸
許
可
」
を

受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

 

な
お
、
あ
ら
か
じ
め
日
本
の
出
入
国
管
理
庁
か
ら
「
在
留
資
格
認
定
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
た
上
で
査
証

を
申
請
す
る
場
合
に
は
、
「
在
留
資
格
認
定
証
明
書
」
を
取
得
せ
ず
に
査
証
を
申
請
し
た
場
合
と
比
較
し
て
、

短
期
間
に
査
証
を
取
得
で
き
ま
す
。
 

日日
本本
でで
研研
究究
活活
動動
をを
行行
うう
場場
合合
、、
「「
教教
授授
」」
又又
はは
「「
研研
究究
」」
のの
査査
証証
をを
取取
得得
すす
るる
ここ
とと
をを
推推
奨奨
しし
まま
すす
。。
「
教

授
」
「
研
究
」
の
い
ず
れ
を
取
得
す
れ
ば
よ
い
か
に
つ
い
て
は
、
出
入
国
在
留
管
理
庁
の

H
P
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。
  

研
究
員
は
、
自
身
の
責
任
に
お
い
て
、
在
留
目
的
及
び
期
間
に
合
致
し
た
査
証
を
あ
ら
か
じ
め
取
得
し
て
来

日
し
て
く
だ
さ
い
。
受
入
研
究
者
及
び
受
入
研
究
機
関
は
、

A
P
P
EN
D
I
X
 A
を
参
照
の
上
、
在
留
資
格
認
定
証
明

書
の
申
請
、
査
証
の
取
得
手
続
等
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
学学
振振
はは
研研
究究
員員
及及
びび
そそ
のの
家家
族族
のの
査査
証証
のの
取取
得得
手手
続続
きき
等等
にに
一一
切切
関関
与与
しし
まま
せせ
んん
。。

  

  
  

  在
留
手
続
の
流
れ
は
下
図
の
と
お
り
で
す
。
 

   

  
  

日
本
 

海
外
 

 
 

A
.
 
在
留
資
格
認
定
証
明
書
の
申
請
 

B
.
 
在
留
資
格
認
定
証
明
書
の
交
付
 

C
.
 
在
留
資
格
認
定
証
明
書
を
研
究
員
に
送
付
 

D
.
 
査
証
（
ビ
ザ
）の
申
請
 

E
.
 
査
証
の
発
給
 

出
入
国
在
留

 
管
理
庁

 
管
理
庁

 

受
入
研
究
者

 
(
受
入
研
究
機
関

) 
研
究
員

 
大
使
館
／

 
領
事
館
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, c
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SP
S 
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C
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g 
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g 
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s m
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 p
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 d
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, d
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av
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ou
 sh

ou
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an
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st
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ou
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id
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pl
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m
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R

es
id

en
t S

ta
tu

s 
A

ll 
Fe

llo
w

s m
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t p
os

se
ss
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 v
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id
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t i
ss

ue
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r c

ou
nt

ry
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f n
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y 
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d 
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 v
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w
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n 
re

qu
ire
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 T
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 v
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a 
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t t
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 F
el

lo
w

 h
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 p
er

m
is

si
on
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 e

nt
er
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nd
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 Ja

pa
n.

 F
el
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w
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w
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re
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a 
m
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m
ba
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y 
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la
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n 
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r J

ap
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Fe

llo
w

s w
ill

 re
ce

iv
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“l
an

di
ng

 p
er

m
is

si
on

” 
at

 th
e 

im
m

ig
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tio
n 

w
in

do
w

 o
f t

he
ir 
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n 

w
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n 
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ow
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ei
r p

ro
pe

r v
is

a.
 

If
 F

el
lo

w
s s

ub
m

it 
a 

C
er

tif
ic

at
e 

of
 E

lig
ib

ili
ty
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su

ed
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Im

m
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ra
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n 
Se
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nc

y 
of

 Ja
pa

n 
w

he
n 

ap
pl

yi
ng

 fo
r t

he
ir 

vi
sa

, t
he

 J
ap

an
es

e 
Em

ba
ss

y 
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 C
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 p
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w
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w
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 r
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m

en
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ro
fe

ss
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R
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r”
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is
a 
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ch
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, p
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 c
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 re
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S 
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 p
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 to
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w
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r 
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ra
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Ⅱ
 
採
用
後
の
手
続
 

 
J1

7 

＜＜
採採
用用
期期
間間
開開
始始
日日
のの

44
00
日日
前前
まま
でで
にに
＞＞
  

  

((
66
))
 
研研
究究
員員
にに
よよ
るる
航航
空空
券券
のの
申申
込込
みみ
  

研
究
員
は
、
原
則
と
し
て
来来
日日
予予
定定
のの

44
00
日日
前前
まま
でで
に
、
本
手
引
の
Ⅳ
-
4「
渡
航
費
」
及
び
指
定
旅
行
代
理

店
発
行
の
「
国
際
航
空
券
手
配
に
関
す
る
説
明
」
を
参
照
の
上
、
指
定
さ
れ
た
旅
行
代
理
店
に
航
空
券
の
申
込

み
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
手
続
を
行
わ
な
い
場
合
は
、
航
空
券
の
発
券
が
行
わ
れ
ま
せ
ん
。
 

ま
た
、
学学
振振
がが
定定
めめ
るる
方方
法法
以以
外外
でで
航航
空空
券券
をを
入入
手手
しし
たた
場場
合合
、、
学学
振振
はは
、、
そそ
のの
費費
用用
をを
負負
担担
しし
まま
せせ
んん
。。
  

 ＜＜
採採
用用
期期
間間
開開
始始
日日
のの

11
ヶヶ
月月
前前
まま
でで
にに
＞＞
  

 

( (
77
))
 
「「
採採
用用
期期
間間
開開
始始
等等
予予
定定
届届
（（
様様
式式

11
））
」」
及及
びび
「「
銀銀
行行
口口
座座
届届
（（
様様
式式

22
））
」」
のの
提提
出出
  
  

研
究
員
及
び
受
入
研
究
者
は
、
研
究
員
に
支
給
さ
れ
る
初
回
分
の
滞
在
費
及
び
渡
日
一
時
金
（
渡
日
一
時
金

は
該
当
者
の
み
、
以
下
ま
と
め
て
「
初
回
金
」
と
い
う
。
）
の
受
領
方
法
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。
 

様
式

1
は
採
用
開
始
予
定
日
の

1
ヶ
月
前
ま
で
に
受
入
研
究
機
関
を
通
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

様
式

2
は
研
究
員
が
国
内
の
口
座
を
開
設
し
て
い
る
か
ど
う
か
で
提
出
書
類
等
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
以
下

①
②
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

 

な
お
、
こ
れ
ら
の
書
類
の
提
出
が
遅
れ
る
と
初
回
金
の
支
払
い
が

1
カ
月
以
上
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

 

①①
 
研研
究究
員員
がが
国国
内内
のの
口口
座座
をを
開開
設設
しし
てて
いい
るる
場場
合合
  

採
用
期
間
開
始
予
定
日
の

1
か
月
前
ま
で
に
、
受
入
研
究
機
関
を
通
じ
て
様
式

1
と
併
せ
て
様
式

2
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
様
式

1
に
お
い
て
研
究
員
の
口
座
に
支
給
経
費
を
振
り
込
む
よ
う
指
定
し
て

く
だ
さ
い
。
研
究
員
名
義
の
様
式

2
の
提
出
方
法
は
本
手
引
の
「
Ⅱ
-
3-
(
2
)「
銀
行
口
座
届
（
様
式

2
）
」
の

提
出
」
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。
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e 

ap
pl

ic
ab

le
 F

el
lo

w
s.

) 
 

Fo
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t b
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 m
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 p
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w
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 b
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 c
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Ⅱ
 
採
用
後
の
手
続
 

 
J1

8 

②②
 
研研
究究
員員
がが
国国
内内
のの
口口
座座
をを
開開
設設
しし
てて
いい
なな
いい
場場
合合
  

来
日
後
に
口
座
を
開
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
初
回
金
の
振
込
に
つ
い
て
、
以
下

(ⅰ
)
又
は
(ⅱ

)か
ら
選

択
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 

((
ii
))
 初初

回回
金金
のの
振振
込込
先先
をを
受受
入入
研研
究究
者者
のの
口口
座座
にに
すす
るる
場場
合合

  
☆☆
推推
奨奨
☆☆
  

研
究
員
及
び
受
入
研
究
者
は
、

初
回
金
を
受
入
研
究
者
の
口
座
に
振
り
込
む
よ
う
指
定
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
に
は
、

様
式

1
に
お
い
て
そ
の
旨
を
指
定
し
た
上
で
、
受
入
研
究
者
名
義
の
様

式
2
と
併
せ
て
採
用
期
間
開
始
予
定
日
の

1
か
月
前
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

受
入
研
究
者
は
研
究
員
の
来
日
後
、

初
回
金

を
研
究
員
に
渡
し
て
く
だ
さ
い
。

受
け
渡
し
の
際
、
学

振
か
ら
別
途
送
付
す
る
「
R
EC
E
I
P
T
」
の
内
容
と
金
額
を
互
い
に
確
認
し
、
初
回
金
振
込
後

1
か
月
以
内

に
学
振
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
初 初

回回
金金
のの
「「

RR
EE
CC
EE
II
PP
TT
」」
のの
提提
出出
がが
無無
いい
場場
合合
はは
、、
22
回回
目目
以以
降降
のの
滞滞

在在
費費
支支
給給
手手
続続
きき
はは
行行
いい
まま
せせ
んん
。。

  

外
特
（
欧
米
短
期
）
、
外
特
（
A
S
E
AN
/
ア
フ
リ
カ

短
期
）
に
限
り
、
希
望
が
あ
れ
ば

2
回
目
以
降
の

滞
在
費
支
給
を
受
入
研
究
者
の
口
座
に
振
り
込
む
こ
と
も
可
能
で
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
 

そ
ち
ら
を
希
望
し
た
場
合
は
、
振
込
通
知
に
添
付
の
「

R
E
CE
I
P
T」

を
、
滞
在
費
振
込
後

1
週
間
以
内

に
学
振
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 

((
ii
ii
))
 初初

回回
金金
のの
振振
込込
先先
をを
研研
究究
員員
本本
人人
のの
口口
座座
にに
すす
るる
場場
合合
  

様
式

1
に
お
い
て
初
回
金
を
研
究
員
本
人
の
口
座
に
振
り
込
む
よ
う
に
指
定
し
た
上
で
、
採
用
期
間

開
始
予
定
日
の

1
か
月
前
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
研
究
員
は
来
日
後
速
や
か
に
口
座
を
開
設
し
、

研
究
員
名
義
の

様
式

2
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
研
究
員
名
義
の
様
式

2
の
提
出
方
法
は
本
手
引
の
「
Ⅱ

-
3
-
(
2
)「

銀
行
口
座
届
（
様
式

2
）
」
の
提
出
」

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 

研
究
員
が
来
日
後
に
本
人
名
義
の
口
座
を
開
設
す
る
ま
で
に
は
、
少
な
く
と
も
来
日
後

2～
3
週
間
程

度
か
か
り
ま
す
。
そ
の
後
、
指
定
さ
れ
た
口
座
へ
の
支
給
経
費
の
振
り
込
み
に
は
学
振
が

様
式

2
を
受

け
取
っ
て
か
ら
約

3
週
間
程
度
か
か
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
研
究
員
が
来
日
直
後
の
滞
在
に
必
要
な
現

金
を
持
参
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
ああ
らら
かか
じじ
めめ
受受
入入
研研
究究
者者
のの
口口
座座
かか
らら

初初
回回
金金
をを
受受
けけ
取取
るる
方方
法法

((
ⅰⅰ
))
をを

推推
奨奨
しし
まま
すす
。。

受
入
研
究
者
及
び
研
究
員
本
人
以
外
の
口
座
か
ら
初
回
金
を
受
け
取
る
こ
と
を

希
望
す
る
場
合
は
受
入
研
究
機
関
の
事
務
担
当
者
を
通
じ
て

学
振
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

  

  

※
学
振
が
研
究
員
に
支
給
す
る
諸
経
費
は
給
与
や
報
酬
に
あ
た
ら
な
い
た
め
、
研
究
員
が
日
本
で
ク
レ
 
 

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
取
得
す
る
の
は
非
常
に
困
難
で
す
。
来
日
前
に
あ
ら
か
じ
め
取
得

す
る
こ
と
を
推

奨
し
ま
す
。
 

 

((
88
))
 

研研
究究
費費
  

①①
 外外

特特
（（
一一
般般
））
  

受
入
研
究
者
は
、

科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
学
術
研
究
助
成
基
金
助
成
金
）
（
特
別
研
究
員
奨
励
費
）
に

応
募
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
研
究
員
及
び
受
入
研
究
者
は
、

申
請
に
あ
た
っ
て
は
、
採
用
と
な
っ
た
外
特

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
申
請
し
た
際
の
研
究
計
画
に
基
づ
き
、
必
要
と
な
る
研
究
費
に
つ
い
て
十
分
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
 

研
究
費
の
概
要
及
び
必
要
な
手
続
き

に
つ
い
て
は
、
本
手
引
の

Ⅴ
「
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
学
術
研
究

助
成
基
金
助
成
金
）
（
特
別
研
究
員
奨
励
費
）
」
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。
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② ②
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se

 b
an

k 
ac

co
un

t 
If

 F
el

lo
w

s d
o 

no
t h

av
e 

a 
Ja

pa
ne

se
 b

an
k 

ac
co

un
t, 

th
ey

 w
ill

 n
ee

d 
to

 o
pe

n 
on

e 
up

on
 th

ei
r a

rr
iv

al
 in

 
Ja

pa
n.

 F
or

 re
ce

iv
in

g 
th

e 
in

iti
al

 a
llo

w
an

ce
, p

le
as

e 
ch

oo
se

 (ⅰ
) o

r (
ⅱ)

. 
 

(i)
 

H
av

in
g 

th
e 

in
iti

al
 a

llo
w

an
ce

 p
ay

m
en

t r
em

itt
ed

 in
to

 th
e 

H
os

t’s
 a

cc
ou

nt
 

☆ ☆
R

ec
om

m
en

de
d☆☆

 
Fe

llo
w

s m
ay

 a
sk

 to
 h

av
e 

th
ei

r i
ni

tia
l a

llo
w

an
ce

 d
ep

os
ite

d 
in

to
 th

ei
r H

os
t’s

 b
an

k 
ac

co
un

t 
pr

io
r t

o 
th

ei
r a

rr
iv

al
 in

 Ja
pa

n.
 In

 th
is

 c
as

e,
 in

di
ca

te
 so

 o
n 

Fo
rm

 1
an

d 
su

bm
it 

it 
al

on
g 

w
ith

 
Fo

rm
 2

in
 th

e 
H

os
t’s

 n
am

e 
so

 th
at

 it
 re

ac
he

s J
SP

S 
at

 le
as

t o
ne

 m
on

th
 p

rio
r t

o 
th

e 
fe

llo
w

sh
ip

 
st

ar
tin

g 
da

te
. 

 
Fe

llo
w

s w
ill

 re
ce

iv
e 

th
ei

r i
ni

tia
l a

llo
w

an
ce

 fr
om

 th
ei

r H
os

t a
lo

ng
 w

ith
 a

 R
EC

EI
PT

. A
fte

r 
ch

ec
ki

ng
 th

e 
am

ou
nt

 o
f m

on
ey

 d
ep

os
ite

d 
ag

ai
ns

t t
he

 a
m

ou
nt

 in
 th

e 
R

EC
EI

PT
, s

en
d 

th
e 

R
EC

EI
PT

 to
 JS

PS
 w

ith
 o

ne
 m

on
th

. 
T

he
 se

co
nd

 a
nd

 e
ns

ui
ng

 a
llo

w
an

ce
s w

ill
 b

e 
re

m
itt

ed
 to

 F
el

lo
w

’s
 b

an
k 

ac
co

un
t a

ft
er

 
JS

PS
 h

as
 r

ec
ei

ve
d 

th
e 

R
E

C
E

IP
T 

fo
r 

th
e 

in
iti

al
 r

em
itt

an
ce

. 
Fo

r S
ho

rt-
te

rm
 F

el
lo

w
s(

PE
) a

nd
 (P

A
) o

nl
y,

 th
e 

se
co

nd
 a

nd
 su

bs
eq

ue
nt

 in
st

al
lm

en
ts

 o
f 

al
lo

w
an

ce
 m

ay
 b

e 
pa

id
 in

to
 th

e 
H

os
t's

 b
an

k 
ac

co
un

t. 
If

 y
ou

 w
an

t t
o 

do
 so

, p
le

as
e 

co
ns

ul
t u

s. 
W

he
n 

re
ce

iv
in

g 
pa

ym
en

t i
n 

th
is

 c
as

e,
 y

ou
 w

ill
 n

ee
d 

to
 s

ub
m

it 
a 

no
tic

e 
of

 re
m

itt
an

ce
 a

lo
ng

 
an

 a
tta

ch
ed

 R
EC

EI
PT

 to
 JS

PS
. 

  
 

(ii
) 

H
av

in
g 

th
e 

in
iti

al
 a

llo
w

an
ce

 r
em

itt
ed

 in
to

 F
el

lo
w

’s
 o

w
n 

ba
nk

 a
cc

ou
nt

 in
 J

ap
an

 
If

 F
el

lo
w

s w
an

t t
o 

ha
ve

 th
ei

r i
ni

tia
l a

llo
w

an
ce

 re
m

itt
ed

 in
to

 th
ei

r o
w

n 
ba

nk
 a

cc
ou

nt
, 

in
di

ca
te

 so
 in

 F
or

m
 1

 a
nd

 su
bm

it 
it 

to
 JS

PS
 a

t l
ea

st
 o

ne
 m

on
th

 p
rio

r t
o 

th
e 

fe
llo

w
sh

ip
 

st
ar

tin
g 

da
te

. T
he

n,
 F

el
lo

w
s s

ho
ul

d 
op

en
 th

ei
r o

w
n 

ba
nk

 a
cc

ou
nt

 in
 Ja

pa
n 

rig
ht

 a
w

ay
 u

po
n 

ar
riv

al
 in

 Ja
pa

n 
an

d 
su

bm
it 

Fo
rm

 2
 in

 th
ei

r o
w

n 
na

m
e.

 A
s t

o 
ho

w
 to

 e
nt

er
 th

e 
Fe

llo
w

’s
 

na
m

e 
on

Fo
rm

 2
 , 

pl
ea

se
 re

fe
r t

o 
C

ha
pt

er
 II

 3
(2

), 
“S

ub
m

is
si

on
 o

f F
or

m
 2

 (N
ot

ic
e 

of
 B

an
k 

A
cc

ou
nt

)”
 in

 th
es

e 
G

ui
de

lin
es

. 
It 

w
ill

 ta
ke

 a
t l

ea
st

 2
-3

 w
ee

ks
 to

 o
pe

n 
th

e 
Fe

llo
w

’s
 o

w
n 

ba
nk

 a
cc

ou
nt

 a
fte

r a
rr

iv
in

g 
in

 
Ja

pa
n.

 It
 w

ill
 ta

ke
 a

bo
ut

 th
re

e 
m

or
e 

w
ee

ks
 a

fte
r J

SP
S 

re
ce

iv
es

 F
or

m
 2

to
 re

m
it 

th
e 

al
lo

w
an

ce
 in

to
 th

e 
ac

co
un

t. 
Th

er
ef

or
e,

 if
 F

el
lo

w
s a

re
 n

ot
 g

oi
ng

 to
 b

rin
g 

su
ff

ic
ie

nt
 fu

nd
s 

w
ith

 th
em

 to
 c

ov
er

 th
ei

r i
ni

tia
l e

xp
en

se
s, 

it 
is

 r
ec

om
m

en
de

d 
th

at
 th

ey
 h

av
e 

th
ei

r 
in

iti
al

 
al

lo
w

an
ce

 r
em

itt
ed

 in
to

 th
ei

r 
H

os
t’s

 b
an

k 
ac

co
un

t p
ri

or
 to

 th
ei

r 
ar

ri
va

l i
n 

Ja
pa

n 
(ⅰ)

. I
f 

yo
u 

w
is

h 
to

 h
av

e 
yo

ur
 a

llo
w

an
ce

s r
em

itt
ed

 in
to

 a
 b

an
k 

ac
co

un
t o

th
er

 th
an

 y
ou

r 
ow

n 
or

 
yo

ur
 h

os
t r

es
ea

rc
he

r’
s, 

pl
ea

se
 c

on
su

lt 
w

ith
 J

SP
S 

vi
a 

th
e 

ad
m

in
 o

ff
ic

e 
of

 y
ou

r 
ho

st
 

in
st

itu
tio

n.
  

 N
ot

e:
 A

s t
he

 a
llo

w
an

ce
s t

ha
t J

SP
S 

pr
ov

id
es

 a
re

 n
ot

 c
on

si
de

re
d 

to
 b

e 
sa

la
ry

 o
r r

em
un

er
at

io
n,

 it
 c

an
 b

e 
di

ffi
cu

lt 
fo

r J
SP

S 
Fe

llo
w

s t
o 

ob
ta

in
 a

 c
re

di
t c

ar
d 

in
 Ja

pa
n.

 F
el

lo
w

s w
ho

 m
ay

 n
ee

d 
a 

cr
ed

it 
ca

rd
 

du
rin

g 
th

ei
r t

en
ur

e 
ar

e 
re

co
m

m
en

de
d 

to
 b

rin
g 

an
 in

te
rn

at
io

na
lly

 re
co

gn
iz

ed
 o

ne
 w

ith
 th

em
 to

 
Ja

pa
n.

  
 (8

) 
R

es
ea

rc
h 

G
ra

nt
 

① ①
 

Fo
r 

St
an

da
rd

 F
el

lo
w

s o
nl

y 
H

os
ts

 m
ay

 a
pp

ly
 fo

r a
 G

ra
nt

-in
-A

id
 (K

A
K

EN
H

I)
. A

t t
he

 ti
m

e 
of

 a
pp

lic
at

io
n,

 F
el

lo
w

s a
nd

 H
os

ts
 

sh
ou

ld
 d

is
cu

ss
 in

 d
et

ai
l t

he
 re

se
ar

ch
 fu

nd
in

g 
re

qu
ire

d 
on

 th
e 

ba
si

s o
f t

he
 re

se
ar

ch
 p

la
n 

su
bm

itt
ed

 in
 

th
e 

ap
pl

ic
at

io
n 

fo
r t

he
 fe

llo
w

sh
ip

 p
ro

gr
am

 fo
r w

hi
ch

 th
ey

 h
av

e 
be

en
 se

le
ct

ed
. 

Fo
r t

he
 G

ra
nt

-in
-A

id
 p

ro
gr

am
’s

 o
ut

lin
e 

an
d 

pr
oc

ed
ur

es
, s

ee
 C

ha
pt

er
 “

V.
 K

A
K

EN
H

I (
G

R
A

N
T-

IN
-

A
ID

 F
O

R
 JS

PS
 R

ES
EA

R
CH

 F
EL

LO
W

S)
”.

  
 

 

J1
8

E1
8



 
Ⅱ
 
採
用
後
の
手
続
 

 
J1

9 

 

② ②
 外外

特特
（（
欧欧
米米
短短
期期

））
、、
外外
特特
（（
AA
SS
EE
AA
NN
//
アア
フフ
リリ
カカ
短短
期期
））
  

受
入
研
究
者
は
、
調
査
研
究
費
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
調
査
研
究
費
の
概
要
及
び
必
要
な
手
続

に
つ
い
て
は
、
本
手
引
の

VI
「
調
査
研
究
費
」
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 

( (
99
))
 

採採
用用
開開
始始
期期
限限
延延
長長

  
＊＊
外外
特特
（（
一一
般般
））
のの
みみ
  

採
用
さ
れ
た
研
究
員
が
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
、
採
用
通
知
等
で
定
め
ら
れ
た
採
用
開
始
期
限
内
に
開
始
す

る
こ
と
が
困
難
な
場
合
、
採
用
年
度
内
（
翌
年
の

3
月

31
日
ま
で
）
で
あ
れ
ば
採
用
開
始
期
限
を
延
長
す
る
こ
と
が
可

能
で
す
。
希
望
す
る
研
究
員
は
、
速
や
か
に
「
採
用
開
始
期
限
延
長
願
（
様
式

4
）
」
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、

受
入
研
究
者
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
受
入
研
究
者
は
、
｢採
用
開
始
期
限
延
長
願
（
様
式

4
）
｣を

確
認
し
、
受
入

研
究
機
関
の
事
務
担
当
部
署
を
通
じ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

採
用
開
始
期
限
の
延
長
は
採
用
年
度
内

ま
で
し
か
認
め
ら
れ

ま
せ
ん
。
採
用
年
度
を
過
ぎ
て
採
用
開
始
し
た

場
合
は
い
か
な
る
理
由
が
あ
ろ
う
と
も
外
国
人
特
別
研
究
員
と
し
て
の
採
用
は
認
め

ら
れ
ま
せ
ん
。
  

ま
た
、
こ
の
措
置
を
経
て

1
2
月
以
降
（
12

月
1
日
～
3
月

3
1
日
）
に
採
用
開
始
し
た
場
合
は
、
当
該
年
度

の
特
別
研
究
員
奨
励
費
へ
の
応
募
は
で
き

ま
せ
ん
。
次
年
度
分
の
特
別
研
究
員
奨
励
費
に
は
応
募
可
能
で
す
。

詳
し
く
は
、
Ⅴ
「
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
学
術
研
究
助
成
基
金
助
成
金
）
（
特
別
研
究
員
奨
励
費
）
」
を
お
読

み
く
だ
さ
い
。
 

  

((
11
00
))
 
採採

用用
期期
間間
前前
短短
縮縮
  

や
む
を
得
ず
採
用
期
間
開
始
前
に
採
用
期
間
を
短
縮

す
る
場
合
に
は
、
受
入
研
究
機
関
は

事
前
に
学
振
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 

( (
11
11
))
 
採採

用用
辞辞
退退
  

採
用
さ
れ
た
研
究
員
が
採
用
を
辞
退
す
る
場
合
、

研
究
員
、
受
入
研
究
者
及
び
受
入
研
究
機
関
の
三
者
の
合

意
の
う
え
、
速
や
か
に
｢
採
用
辞
退
届
（
様
式

5）
｣を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
  

な
お
、
海
外
推
薦
機
関
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
研
究
員
が
辞
退
す
る
場
合
は
、

研
究
員
は
当
該
推
薦
機
関
に
も

速
や
か
に
辞
退
す
る
旨
の
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。
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. P
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② ②
 

Fo
r 

Sh
or

t-
te

rm
 F

el
lo

w
s(

PE
) a

nd
 (P

A
) o

nl
y 

H
os

ts
 a

re
 e

lig
ib

le
 to

 a
pp

ly
 fo

r a
 re

se
ar

ch
 su

pp
or

t a
llo

w
an

ce
. F

or
 th

e 
pr

og
ra

m
’s

 o
ut

lin
e 

an
d 

pr
oc

ed
ur

es
, s

ee
 C

ha
pt

er
 “

V
I. 

R
ES

EA
RC

H
 S

U
PP

O
RT

 A
LL

O
W

A
N

C
E”

. 
 

(9
) 

E
xt

en
si

on
 o

f P
er

io
ds

 fo
r 

th
e 

D
at

e 
of

 F
el

lo
w

sh
ip

 C
om

m
en

ce
m

en
t(

*S
ta

nd
ar

d 
Fe

llo
w

s O
nl

y)
 

(*
St

an
da

rd
 F

el
lo

w
s O

nl
y)

 
If

 it
 sh

ou
ld

 b
e 

di
ffi

cu
lt 

fo
r F

el
lo

w
s t

o 
st

ar
t i

n 
Ja

pa
n 

w
ith

in
 th

e 
fe

llo
w

sh
ip

 p
er

io
d 

sp
ec

ifi
ed

 in
 th

ei
r 

Aw
ar

d 
Le

tte
r a

nd
 o

th
er

 d
oc

um
en

ts
 fo

r u
na

vo
id

ab
le

 re
as

on
s,

 th
ey

 m
ay

 p
os

tp
on

e 
th

ei
r a

rr
iv

al
 w

ith
in

 th
e 

fis
ca

l y
ea

r (
up

 to
 3

1 
M

ar
ch

 o
f t

he
 fo

llo
w

in
g 

ye
ar

) o
f t

he
ir 

sp
ec

ifi
ed

 fe
llo

w
sh

ip
 p

er
io

d.
 F

el
lo

w
s 

w
is

hi
ng

 to
 d

o 
th

is
 sh

ou
ld

 p
ro

m
pt

ly
 su

bm
it 

Fo
rm

 4
 (A

pp
lic

at
io

n 
fo

r t
he

 E
xt

en
si

on
 o

f P
er

io
ds

 fo
r t

he
 

D
at

e 
of

 F
el

lo
w

sh
ip

 C
om

m
en

ce
m

en
t) 

to
 th

ei
r H

os
t, 

w
ho

 a
fte

r c
on

fir
m

in
g 

th
e 

po
st

po
ne

m
en

t i
s a

sk
ed

 
to

 su
bm

it 
th

e 
fo

rm
 to

 JS
PS

 v
ia

 th
e 

In
st

itu
tio

n.
 

Th
e 

ex
te

ns
io

n 
of

 p
er

io
d 

fo
r t

he
 d

at
e 

of
 fe

llo
w

sh
ip

 c
om

m
en

ce
m

en
t m

ay
 b

e 
gr

an
te

d 
w

ith
in

 th
e 

sa
m

e 
fis

ca
l y

ea
r (

up
 to

 3
1 

M
ar

ch
 o

f n
ex

t y
ea

r)
. I

f a
 F

el
lo

w
 a

rr
iv

es
 a

fte
r t

he
 e

nd
 o

f t
he

 fi
sc

al
 y

ea
r, 

th
ey

 sh
al

l 
no

t b
e 

el
ig

ib
le

 fo
r t

he
 fe

llo
w

sh
ip

 fo
r a

ny
 re

as
on

. 
If

 a
 F

el
lo

w
 a

rr
iv

es
 a

fte
r N

ov
em

be
r 3

0(
1 

D
ec

em
be

r -
 3

1 
M

ar
ch

), 
ha

vi
ng

 c
om

pl
et

ed
 th

e 
po

st
po

ne
m

en
t 

pr
oc

ed
ur

e,
 th

ei
r H

os
t w

ill
 n

ot
 b

e 
el

ig
ib

le
 to

 a
pp

ly
 fo

r a
 G

ra
nt

-in
 A

id
 fo

r J
SP

S 
R

es
ea

rc
h 

Fe
llo

w
s f

or
 

th
e 

cu
rr

en
t f

is
ca

l y
ea

r. 
 

Th
e 

H
os

t m
ay

, h
ow

ev
er

, a
pp

ly
 fo

r t
he

 G
ra

nt
 st

ar
tin

g 
fr

om
 th

e 
ne

xt
 fi

sc
al

 y
ea

r. 
Fo

r d
et

ai
ls

, p
le

as
e 

se
e 

C
ha

pt
er

 “
V.

 K
A

K
EN

H
I (

G
R

A
N

T-
IN

-A
ID

 F
O

R
 JS

PS
 R

ES
EA

R
CH

 F
EL

LO
W

S)
”.

 
 (1

0)
 P

ri
or

 N
ot

ic
e 

of
 S

ho
rt

en
in

g 
th

e 
Fe

llo
w

sh
ip

 T
en

ur
e 

If
 F

el
lo

w
s m

us
t s

ho
rte

n 
th

ei
r f

el
lo

w
sh

ip
 te

nu
re

s b
ef

or
e 

th
ei

r f
el

lo
w

sh
ip

s s
ta

rt 
fo

r u
na

vo
id

ab
le

 
re

as
on

s, 
H

os
t i

ns
tit

ut
io

n 
sh

ou
ld

 n
ot

ify
 JS

PS
 in

 a
dv

an
ce

. 
 (1

1)
 R

ef
us

al
 o

f t
he

 F
el

lo
w

sh
ip

 
If

 F
el

lo
w

s m
us

t r
ef

us
e 

to
 a

cc
ep

t t
he

ir 
fe

llo
w

sh
ip

s, 
In

st
itu

tio
ns

 s
ho

ul
d 

im
m

ed
ia

te
ly

 su
bm

it 
Fo

rm
 

5(
N

ot
ic

e 
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採
用
後
の
手
続
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33
..
 来来
日日
後後
にに
必必
要要
なな
手手
続続

  
  

（（
11
））

 「「
採採
用用
期期
間間
開開
始始
届届
（（
様様
式式

66
））
」」
のの
提提
出出
  

研
究
員
及
び
受
入
研
究
者
は
、
採
用
期
間
開
始
後
速
や
か
に
受
入
研
究
機
関
の
事
務
担
当
部
署
を
通
じ
て
「
採

用
期
間
開
始
届
（
様
式

6）
」
及
び
パ
ス
ポ
ー
ト
の
写
し
（
氏
名
等
記
載
欄
及
び
ビ
ザ
、
在
留
資
格
及
び
入
国
の

日
付
が
わ
か
る
上
陸
許
可
が
記
載
さ
れ
た
鮮
明
な
も
の
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
採
用
期
間
開
始
日

以
前
か
ら
日
本
に
滞
在
し
て
い
る
研
究
員
に
つ
い
て
は
、
「
採
用
期
間
開
始
届
（
様
式

6）
」
の
他
に
パ
ス
ポ
ー

ト
の
写
し
（
氏
名
等
記
載
欄
）
及
び
在
留
カ
ー
ド
の
写
し
も
併
せ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

様 様
式式

66
及及
びび
必必
要要
書書
類類
はは
必必
ずず
採採
用用
開開
始始
後後

11
週週
間間
以以
内内
にに
提提
出出
しし
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。
ここ
れれ
らら
のの
書書
類類
のの
提提
出出

がが
無無
いい
場場
合合
はは
、、
22
回回
目目
以以
降降
のの
滞滞
在在
費費
のの
支支
給給
手手
続続
きき
はは
行行
いい
まま
せせ
んん
。。
ま
た
海
外
旅
行
保
険
を
付
す
こ
と

も
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 

（ （
22
））

 「「
銀銀
行行
口口
座座
届届
（（
様様
式式

22
））
」」
のの
提提
出出
  

学
振
は
、
2
回
目
以
降
（
初
回
金
の
振
込
先
を
研
究
員
の
口
座
に
す
る
場
合
は
初
回
金
以
降
）
の
支
給
経
費
を

研
究
員
名
義
の
銀
行
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。
国
内
に
口
座
を
開
設
し
て
い
な
い
研
究
員
は
、
速
や
か
に
口
座

開
設
の
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
（
口
座
を
開
設
す
る
際
に
は
、
在
留
カ
ー
ド
の
提
示
が
必
要
で
す
）
。
 

様
式

2
に
は
研
究
員
本
人
名
義
の
口
座
を
記
入
し
、
預預
金金
通通
帳帳
のの
表表
紙紙
裏裏
にに
ああ
るる
口口
座座
名名
義義
がが
明明
記記
ささ
れれ
てて

いい
るる
ペペ
ーー
ジジ
のの
写写
しし
又
は
イイ
ンン
タタ
ーー
ネネ
ッッ
トト
ババ
ンン
キキ
ンン
ググ
内内
のの
、、
支支
店店
番番
号号
、、
口口
座座
番番
号号
、、
名名
義義
人人
名名
がが
確確
認認

でで
きき
るる
画画
面面
のの
ココ
ピピ
ーー
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
氏
名
の
誤
記
載
に
よ
っ
て
入
金
さ
れ
な
い
事
態
を
避
け
る
た

め
で
す
。
 

 

（（
33
））

 行行
政政
手手
続続
   

研
究
員
は
、
居
住
地
の
あ
る
市
区
町
村
の
担
当
課
で
必
ず
以
下
①
～
③
の
行
政
手
続
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
帰
国
時
に
も
手
続
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
各
市
区
町
村
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
 

そ
の
際
、
窓
口
に
お
け
る
手
続
は
、
ほ
と
ん
ど
日
本
語
で
行
わ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
研
究
員
が
日
本
語

で
窓
口
担
当
者
に
応
答
す
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
は
、
受
入
研
究
者
、
研
究
室
の
同
僚
、
又
は
受
入
研
究
機
関

の
事
務
職
員
と
い
っ
た
日
本
人
が
研
究
員
に
同
行
す
る
こ
と
を
推
奨
し
ま
す
。
 

 

①①
 在在
留留
カカ
ーー
ドド
  

在
留
管
理
制
度
は
、
日
本
に
中
長
期
間
に
わ
た
り
適
法
に
在
留
す
る
外
国
人
を
対
象
と
し
て
お
り
、
在在
留留

期期
間間
がが

33
かか
月月
をを
超超
ええ
るる
在在
留留
資資
格格
（（
「「
短短
期期
滞滞
在在
」」
をを
除除
くく
））
をを
有有
すす
るる
すす
べべ
てて
のの
研研
究究
員員
はは
、、
本本
制制
度度

のの
対対
象象
とと
なな
りり
まま
すす
。。
 

対
象
と
な
る
者
に
は
、
出
入
国
港
で
、
入
国
審
査
時
に
パ
ス
ポ
ー
ト
に
上
陸
許
可
の
証
印
が
な
さ
れ
る
と

同
時
に
、
在
留
カ
ー
ド
が
即
日
交
付
さ
れ
ま
す
。
在
留
カ
ー
ド
が
交
付
さ
れ
た
研
究
員
は
、
住
居
地
を
法
務

大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
住
居
地
を
定
め
た
日
か
ら

14
日
以
内
に
、
在
留
カ
ー
ド
を
持
参
の

上
、
速
や
か
に
住
居
地
の
市
区
町
村
の
窓
口
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
 

在
留
カ
ー
ド
は
、
研
究
員
の
滞
在
中
の
本
人
証
明
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
り
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
代
わ

り
に
常
に
携
帯
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
研
究
員
が
日
本
で
銀
行
口
座
を
開
設
す
る

際
に
は
、
本
カ
ー
ド
の
提
示
を
求
め
ら
れ
ま
す
。
在
留
カ
ー
ド
は
、
滞
在
期
間
終
了
時
に
出
国
空
港
の
入
国

審
査
官
に
返
却
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
  

制
度
の
詳
細
及
び
最
新
情
報
に
つ
い
て
は
、
下
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
 

法
務
省
出
入
国
在
留
管
理
庁
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
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Ⅱ
 
採
用
後
の
手
続
 

 
J2

1 

 

②②
 国国
民民
健健
康康
保保
険険
へへ
のの
加加
入入

  
在
留
期
間
が

3
か
月
を
超
え
る
在
留
資
格
を
有
す
る
す
べ
て
の
外
国
人
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
学
振
は
研
究
員
に
海
外
旅
行
保
険
を
付
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
と
は
別

に
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
の
制
度
で
は
、
疾
病
に
伴
う
診
療
に
要

す
る
費
用
の

7
割
を
国
民
健
康
保
険
が
負
担
し
、
残
り
の

3
割
を
被
保
険
者
が
自
己
負
担
し
ま
す
。
研
究
員

は
、
疾
病
の
種
類
に
も
よ
り
ま
す
が
、
自
ら
負
担
し
た

3
割
の
医
療
費
を
海
外
旅
行
保
険
で
補
て
ん
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
 

国国
民民
健健
康康
保保
険険
のの
加加
入入
手手
続続
はは
、、
在在
留留
カカ
ーー
ドド
にに
住住
居居
地地
をを
登登
録録
しし
たた
後後
、、
住住
居居
地地
のの
市市
区区
町町
村村
のの
担担
当当

窓窓
口口
でで
行行
っっ
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。
外
特
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
支
給
さ
れ
る
滞
在
費
は
給
与
（
所
得
）
で
は
な
い
た
め
、

保
険
料
減
額
等
の
申
請
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

制
度
の
詳
細
や
最
新
情
報
に
つ
い
て
は
、
住
居
地
の
市
区
町
村
の
担
当
窓
口
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。 

 

③③
  
国国
民民
年年
金金
へへ
のの
加加
入入
  

国
民
年
金
法
に
よ
り
、
日
本
に
住
所
が
あ
り
か
つ
在
留
期
間
が

3
か
月
を
超
え
る
在
留
資
格
を
有
す
る

20

歳
以
上

6
0
歳
未
満
の
外
国
人
は
、
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
国
民
年
金
に
加
入
す
る
と

年
金
手
帳
が
交
付
さ
れ
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
取
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

国国
民民
年年
金金
のの
加加
入入
手手
続続
はは
、、
在在
留留
カカ
ーー
ドド
にに
住住
居居
地地
をを
登登
録録
しし
たた
後後
、、
住住
居居
地地
のの
市市
区区
町町
村村
のの
担担
当当
窓窓
口口

でで
行行
っっ
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。
  

外
特
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
支
給
さ
れ
る
滞
在
費
は
、
給
与
（
所
得
）
で
は
な
い
た
め
、
「
所
得
が
な
い
」
こ
と

を
理
由
と
し
て
、
保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
制
度
に
申
請
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
短
期
間
で
の
加

入
に
よ
る
掛
け
捨
て
防
止
の
た
め
の
脱
退
一
時
金
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。
 

さ
ら
に
、
日
本
は
、
年
金
制
度
の
「
二
重
加
入
の
防
止
」
及
び
「
加
入
期
間
の
通
算
」
の
た
め
、
各
国
と
社

会
保
障
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。
制
度
利
用
に
は
、
自
国
の
年
金
制
度
を
管
轄
す
る
機
関
で
の
手
続
き
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
確
認
く
だ
さ
い
。
 

制
度
の
詳
細
及
び
最
新
情
報
に
つ
い
て
は
、
下
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
 

日
本
年
金
機
構

 
 
h
tt
ps

:/
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w
w
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ki
n
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/ 

 

（ （
44
））

 在在
留留
資資
格格
のの
更更
新新
及及
びび
必必
要要
書書
類類

  

①①
 
在在
留留
資資
格格
のの
更更
新新
  

採
用
期
間
中
に
在
留
期
間
が
終
了
す
る
場
合
は
、
在
留
期
間
の
更
新
の
許
可
を
受
け
て
、
在
留
期
限
を
延

長
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
通
常
、
在
留
期
間
の
更
新
の
申
請
は
、
在
留
期
間
が
満
了
す
る
日
の

3
か
月
前

か
ら
、
最
寄
り
の
法
務
省
出
入
国
在
留
管
理
庁
又
は
そ
の
出
張
所
に
お
い
て
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
研

究
員
は
十
分
な
余
裕
を
も
っ
て
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

 

ま
た
、
研
究
員
が
法
務
省
出
入
国
在
留
管
理
庁
へ
出
頭
す
る
際
は
、
受
入
研
究
者
、
研
究
室
の
同
僚
、
又

は
受
入
研
究
機
関
の
事
務
職
員
と
い
っ
た
日
本
人
が
研
究
員
に
同
行
す
る
こ
と
を
推
奨
し
ま
す
。
 

な
お
、
す
べ
て
の
申
請
手
続
は
、
研研
究究
員員
自自
身身
がが
責責
任任
をを
もも
っっ
てて
行行
っっ
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。
ま
た
、
研
究
員
は
、

あ
ら
か
じ
め
法
務
省
出
入
国
在
留
管
理
庁
に
問
い
合
わ
せ
、
申
請
の
た
め
の
準
備
を
し
て
く
だ
さ
い
。
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Ⅱ
 
採
用
後
の
手
続
 

 
J2

2 

②②
 
更更
新新
にに
際際
しし
てて
のの
必必
要要
書書
類類
  

在
留
期
限
の
更
新
に
際
し
て
の
書
類
に
つ
い
て
は
、
最
寄
り
の
出
入
国
管
理
庁
又
は
そ
の
出
張
所
に
問
い

合
わ
せ
て
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
概
ね
以
下
の
書
類
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
 

(
ア
) 
 
 
学
振
が
発
行
し
た
採
用
通
知
及
び
経
費
負
担
証
明
書
の
写
し
 

(
イ
) 
 
 
学
振
が
支
給
経
費
を
送
金
し
て
い
る
銀
行
口
座
の
預
金
通
帳
 

(
ウ
) 
 
 
研
究
員
の
採
用
期
間
、
受
入
研
究
機
関
及
び
研
究
課
題
を
明
記
し
た
受
入
研
究
者
の
作
成
に
よ
る
文
 

書
（

A
P
P
E
N
DI
X
 C
の
文
書
例
を
参
照
）
 

(
エ
) 
 
 
研
究
員
の
パ
ス
ポ
ー
ト
、
在
留
カ
ー
ド
、
本
手
引
の
冊
子
 

 な
お
、
採
用
通
知
及
び
経
費
負
担
証
明
書
に
つ
い
て
は
、
再 再
発発
行行
でで
きき
まま
せせ
んん
。。
後
々
も
使
用
す
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
提提
出出
すす
るる
際際
はは
必必
ずず
写写
しし
をを
使使
用用
しし
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。
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Ⅱ
 
採
用
後
の
手
続
 

 
J2

3 

44
..
 採採
用用
期期
間間
終終
了了
時時
にに
必必
要要
なな
手手
続続

  
  

（（
11
））

 研研
究究
員員
にに
よよ
るる
航航
空空
券券
のの
申申
込込
みみ

  

研
究
員
は
、
原
則
と
し
て
離離
日日
予予
定定
のの

44
00
日日
前前
まま
でで
にに
本
手
引
の
Ⅳ
-
4「
渡
航
費
」
及
び
「
国
際
航
空
券
手

配
に
関
す
る
説
明
」
を
参
照
の
上
、
指
定
さ
れ
た
旅
行
代
理
店
に
復
路
の
航
空
券
の
申
込
み
を
速
や
か
に
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
こ
の
手
続
を
行
わ
な
い
場
合
は
、
復
路
の
航
空
券
の
発
券
が
行
わ
れ
ま
せ
ん
。
 

採 採
用用
期期
間間
終終
了了
後後
のの
依依
頼頼
はは
、、
一一
切切
受受
理理
しし
まま
せせ
んん
。。
  

な
お
、
採
用
期
間
を
短
縮
す
る
場
合
（
Ⅲ
-
1
「
採
用
期
間
の
短
縮
」
）
、
採
用
期
間
終
了
後
も
研
究
成
果
の

取
り
ま
と
め
等
の
目
的
で
日
本
に
滞
在
す
る
場
合
（
Ⅱ
-
4
-(
4
)
「
本
邦
滞
在
」
）
は
事
前
に
学
振
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。
 

 

（ （
22
））

 「「
採採
用用
期期
間間
終終
了了
（（
期期
間間
のの
短短
縮縮
））
届届
（（
様様
式式

11
44
））
」」
のの
提提
出出
 

研
究
員
及
び
受
入
研
究
者
は
、
研
究
員
の
採
用
期
間
終
了
後

2
週
間
以
内
に
、
受
入
研
究
機
関
の
事
務
担
当

部
署
を
通
じ
て
「
採
用
期
間
終
了
（
期
間
の
短
縮
）
届
（
様
式

14
）
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

採
用
期
間
を
短
縮
す
る
場
合
は
、
決
ま
り
次
第
速
や
か
に
、
本
様
式
を
学
振
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
細

は
Ⅲ
-
1「
採
用
期
間
の
短
縮
」
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
採
用
期
間
の
短
縮
を
目
的
に
様
式

1
4
を
提
出
し
た
場
合
、
終
了
時
に
様
式

1
4
を
再
提
出
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

 

（（
33
））

 「「
研研
究究
報報
告告
書書
（（
様様
式式

11
55
））
」」
のの
提提
出出

  

研
究
員
及
び
受
入
研
究
者
は
協
力
し
て
「
研
究
報
告
書
（
様
式

15
）
」
を
作
成
し
、
採
用
期
間
終
了
後

3

か
月
以
内
に
、
受
入
研
究
機
関
の
事
務
担
当
部
署
を
通
じ
て
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
様
式

1
5
は
、
英
語

で
作
成
し
て
も
日
本
語
で
作
成
し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
なな
おお
、、
研研
究究
課課
題題
名名
はは
採採
用用
決決
定定
時時
のの
もも
のの
かか
らら
変変

更更
でで
きき
まま
せせ
んん
。。
 

ま
た
、
様
式

1
5
及
び
写
真
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
で
公
開
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
写
真
の
公
開
を
拒
否
さ

れ
る
場
合
、
写
真
の
添
付
は
行
わ
な
く
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
 

 作
成
に
あ
た
っ
て
の
留
意
事
項

 
➢

 
専
門
外
の
人
に
も
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
専
門
用
語
や
数
式
・
記
号
の
使
用
を
避
け
、
可
能
な
限
り

平
易
な
説
明
と
し
て
く
だ
さ
い
。

 
➢

 
英
語
ま
た
は
日
本
語
で
、
②
（
受
入
研
究
者
作
成
項
目
）
は

3
頁
以
内
、
③
（
外
国
人
特
別
研
究
員
作

成
項
目
）
は

10
頁
以
内
に
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。

 
➢

 
記
入
欄
は
適
宜
広
げ
て
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

 
  採
用
と
な
っ
た
外
特
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
け
る
研
究
活
動
を
通
じ
て
、
学
術
誌
等
へ
の
共
著
論
文
の
掲
載
、
新

聞
等
へ
の
研
究
成
果
・
研
究
活
動
の
記
載
、
共
同
し
て
行
っ
た
研
究
活
動
に
対
す
る
受
賞
等
、
特
筆
す
べ
き
成

果
が
あ
れ
ば
、
研
究
報
告
書
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
研
究
報
告
書
提
出
後
に
同
様
の
成
果
が
生
じ
た
場
合
も
、

学
振
に
報
告
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
成
果
物
も
併
せ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
（
論
文
別
刷
り
、
新
聞
・
雑

誌
記
事
の
写
し
等
）
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採
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後
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手
続
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（（
44
））

 採採
用用
期期
間間
終終
了了
後後
のの
本本
邦邦
滞滞
在在

  
 

研
究
員
は
、
採
用
期
間
終
了
日
に
離
日
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
以
下
の
条
件
①
～
④
を
満

た
す
場
合
は
、
採
用
期
間
終
了
後
の
本
邦
滞
在
を
行
っ
て
も
、
復
路
航
空
券
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
 

本
邦
滞
在
を
希
望
す
る
場
合
に
は
、
事
前
に
受
入
研
究
機
関
の
事
務
担
当
部
署
を
通
じ
て
「
採
用
期
間
終
了

後
の
本
邦
滞
在
願
（
様
式

1
3）
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
採採
用用
期期
間間
終終
了了
後後
のの
申申
請請
はは
、、
一一
切切
受受
理理
しし
まま
せせ

んん
。。
 

①
 
研
究
成
果
の
ま
と
め
等
の
目
的
で
一
時
的
な
（
2
ヶ
月
以
内
の
）
本
邦
滞
在
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。
 

②
 
本
邦
滞
在
期
間
に
収
入
が
な
い
こ
と
。
 

③
 
他
の
機
関
が
復
路
航
空
券
代
を
負
担
し
て
い
な
い
こ
と
。
 

④
 
本
邦
滞
在
期
間
に
係
る
一
切
の
責
任
及
び
経
費
（
復
路
航
空
券
を
除
く
）
に
つ
い
て
学
振
の
負
担
が
な

く
、
研
究
員
自
身
の
責
任
に
よ
る
滞
在
と
な
る
こ
と
を
承
知
し
て
い
る
こ
と
。
 

 採
用
期
間
終
了
後
の
本
邦
滞
在
は
、
研
究
員
及
び
受
入
研
究
者
の
責
任
に
お
い
て
滞
在
す
る
も
の
で
あ
り
、

学
振
は
そ
の
滞
在
に
係
る
一
切
の
責
任
及
び
復
路
航
空
賃
を
除
く
経
費
（
海
外
旅
行
保
険
含
む
）
を
負
担
し
ま

せ
ん
。
在
留
資
格
・
保
険
期
間
等
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
 

本
制
度
に
基
づ
か
ず
に
採
用
期
間
終
了
後
も
日
本
に
滞
在
す
る
研
究
員
に
対
し
学
振
は
、
採
用
期
間
終
了
後

の
滞
在
に
係
る
一
切
の
責
任
及
び
経
費
（
海
外
保
険
、
復
路
航
空
券
を
含
む
）
を
負
担
し
ま
せ
ん
。
 

  

（（
55
））

 「「
ププ
ロロ
ググ
ララ
ムム
評評
価価
質質
問問
票票
（（
アア
ンン
ケケ
ーー
トト
））
」」
のの
提提
出出

  
[[研研
究究
員員
、、
受受
入入
研研
究究
者者
のの
みみ
]]  

採
用
期
間
が
終
了
す
る
研
究
員
及
び
受
入
研
究
者
は
、
外
特
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
研
究
の
進
展
に
ど
れ
だ
け
寄
与

す
る
こ
と
が
出
来
た
か
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
良
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
改
善
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
ウ

ェ
ブ
上
で
の
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
評
価
質
問
票
（
ア
ン
ケ
ー
ト
）
」
に
回
答
し
て
く
だ
さ
い
。
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
ア

ド
レ
ス
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。
 

受
入
研
究
者
用
（
和
文
／
英
文
）

 
h

tt
ps

:/
/w

w
w

.js
ps

.g
o.

jp
/j

-f
el

lo
w

/f
ee

db
ac

k.
h

tm
l 

研
究
員
用
（
英
文
）
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（（
66
））

 採採
用用
証証
明明
書書
のの
依依
頼頼

  
[[
研研
究究
員員
のの
みみ
］］
  

原
則
と
し
て
、
学
振
は
採
用
証
明
書
を
発
行
し
ま
せ
ん
。
 

採
用
期
間
中
、
例
え
ば
、
在
留
資
格
の
更
新
手
続
の
際
に
、
学
振
が
研
究
員
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
、
又
は

研
究
員
が
必
要
と
す
る
経
費
を
学
振
が
負
担
し
て
い
る
こ
と
等
に
関
す
る
証
明
書
類
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
は
、

採 採
用用
通通
知知
又又
はは
経経
費費
負負
担担
証証
明明
書書
のの
写写
しし
をを
使使
用用
すす
るる
若若
しし
くく
はは
受受
入入
研研
究究
機機
関関
のの
事事
務務
担担
当当
部部
署署
にに
作作
成成

をを
依依
頼頼
しし
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。
依
頼
を
受
け
た
受
入
研
究
機
関
は
、
本
手
引
の

A
P
P
EN
D
I
X 
C
を
参
照
の
上
、
作
成
し

て
く
だ
さ
い
。
 

 採
用
期
間
終
了
後
、
か
つ
就
職
活
動
等
に
使
用
す
る
目
的
で
、
学
振
が
こ
れ
を
適
切
と
認
め
た
場
合
に
限
り

採
用
証
明
書
を
発
行
し
ま
す
。
採
用
証
明
書
の
発
行
を
希
望
す
る
場
合
は
、
「
証
明
書
交
付
願
（
様
式

1
7
）
」

に
必
要
な
事
項
を
記
入
の
う
え
、
採
用
証
明
書
を
必
要
と
す
る
日
の

22
週週
間間
前前
まま
でで
に
電
子
メ
ー
ル
に
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
電
子
媒
体
で
の
発
行
を
行
い
、
郵
送
に
よ
る
送
付
は
行
い
ま
せ
ん
。
研研
究究
報報
告告
書書
のの
未未
提提
出出

やや
、、
戻戻
入入

れ
い
に
ゅ
う

のの
手手
続続
きき
がが
未未
完完
了了
のの
場場
合合
はは
発発
行行
でで
きき
まま
せせ
んん
。。
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Ⅲ
 
採
用
期
間
中
の
各
種
変
更
等
の
手
続
 

J2
5 

 

ⅢⅢ
  
採採
用用
期期
間間
中中
のの
各各
種種
変変
更更
等等
のの
手手
続続

  

  

以
下
に
示
す
採
用
期
間
、
受
入
研
究
者
、
又
は
受
入
研
究
機
関
の
変
更
を
行
っ
た
場
合
は
、
研
究
費
に
つ
い
て

も
、
別
途
、
所
定
の
手
続
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
受
入
研
究
機
関
の
事
務
担
当
部
署
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
  

  

11
..
 採採
用用
期期
間間
のの
短短
縮縮

  

  

研
究
員
が
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
採
用
期
間
の
短
縮
を
希
望
す
る
場
合
は
、
必
ず
受
入
研
究
者
、
受
入
研

究
機
関
の
事
務
担
当
部
署
及
び
学
振
に
連
絡
し
、
で で
きき
るる
限限
りり
速速
やや
かか
にに
（（
原原
則則
とと
しし
てて

11
かか
月月
前前
まま
でで
、、
遅遅
くく

とと
もも
希希
望望
すす
るる
終終
了了
日日
のの

22
週週
間間
前前
まま
でで
にに
））
「
採
用
期
間
終
了
（
期
間
の
短
縮
）
届
（
様
式

1
4）
」
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
採
用
期
間
の
短
縮
に
あ
た
り
、
新
た
に
就
職
す
る
場
合
又
は
他
の
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
等
を
受
け
る
場
合

は
、
「
就
職
先
等
が
発
行
し
た
採
用
開
始
日
等
の
わ
か
る
文
書
」
及
び
「
復
路
航
空
券
に
相
当
す
る
費
用
の
支
給

の
有
無
を
確
認
す
る
た
め
の
文
書
」
を
あ
わ
せ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

採
用
期
間
の
短
縮
に
伴
い
、
滞
在
費
及
び
そ
の
他
の
支
給
経
費
の
超
過
支
給
が
発
生
し
て
い
る
場
合
に
は
、
速速

やや
かか
にに
かか
つつ
離離
日日
のの

11
週週
間間
前前
まま
でで
にに
学
振
に
戻
入
し
て
く
だ
さ
い
（
注
意
事
項
は
、
Ⅳ
-
6
「
支
給
済
経
費
の
学

振
へ
の
戻
入
」
を
参
照
）
。
戻戻
入入
がが
生生
じじ
てて
いい
るる
場場
合合
、、
戻戻
入入
がが
完完
了了
すす
るる
まま
でで
復復
路路
のの
航航
空空
券券
をを
発発
券券
すす
るる
ここ

とと
はは
でで
きき
まま
せせ
んん
。。
  

なな
おお
、、
一一
時時
出出
国国
のの
状状
態態
のの
まま
まま
採採
用用
期期
間間
をを
短短
縮縮
又又
はは
終終
了了
すす
るる
ここ
とと
はは
でで
きき
まま
せせ
んん
。。

  

短
縮
の
申
請
は

11
回回
限限
りり
と
し
、
一
度
短
縮
が
認
め
ら
れ
た
場
合
の
延
長
は
認
め
ま
せ
ん
。
研
究
上
の
理
由
等

で
採
用
期
間
終
了
後
の
日
本
滞
在
を
希
望
す
る
場
合
は
「
採
用
期
間
終
了
後
の
本
邦
滞
在
」
の
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
 

「
採
用
期
間
終
了
（
期
間
の
短
縮
）
届
（
様
式

14
）
」
提
出
後
に
報
酬
受
給
を
伴
う
活
動
を
行
う
場
合
は
、
受

入
機
関
を
通
じ
て
学
振
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

 

22
..
 採採
用用
期期
間間
のの
延延
長長

  
[[
外外
特特
（（
一一
般般
））
のの
みみ

]]  

  

当
初
の
採
用
期
間
が

24
か
月
未
満
で
、
研
究
の
遂
行
上
特
に
必
要
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
所
定
の
審
査
を

経
た
上
で
、
採
用
期
間
の
上
限
で
あ
る

24
か
月
を
超
え
な
い
範
囲
か
つ

1
か
月
単
位
で
、
延
長
を
認
め
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
 

研
究
員
が
採
用
期
間
の
延
長
を
希
望
す
る
場
合
は
、
当
初
の
採
用
期
間
終
了
日
の

3 3
かか
月月
前前
まま
でで
にに
「
採
用
期

間
延
長
申
請
書
（
様
式

12
）
」
及
び
そ
の
他
の
必
要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
が
遅
れ
た
場
合
は
、
延

長
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
  

延
長
す
る
期
間
は
、
研
究
上
の
必
要
最
小
限
の
期
間
と
し
て
く
だ
さ
い
。
延
長
を
認
め
る
場
合
に
も
、
予
算
の

都
合
等
に
よ
り
希
望
期
間
の
短
縮
を
要
求
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
延
長
の
申
請
は

11
回回
限限
りり
と
し
ま
す
。
 

ま
た
、
海
外
推
薦
機
関
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
研
究
員
が
延
長
す
る
場
合
は
、
当
該
推
薦
機
関
に
対
し
て
も
事
前

に
延
長
の
了
承
を
得
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
 

な
お
、
外
特
（
欧
米
短
期
）
、
外
特
（
A
SE
A
N
/ア
フ
リ
カ
短
期
）
に
お
い
て
は
、
当
初
決
定
さ
れ
た
採
用
期
間
の

延
長
を
行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
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..
 一一
時時
出出
国国

  

  

学学
振振
はは
、、
研研
究究
員員
にに
対対
しし
そそ
のの
研研
究究
活活
動動
にに
必必
要要
なな
経経
費費
をを
滞滞
在在
費費
とと
しし
てて
支支
給給
しし
てて
いい
るる
ここ
とと
かか
らら
、、
原原
則則

とと
しし
てて
、、
採採
用用
期期
間間
中中
にに
継継
続続
しし
てて
日日
本本
にに
滞滞
在在
すす
るる
ここ
とと
をを
義義
務務
付付
けけ
てて
いい
まま
すす
。。
  

た
だ
し
、
以
下
（
1）
～
（

5）
を
条
件
と
し
て
、
一
時
出
国
を
認
め
ま
す
。
そ
の
場
合
で
も
、
上
限
一
時
出
国
日

数
そ
の
他
条
件
の
変
更
に
関
す
る
交
渉
に
は
一
切
応
じ
ま
せ
ん
。
 

一
時
出
国
す
る
場
合
は
、
事事
前前
にに
学学
振振
へへ
「「
一一
時時
出出
国国
届届
・・
報報
告告
書書
（（
様様
式式

77
））
」」
をを
提提
出出
すす
るる
必必
要要
が
あ
り
ま

す
。
一一
時時
出出
国国
届届
のの
未未
届届
出出
やや
虚虚
偽偽
のの
申申
告告
にに
つつ
いい
てて
はは
、、
フフ
ェェ
ロロ
ーー
シシ
ッッ
ププ
のの
取取
消消
、、
支支
給給
経経
費費
のの
停停
止止
等等
のの

厳厳
格格
なな
措措
置置
をを
取取
りり
まま
すす
。。
  

なな
おお
、、
一一
時時
出出
国国
のの
状状
態態
のの
まま
まま
採採
用用
期期
間間
をを
短短
縮縮
又又
はは
終終
了了
すす
るる
ここ
とと
はは
でで
きき
まま
せせ
んん
。。

 

  

（（
11
））

 一一
時時
出出
国国
のの
理理
由由
  

研
究
員
の
一
時
出
国
は
以
下
の
①
、
②
を
理
由
と
す
る
場
合
の
み
、
認
め
ら
れ
ま
す
。
 

①
 
研 研
究究
目目
的的
のの
一一
時時
出出
国国
：
研
究
上
の
必
要
な
調
査
、
学
会
で
の
研
究
成
果
の
発
表
、
そ
の
他
研
究
計
画
を

遂
行
す
る
上
で
必
要
で
あ
り
、
そ
の
必
要
性
が
当
初
の
研
究
計
画
か
ら
読
み
取
れ
る
場
合

 
②

 
私私
用用
目目
的的
のの
一一
時時
出出
国国
：
上
記
①
に
は
該
当
し
な
い
が
、
一
時
出
国
の
必
要
性
が
認
め
ら
れ
る
場
合
 

 学
振
は
、
出
国
理
由
又
は
出
国
期
間
に
よ
っ
て
は
、
研
究
計
画
を
遂
行
す
る
上
で
の
支
障
の
有
無
や
一
時
出

国
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
文
書
に
よ
る
説
明
等
を
求
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
病
気
そ
の
他
や
む
を
得

な
い
事
情
に
よ
り
緊
急
に
一
時
出
国
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
速
や
か
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
必
要
に
応

じ
て
採
用
期
間
の
中
断
も
検
討
し
て
く
だ
さ
い
（
「
4
．
採
用
期
間
の
中
断
」
参
照
）
。
 

  （（
22
））

 一一
時時
出出
国国
のの
届届
けけ
出出
  

（
一
時
出
国
前
）
 

研
究
員
は
、
一
時
出
国
に
つ
い
て
、
受
入
研
究
者
の
承
諾
を
得
て
く
だ
さ
い
。
受
入
研
究
者
は
、
研
究
員
の

意
思
を
確
認
の
上
、
必必
ずず
出
国
す
る
日
の

2
週
間
前
ま
で
に
「
一
時
出
国
届
・
報
告
書
（
様
式

7）
」
の
「
出

国
前
記
入
」
欄
を
記
入
し
、
受
入
研
究
機
関
の
事
務
担
当
部
署
を
通
じ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

（
再
入
国
後
）
 

研
究
員
が
日
本
に
再
入
国
し
た
後
、
1
週
間
以
内
に
「
一
時
出
国
届
・
報
告
書
（
様
式

7
）
」
の
「
再
入
国

後
記
入
」
欄
を
記
入
し
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
写
し
を
添
付
し
て
、
受
入
研
究
機
関
の
事
務
担
当
部
署
を
通
じ
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

受受
入入
研研
究究
機機
関関
のの
事事
務務
担担
当当
部部
署署
はは
、、
研研
究究
員員
のの
一一
時時
出出
国国
のの
理理
由由
やや
累累
計計
一一
時時
出出
国国
日日
数数
をを
常常
にに
確確
認認
しし
  

てて
くく
だだ
ささ
いい
。。
  

※
累
計
一
時
出
国
日
数
の
計
算
に
あ
た
っ
て
は
、
出
国
日
及
び
入
国
日
を
含
み
ま
す
。
 

 
 
 
 
 
例
）
7
月

1
日
（
出
国
日
）
～

7
月

10
日
（
入
国
日
）
：
1
0
日
間
 

※
自
動
化
ゲ
ー
ト
を
使
用
し
た
際
は
、
パ
ス
ポ
ー
ト
に
出
入
国
ス
タ
ン
プ
を
押
す
よ
う
空
港
の
出
入
国
 

審
査
官
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
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. I
n 

su
ch

 c
as

es
, J

SP
S 

do
es

 n
ot

 n
eg

ot
ia

te
 a

ny
 c

ha
ng

e 
in

 th
e 

co
nd

iti
on

s o
r n

um
be

r o
f 

al
lo

w
ed

 d
ay

s o
f t

em
po

ra
ry

 a
bs

en
ce

 (c
um

ul
at

iv
e 

nu
m

be
r o

f d
ay

s)
. 

 
W

he
n 

Fe
llo

w
s w

is
h 

to
 ta

ke
 a

 te
m

po
ra

ry
 le

av
e 

of
 a

bs
en

ce
, t

he
y 

m
us

t s
ub

m
it 

a 
Fo

rm
 7

 (N
ot

ic
e 

an
d 

R
ep

or
t o

f T
em

po
ra

ry
 L

ea
ve

 o
f A

bs
en

ce
 fr

om
 J

ap
an

) t
o 

JS
PS

 in
 a

dv
an

ce
. 

  
N

ot
e 

ca
re

fu
lly

 th
at

 if
 a

 r
eq

ue
st

 fo
r 

le
av

e 
of

 a
bs

en
ce

 is
 n

ot
 su

bm
itt

ed
 o

r 
if 

it 
is

 p
os

td
at

ed
 o

r 
ot

he
rw

is
e 

fa
ls

ifi
ed

, t
he

 F
el

lo
w

’s
 fe

llo
w

sh
ip

 m
ay

 b
e 

ca
nc

el
le

d,
 a

llo
w

an
ce

s s
to

pp
ed

, a
nd

/o
r 

ot
he

r 
st

er
n 

m
ea

su
re

s t
ak

en
. 

 
 M

or
eo

ve
r, 

Fe
llo

w
s a

re
 n

ot
 a

llo
w

ed
 to

 sh
or

te
n 

or
 e

nd
 th

ei
r 

fe
llo

w
sh

ip
 te

nu
re

 w
hi

le
 th

ey
 a

re
 st

ill
 

ta
ki

ng
 a

 te
m

po
ra

ry
 le

av
e 

of
 a

bs
en

ce
. 

 (1
) 

R
ea

so
ns

 fo
r 

Te
m

po
ra

ry
 L

ea
ve

 o
f A

bs
en

ce
 

Fe
llo

w
s m

ay
 b

e 
pe

rm
itt

ed
 to

 ta
ke

 a
 te

m
po

ra
ry

 le
av

e 
of

 a
bs

en
ce

 u
nd

er
 th

e 
fo

llo
w

in
g 
①

,②
 r

ea
so

ns
. 

①
 

Te
m

po
ra

ry
 le

av
e 

of
 a

bs
en

ce
 fo

r 
th

e 
pu

rp
os

e 
of

 c
on

du
ct

in
g 

re
se

ar
ch

: W
he

n 
it 

is
 n

ec
es

sa
ry

 
fo

r F
el

lo
w

s t
o 

be
 te

m
po

ra
ril

y 
ou

t o
f J

ap
an

 fo
r s

uc
h 

pu
rp

os
es

 a
s c

on
du

ct
in

g 
su

rv
ey

s u
se

d 
in

 
th

ei
r r

es
ea

rc
h 

or
 p

re
se

nt
in

g 
th

e 
re

se
ar

ch
 re

su
lts

 a
t c

on
fe

re
nc

e.
 In

 a
dd

iti
on

, t
he

 p
er

m
is

si
on

 m
ay

 
be

 g
ra

nt
ed

 if
 th

er
e 

is
 a

 st
at

em
en

t o
f s

uc
h 

ne
ce

ss
iti

es
 in

 th
e 

re
se

ar
ch

 p
la

n 
of

 th
ei

r i
ni

tia
l 

fe
llo

w
sh

ip
 a

pp
lic

at
io

n.
 

②
 

Te
m

po
ra

ry
 le

av
e 

of
 a

bs
en

ce
 fo

r 
th

e 
fe

llo
w

’s
 o

w
n 

pu
rp

os
es

: F
or

 o
th

er
 re

as
on

s d
ee

m
ed

 
ne

ce
ss

ar
y 

th
ou

gh
 n

ot
 b

ei
ng

 a
pp

lic
ab

le
 to

 th
e 

ab
ov

e-
st

at
ed

 re
as

on
. 

G
iv

en
 th

e 
re

as
on

 o
r p

er
io

d 
of

 th
e 

re
qu

es
te

d 
le

av
e,

 th
er

e 
m

ay
 b

e 
ca

se
s w

he
n 

JS
PS

 re
qu

es
ts

 a
 w

rit
te

n 
ex

pl
an

at
io

n 
as

 to
 w

he
th

er
 o

r n
ot

 th
e 

le
av

e 
w

ill
 im

pe
de

 th
e 

ex
ec

ut
io

n 
of

 th
e 

Fe
llo

w
s’

 re
se

ar
ch

 p
la

n.
 

W
he

n 
le

av
e 

is
 u

rg
en

tly
 n

ee
de

d 
du

e 
to

 si
ck

ne
ss

 o
r o

th
er

 u
na

vo
id

ab
le

 re
as

on
s, 

In
st

itu
tio

ns
 sh

ou
ld

 
co

ns
ul

t w
ith

 JS
PS

 ri
gh

t a
w

ay
. S

us
pe

nd
in

g 
th

e 
fe

llo
w

sh
ip

 sh
ou

ld
 a

ls
o 

be
 c

on
si

de
re

d 
w

he
n 

ap
pr

op
ria

te
. (

Se
e 

se
ct

io
n 

4.
 S

U
SP

EN
D

IN
G

 T
H

E 
FE

LL
O

W
SH

IP
 fo

r r
ef

er
en

ce
.) 

 
(2

) 
Su

bm
is

si
on

 o
f F

or
m

 7
 (N

ot
ic

e 
an

d 
R

ep
or

t o
f T

em
po

ra
ry

 L
ea

ve
 o

f A
bs

en
ce

 fr
om

 J
ap

an
) 

  
(B

ef
or

e 
de

pa
rtu

re
 fr

om
 Ja

pa
n)

 
Fe

llo
w

s w
is

hi
ng

 to
 ta

ke
 te

m
po

ra
ry

 le
av

e 
m

us
t f

irs
t o

bt
ai

n 
th

ei
r H

os
t’s

 p
er

m
is

si
on

. U
po

n 
co

nf
irm

in
g 

th
e 

Fe
llo

w
’s

 in
te

nt
io

n,
 th

e 
H

os
t f

ill
s o

ut
 th

e 
co

lu
m

n 
of

 “
Fi

ll 
in

 b
ef

or
e 

th
e 

de
pa

rtu
re

” 
of
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(N

ot
ic

e 
an

d 
R

ep
or

t o
f T

em
po

ra
ry

 L
ea

ve
 o

f A
bs

en
ce

 fr
om

 Ja
pa

n)
 a

nd
 su

bm
its

 it
 v

ia
 th

e 
In

st
itu

tio
n 

to
 JS

PS
 a

t l
ea

st
 tw

o 
w

ee
ks

 in
 a

dv
an

ce
 o

f t
he

 F
el

lo
w

’s
 d

ep
ar

tu
re

. 
(A

fte
r r

e-
en

try
) 

W
ith

in
 o

ne
 w

ee
k 

af
te

r t
he

 F
el

lo
w

 re
tu

rn
s t

o 
Ja

pa
n,

 th
e 

H
os

t i
s t

o 
su

bm
it 

Fo
rm

 7
  

(N
ot

ic
e 

an
d 

R
ep

or
t o

f T
em

po
ra

ry
 L

ea
ve

 o
f A

bs
en

ce
 fr

om
 Ja

pa
n 

/ F
ill

 in
 a

fte
r t

he
 re

-e
nt

ry
 se

ct
io

n)
 a

nd
 a

 c
op

y 
of

 th
e 

Fe
llo

w
’s

 p
as

sp
or

t (
w

ith
 st

am
ps

 sh
ow

in
g 

th
e 

da
te

s o
f d

ep
ar

tu
re

 fr
om

 Ja
pa

n 
an

d 
re

-e
nt

ry
 in

to
 

Ja
pa

n)
 v

ia
 th

e 
In

st
itu

tio
ns

 to
 JS

PS
. I

ns
tit

ut
io

ns
 a

re
 to

 a
lw

ay
s c

he
ck

 th
e 

re
as

on
s f

or
 a

 te
m

po
ra

ry
 

le
av

e 
of

 a
bs

en
ce

 ta
ke

n 
by

 F
el

lo
w

s.
 T

he
y 

al
so

 m
us

t k
ee

p 
co

un
t o

f t
he

 n
um

be
r 

of
 c

um
ul

at
iv

e 
da

ys
 o

f l
ea

ve
 a

 F
el

lo
w

 ta
ke

s. 
 *

In
 c

al
cu

la
tin

g 
th

e 
nu

m
be

r o
f l

ea
ve

 d
ay

s, 
no

te
 th

at
 th

e 
da

ys
 o

f d
ep

ar
tu

re
 a

nd
 a

rr
iv

al
 in

 Ja
pa

n 
ar

e 
al

so
 in

cl
ud

ed
. (

Ex
am

pl
e:

 1
 Ju

ly
 2

0X
X

 (l
ea

ve
 Ja

pa
n)

 –
 1

0 
Ju

ly
 2

0X
X

 (a
rr

iv
e 

ba
ck

 in
 Ja

pa
n)

: 1
0 

da
ys

) 
 *

Fe
llo

w
s s

ho
ul

d 
be

 su
re

 to
 a

sk
 fo

r a
n 

im
m

ig
ra

tio
n 

of
fic

er
 to

 st
am

p 
th

ei
r p

as
sp

or
t i

f t
he

y 
us

e 
au

to
m

at
ed

 g
at

es
 a

t t
he

 a
irp

or
t. 
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 （ （
33
））

 一一
時時
出出
国国
のの
制制
限限
  

滞滞
在在
費費
等等
のの
支支
給給
経経
費費
のの
最最
終終
確確
認認
処処
理理
のの
たた
めめ
、、
原原
則則
とと
しし
てて
、、
採採
用用
期期
間間
終終
了了
日日
前前

33
00
日日
以以
内内
のの
時時
期期

のの
一一
時時
出出
国国
はは
認認
めめ
まま
せせ
んん
。。
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
は
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
まま
たた
、、
一一
時時

出出
国国
のの
状状
態態
のの
まま
まま
採採
用用
期期
間間
をを
短短
縮縮
又又
はは
終終
了了
すす
るる
ここ
とと
はは
でで
きき
まま
せせ
んん
。。
  

 

（（
44
））

 上上
限限
一一
時時
出出
国国
日日
数数
  

以
下
の
表
の
と
お
り
で
す
。
 

累
計
一
時
出
国
日
数
が
上
限
一
時
出
国
日
数
を
超
過
し
た
場
合
に
は
、
超超
過過
しし
たた
出出
国国
期期
間間
のの
日日
本本
出出
国国
日日

をを
もも
っっ
てて
フフ
ェェ
ロロ
ーー
シシ
ッッ
ププ
終終
了了
とと
なな
りり
まま
すす
。。
  

  

採採
用用
期期
間間
  

上上
限限
一一
時時
出出
国国
日日
数数
  

11
33
かか
月月
以以
上上
  

1
5
0
日
 

99
かか
月月
～～
11
22
かか
月月
まま
でで
  

7
5
日
 

55
かか
月月
～～
88
かか
月月
まま
でで
  

3
0
日
 

～～
44
かか
月月
まま
でで
  

1
5
日
 

  

例
）
採
用
期
間
が

4
か
月
（
＝
採
用
期
間

2
0
XX
年

4
月

1
日
～
7
月

31
日
）
の
研
究
員
で
、
今
ま
で
の
累
計

一
時
出
国
日
数
が

7
日
の
場
合
。
予
定
で
は
次
回
の
一
時
出
国
期
間
を

8
日
間
（
6
月

15
日
～
6
月

2
2

日
）
と
し
て
い
た
が
、
事
情
（
天
候
不
良
等
不
可
抗
力
に
よ
る
遅
延
も
含
む
）
に
よ
り
、
現
地
出
発
日
が

6
月

23
日
に
な
っ
た
場
合
は
、
累
計
一
時
出
国
日
数
が
上
限
一
時
出
国
日
数
（

15
日
）
を
超
過
す
る
の

で
、
6
月

15
日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
終
了
と
な
り
ま
す
。
ここ
のの
場場
合合
、、
超超
過過
支支
給給
分分
のの

滞滞
在在
費費
（（
66
月月

11
66
日日
～～
33
00
日日
分分
＝＝
00
..
55
かか
月月
分分
））
をを
戻戻
入入
すす
るる
必必
要要
がが
ああ
りり
まま
すす
。。
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I. 

CH
AN

G
ES

 D
U

RI
N

G
 F

EL
LO

W
SH

IP
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EN
U
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 (3
) 

L
im

ita
tio

ns
 o

f L
ea

ve
s o

f A
bs

en
ce

 
To

 fa
ci

lit
at

e 
JS

PS
’s

 p
ro

ce
ss

in
g 

of
 fi

na
l a

llo
w

an
ce

s a
nd

 o
th

er
 se

ve
ra

nc
e 

ar
ra

ng
em

en
ts

, F
el

lo
w

s a
re

, 
as

 a
 r

ul
e,

 N
O

T 
al

lo
w

ed
 to

 ta
ke

 le
av

e 
du

ri
ng

 la
st

 3
0 

da
ys

 o
f t

he
ir

 te
nu

re
. I

f y
ou

 h
av

e 
an

y 
co

m
pe

lli
ng

 r
ea

so
ns

, p
le

as
e 

co
ns

ul
t w

ith
 u

s i
n 

ad
va

nc
e.

 M
or

eo
ve

r, 
Fe

llo
w

s a
re

 n
ot

 a
llo

w
ed

 to
 

sh
or

te
n 

or
 e

nd
 th

ei
r 

fe
llo

w
sh

ip
 te

nu
re

 w
hi

le
 th

ey
 a

re
 st

ill
 ta

ki
ng

 a
 te

m
po

ra
ry

 le
av

e 
of

 a
bs

en
ce

. 
 (4
) 

M
ax

im
um

 L
en

gt
h 

of
 L

ea
ve

 o
f A

bs
en

ce
 

  
 T

he
 m

ax
im

um
 n

um
be

r o
f c

um
ul

at
iv

e 
le

av
e 

da
ys

 a
llo

w
ed

 fo
r F

el
lo

w
s i

s s
ho

w
n 

be
lo

w.
  

  
 I

f t
he

 to
ta

l n
um

be
r o

f d
ay

s t
ha

t a
 F

el
lo

w
 ta

ke
s t

em
po

ra
ry

 le
av

e 
fr

om
 Ja

pa
n 

ex
ce

ed
s t

he
 u

pp
er

 li
m

it 
sp

ec
ifi

ed
 in

 th
e 

ta
bl

e 
be

lo
w,

 J
SP

S 
w

ill
 ju

dg
e 

th
e 

la
st

 d
ay

 o
f d

ep
ar

tu
re

 fr
om

 J
ap

an
 to

 b
e 

th
e 

en
di

ng
 d

at
e 

of
 th

e 
Fe

llo
w

sh
ip

. 
 

Te
nu

re
 

M
ax

im
um

 le
av

e 
da

ys
 

13
 o

r 
m

or
e 

m
on

th
s 

15
0 

da
ys

 
Fr

om
 9

 u
p 

to
 1

2 
m

on
th

s 
75

 d
ay

s 
Fr

om
 5

 u
p 

to
 8

 m
on

th
s 

30
 d

ay
s 

U
p 

to
 4

 m
on

th
s 

15
 d

ay
s 

 Ex
am

pl
e:

 
Th

e 
Fe

llo
w

’s
 te

nu
re

 is
 4

 m
on

th
s (

th
e 

te
nu

re
 st

ar
ts

 fr
om

 1
 A

pr
il 

20
X

X
 a

nd
 e

nd
s o

n 
31

 Ju
ly

 2
0X

X
) a

nd
 

th
e 

to
ta

l n
um

be
r o

f d
ay

s i
n 

th
e 

fir
st

 p
er

io
d 

of
 te

m
po

ra
ry

 le
av

e 
is

 7
 d

ay
s. 

Th
e 

ne
xt

 p
er

io
d 

of
 te

m
po

ra
ry

 
le

av
e 

w
as

 sc
he

du
le

d 
to

 b
e 

8 
da

ys
 (f

ro
m

 1
5 

Ju
ne

 to
 2

2 
Ju

ne
), 

bu
t d

ue
 to

 c
irc

um
st

an
ce

s (
in

cl
ud

in
g 

de
la

ys
 d

ue
 to

 a
ny

 c
au

se
 b

ey
on

d 
re

as
on

ab
le

 c
on

tro
l s

uc
h 

as
 b

ad
 w

ea
th

er
) t

he
 re

tu
rn

 d
at

e 
is

 a
ct

ua
lly

 2
3 

Ju
ne

. I
n 

th
is

 c
as

e,
 JS

PS
 ju

dg
es

 1
5 

Ju
ne

 to
 b

e 
th

e 
en

di
ng

 d
at

e 
of

 th
e 

Fe
llo

w
sh

ip
 b

ec
au

se
 th

e 
to

ta
l 

nu
m

be
r o

f d
ay

s o
f t

he
 te

m
po

ra
ry

 le
av

e 
ex

ce
ed

s 
th

e 
up

pe
r l

im
it 

of
 1

5 
da

ys
. T

he
re

fo
re

, t
he

 F
el

lo
w

 
m

us
t r

ei
m

bu
rs

e 
th

e 
ov

er
pa

id
 a

llo
w

an
ce

s t
ha

t t
he

y 
ha

d 
be

en
 p

ro
vi

de
d 

fo
r 

th
e 

pe
ri

od
 o

f 1
/2

 
m

on
th

, t
ha

t i
s, 

16
-3

0 
Ju

ne
. 
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 （ （
55
））

 私私
用用
目目
的的
のの
累累
計計
一一
時時
出出
国国
日日
数数
にに
応応
じじ
たた
滞滞
在在
費費
のの
減減
額額

  

滞
在
費
は
研
究
員
が
日日
本本
国国
内内
にに
おお
いい
てて
研
究
活
動
に
従
事
す
る
た
め
の
日
常
生
活
に
必
要
な
費
用
に
充
て

る
た
め
の
経
費
と
し
て
支
給
し
て
い
ま
す
。
上
記
(
1)
①
を
理
由
と
し
た
一
時
出
国
の
場
合
は
、
例
外
的
に
、
日

本
国
内
で
研
究
活
動
に
従
事
し
て
い
る
の
と
同
等
と
み
な
し
、
減
額
し
ま
せ
ん
。
一
方
、
上 上
記記
((
11
))
②②
をを
理理
由由
とと

しし
たた
私私
用用
目目
的的
のの
一一
時時
出出
国国
のの
場場
合合
はは
、、
以以
下下
のの
「「
減減
額額
対対
象象
額額
」」
をを
翌翌
月月
以以
降降
のの
滞滞
在在
費費
かか
らら
差差
しし
引引
くく
又又

はは
戻戻
入入
請請
求求
しし
まま
すす
。。
  

 

採採
用用
期期
間間

  
上上
記記

((
11
))
②②
をを
理理
由由
とと
しし
たた

  

累累
計計
一一
時時
出出
国国
日日
数数

  
減減
額額
対対
象象
額額

  

11
33
かか
月月
以以
上上

  

1
～

4
0
日

 
 

 
 
な
し

 

4
1
～

5
6
日
 

0
.
5
か
月
分

 

5
7
～

7
2
日
 

1
か
月
分

 

7
3
～

8
8
日
 

1
.
5
か
月
分

 

8
9
～

1
0
4
日
 

2
か
月
分

 

1
0
5
～

1
20
日

 
2
.
5
か
月
分

 

1
2
1
～

1
36
日

 
3
か
月
分

 

1
3
7
～

1
50
日

 
3
.
5
か
月
分

 

99
～～

11
22
かか
月月

  

1
～

2
0
日

 
 

 
 
な
し

 

2
1
～

3
6
日
 

0
.
5
か
月
分

 

3
7
～

5
2
日
 

1
か
月
分

 

5
3
～

6
8
日
 

1
.
5
か
月
分

 

6
9
～

7
5
日
 

2
か
月
分

 

55
～～

88
かか
月月

  
1
～

1
5
日

 
 

 
 
な
し

 

1
6
～

3
0
日
 

0
.
5
か
月
分

 

44
かか
月月
まま
でで

  
1
～

1
5
日

 
な
し

 

  
 

II
I. 

CH
AN

G
ES

 D
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G
 F

EL
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IP
 T
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E2
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(5

) 
R

ed
uc

tio
n 

of
 a

llo
w

an
ce

s 
ba

se
d 

on
 th

e 
cu

m
ul

at
iv

e 
nu

m
be

r o
f d

ay
s 

of
 te

m
po

ra
ry

 le
av

es
 o

f a
bs

en
ce

 
  

  
A

llo
w

an
ce

s a
re

 p
ai

d 
to

 c
ov

er
 th

e 
co

st
s o

f F
el

lo
w

s’ 
st

ay
s i

n 
Ja

pa
n 

fo
r t

he
 p

ur
po

se
 o

f c
ar

ry
in

g 
ou

t 
re

se
ar

ch
 a

ct
iv

iti
es

 in
 J

ap
an

 d
ur

in
g 

th
ei

r t
en

ur
es

. F
or

 th
is

 re
as

on
, t

he
 F

el
lo

w
’s

 a
llo

w
an

ce
 w

ill
 b

e 
re

du
ce

d 
ba

se
d 

on
 th

e 
cu

m
ul

at
iv

e 
nu

m
be

r o
f d

ay
s o

f t
em

po
ra

ry
 le

av
es

 o
f a

bs
en

ce
. 

  
If

 te
m

po
ra

ry
 le

av
e 

is
 ta

ke
n 

fo
r p

ur
po

se
s s

ta
te

d 
in

 (1
)①

 a
bo

ve
, i

t w
ill

, a
s a

n 
ex

ce
pt

io
n,

 b
e 

tre
at

ed
 th

e 
sa

m
e 

as
 th

e 
Fe

llo
w

 b
ei

ng
 e

ng
ag

ed
 in

 re
se

ar
ch

 in
 Ja

pa
n.

 T
he

 F
el

lo
w

’s
 a

llo
w

an
ce

 w
ill

 n
ot

 b
e 

re
du

ce
d.

 If
, 

ho
w

ev
er

, t
he

 le
av

e 
is

 ta
ke

n 
fo

r 
th

e 
fe

llo
w

’s
 o

w
n 

pu
rp

os
e 

st
at

ed
 in

 (1
)②②

, t
he

 c
om

m
en

su
ra

te
 a

m
ou

nt
 

of
 r

ed
uc

tio
n 

w
ill

 b
e 

su
bt

ra
ct

ed
 fr

om
 th

e 
fo

llo
w

in
g 

m
on

th
 o

f t
he

 F
el

lo
w

’s
 a

llo
w

an
ce

 o
r 

th
ey

 w
ill

 b
e 

re
qu

es
te

d 
to

 r
ei

m
bu

rs
e 

th
e 

am
ou

nt
. 

 

Te
nu

re
 

C
um

ul
at

iv
e 

nu
m

be
r 

of
 

da
ys

 o
f t

em
po

ra
ry

 
le

av
es

 o
f a

bs
en

ce
 fo

r 
re

as
on

s i
n 

pa
ra

 (1
)②②

 

A
llo

w
an

ce
 r

ed
uc

ed
 

13
 o

r 
m

or
e 

m
on

th
s 

1-
40

 d
ay

s 
no

ne
 

41
-5

6 
da

ys
 

0.
5 

m
on

th
s 

57
-7

2 
da

ys
 

1 
m

on
th

 
73

-8
8 

da
ys

 
1.

5 
m

on
th

s 
89

-1
04

 d
ay

s 
2 

m
on

th
s 

10
5-

12
0 

da
ys

 
2.

5 
m

on
th

s 
12

1-
13

6 
da

ys
 

3 
m

on
th

s 
13

7-
15

0 
da

ys
 

3.
5 

m
on

th
s 

9-
12

 m
on

th
s 

1-
20

 d
ay

s 
  

  
  

  
no

ne
 

21
-3

6 
da

ys
 

0.
5 

m
on

th
s 

37
-5

2 
da

ys
 

1 
m

on
th

 
53

-6
8 

da
ys

 
1.

5 
m

on
th

s 
69

-7
5 

da
ys

 
2 

m
on

th
s 

5-
8 

m
on

th
s 

1-
15

 d
ay

s 
  

  
  

 n
on

e 
16

-3
0 

da
ys

 
0.

5 
m

on
th

s 
 4

 m
on

th
s 

1-
15

 d
ay

s 
no

ne
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Ⅲ
 
採
用
期
間
中
の
各
種
変
更
等
の
手
続
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44
..
 採採
用用
期期
間間
のの
中中
断断

    

  

研
究
員
は
、
採
用
期
間
中
、
研
究
に
専
念
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
出
産
・
育
児
又
は
傷
病

に
よ
り
研
究
に
専
念
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
お
い
て
は
、
事
前
に
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
採
用
期
間
を
中
断

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
中
断
し
た
月
数
分
、
採
用
期
間
終
了
日
が
繰
り
延
べ
さ
れ
ま
す
。
 

中
断
に
あ
た
っ
て
日
本
か
ら
の
出
国
を
希
望
す
る
場
合
は
、
必
ず
出
国
前
に
本
会
か
ら
中
断
に
係
る
承
認
を
得

て
く
だ
さ
い
。
未
届
出
や
虚
偽
の
申
告
に
つ
い
て
は
、
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
の
取
消
、
支
給
経
費
の
停
止
等
の
厳
格
な
措

置
を
取
り
ま
す
。
な
お
、
採
用
期
間
開
始
と
同
時
に
中
断
を
希
望
す
る
場
合
や
、
上
記
以
外
の
理
由
に
よ
り
中
断
を

検
討
し
て
い
る
場
合
は
、
受
入
研
究
機
関
経
由
で
学
振
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
各
種
証
明
書
が
英
語
又
は
日
本
語
以
外
の
言
語
で
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
英
語
訳
又
は
日
本
語
訳

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
 

  ((
11
))
 出出
産産
・・
育育
児児
にに
係係
るる
採採
用用
期期
間間
のの
中中
断断
  

  ①①
 
対対
象象
者者
  

出
産
（
配
偶
者
が
出
産
す
る
場
合
を
含
む
）
又
は

1
歳
未
満
の
子
を
養
育
す
る
た
め
、
採
用
の
中
断
を
希
望

す
る
者
。
 

 

②②
 
採採
用用
中中
断断
のの
期期
間間
及及
びび
回回
数数
  

採
用
を
中
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
は
、
原
則
と
し
て
出
産
予
定
日
の

6
週
間
前
の
日
の
属
す
る
月
の
初

日
か
ら
子
が
満

1
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
の
末
日
ま
で
（
最
長

15
か
月
）
と
し
、
1 1
月月
単単
位位
でで
承承
認認
ささ

れれ
まま
すす
。。
ま
た
、
採
用
を
中
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
回
数
は
、

1
人
の
子
に
つ
き

1
回
で
す
。
 

（
例
）
当
初
の
採
用
期
間
が

2
0
A
A
年

9
月

1
日
か
ら

2
0
CC
年

8
月

31
日
ま
で
で
、
中
断
期
間
が

20
B
B
年

9
月

1
日
か
ら

2
0C
C
年

1
1
月

3
0
日
ま
で
の
場
合
、
中
断
後
の
採
用
期
間
終
了
日
は

20
D
D
年

11

月
3
0
日
に
な
り
ま
す
（
中
断
し
た
月
数
分
、
採
用
期
間
終
了
日
が
繰
り
延
べ
さ
れ
ま
す
）
。
 

 

 
4
 

5
 

6
 

7
 

8
 

9
 

1
0
 

1
1
 

1
2
 

1
 

2
 

3
 

（
月
）
 

2
0
A
A 

 
 

 
 

 
 

 
研
究
 

 
 

 

2
0
B
B 

 
研
究
 

 
 

 
中
断
 

 
 

 

2
0
C
C 

 
 

 
中
断
 

 
 

 
 

研
究
 

 
 

2
0
D
D 

 
 

 
研
究
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

③ ③
 
研研
究究
専専
念念
義義
務務
のの
免免
除除
  

採
用
を
中
断
し
て
い
る
研
究
員
は
、
研
究
員
と
し
て
の
身
分
は
保
有
し
ま
す
が
、
研
究
専
念
義
務
に
つ
い
て

は
免
除
さ
れ
ま
す
。
報
酬
の
受
給
に
つ
い
て
は
、
Ⅲ
-
6
「
報
酬
の
受
給
」
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 

④④
 
滞滞
在在
費費
及及
びび
そそ
のの
他他
経経
費費
のの
支支
給給
停停
止止
  

採
用
を
中
断
し
て
い
る
期
間
は
滞
在
費
及
び
そ
の
他
の
支
給
経
費
（
Ⅳ
「
支
給
経
費
」
参
照
）
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。
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I. 

CH
AN

G
ES

 D
U

RI
N

G
 F

EL
LO

W
SH

IP
 T

EN
U

RE
  

E2
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 4.
 

SU
SP

E
N

D
IN

G
 T

H
E 

FE
L

LO
W

SH
IP

  
 A

s a
 ru

le
, F

el
lo

w
s a

re
 to

 d
ev

ot
e 

th
em

se
lv

es
 to

 th
ei

r r
es

ea
rc

h 
du

rin
g 

th
e 

pe
rio

d 
of

 th
ei

r f
el

lo
w

sh
ip

s.
 

H
ow

ev
er

, J
SP

S 
al

lo
w

s t
he

m
 to

 su
sp

en
d 

th
ei

r t
en

ur
e 

w
he

n 
ch

ild
bi

rth
, i

nf
an

t n
ur

si
ng

 o
r i

nj
ur

y/
ill

ne
ss

 
w

ou
ld

 m
ak

e 
it 

di
ff

ic
ul

t f
or

 F
el

lo
w

s t
o 

co
nc

en
tra

te
 o

n 
th

ei
r r

es
ea

rc
h,

 th
ey

 m
ay

 b
y 

ap
pl

yi
ng

 in
 a

dv
an

ce
 

be
 a

llo
w

ed
 to

 su
sp

en
d 

th
ei

r t
en

ur
e 

fo
r t

he
 a

ffe
ct

ed
 p

er
io

d.
 T

ha
t p

er
io

d 
w

ill
 th

en
 b

e 
de

fe
rr

ed
 to

 th
e 

en
d 

of
 th

ei
r f

el
lo

w
sh

ip
. 

 
W

he
n 

a 
su

sp
en

si
on

 o
f f

el
lo

w
sh

ip
 te

nu
re

 is
 d

es
ire

d 
fo

r t
he

 p
ur

po
se

 o
f t

ak
in

g 
a 

le
av

e 
of

 a
bs

en
ce

 fr
om

 
Ja

pa
n,

 F
el

lo
w

s m
us

t b
ef

or
e 

de
pa

rtu
re

 o
bt

ai
n 

JS
PS

’s
 a

pp
ro

va
l f

or
 th

e 
le

av
e.

 If
 a

pp
lic

at
io

n 
fo

r t
he

 le
av

e 
is

 n
ot

 m
ad

e 
or

 if
 th

er
e 

is
 fa

ls
ifi

ca
tio

n 
in

 th
e 

ap
pl

ic
at

io
n,

 st
ric

t m
ea

su
re

s, 
in

cl
ud

in
g 

fe
llo

w
sh

ip
 

ca
nc

el
la

tio
n 

an
d 

al
lo

w
an

ce
 su

sp
en

si
on

, m
ay

 b
e 

ta
ke

n.
 If

 y
ou

 sh
ou

ld
 w

an
t t

o 
su

sp
en

d 
yo

ur
 fe

llo
w

sh
ip

 
fr

om
 th

e 
st

ar
t o

f y
ou

r t
en

ur
e 

or
 a

re
 c

on
si

de
rin

g 
su

sp
en

di
ng

 it
 fo

r r
ea

so
ns

 o
th

er
 th

an
 th

os
e 

st
at

ed
 a

bo
ve

, 
yo

u 
m

us
t c

on
su

lt 
JS

PS
 v

ia
 y

ou
r I

ns
tit

ut
io

n.
  

If
 c

er
tif

ic
at

es
 a

nd
 d

oc
um

en
ts

 su
pp

or
tin

g 
yo

ur
 re

as
on

s f
or

 a
 su

sp
en

si
on

 o
f y

ou
r f

el
lo

w
sh

ip
 a

re
 n

ot
 

w
rit

te
n 

in
 Ja

pa
ne

se
 o

r E
ng

lis
h,

 p
le

as
e 

at
ta

ch
ed

 Ja
pa

ne
se

 o
r E

ng
lis

h 
tra

ns
la

tio
ns

 to
 th

em
. 

 (1
) 

Su
sp

en
di

ng
 F

el
lo

w
sh

ip
 fo

r 
C

hi
ld

bi
rt

h 
an

d 
C

hi
ld

ca
re

 
 1)

 
E

lig
ib

le
 F

el
lo

w
s 

Fe
m

al
e 

Fe
llo

w
s w

ho
 g

iv
e 

bi
rth

 d
ur

in
g 

th
ei

r t
en

ur
e 

ar
e 

el
ig

ib
le

 fo
r t

hi
s l

ea
ve

, a
s a

re
 m

al
e 

Fe
llo

w
s 

w
ho

se
 sp

ou
se

 g
iv

es
 b

irt
h.

 If
 d

es
ire

d,
 th

e 
fe

llo
w

sh
ip

 m
ay

 b
e 

su
sp

en
de

d 
to

 n
ur

se
 a

n 
in

fa
nt

 u
p 

to
 th

e 
ag

e 
of

 o
ne

 y
ea

r. 
 2)

 
D

ur
at

io
n 

an
d 

Fr
eq

ue
nc

y 
of

 F
el

lo
w

sh
ip

 S
us

pe
ns

io
ns

 
Th

e 
fe

llo
w

sh
ip

 m
ay

 b
e 

su
sp

en
de

d 
fr

om
 si

x 
w

ee
ks

 p
rio

r t
o 

th
e 

da
te

 o
f e

xp
ec

te
d 

de
liv

er
y 

to
 o

ne
 y

ea
r 

af
te

r c
hi

ld
bi

rth
. T

hi
s m

ak
es

 th
e 

m
ax

im
um

 p
er

io
d 

of
 le

av
e 

15
 m

on
th

s. 
Fe

llo
w

s’ 
le

av
e 

is
 a

pp
ro

ve
d 

in
 

on
e-

m
on

th
 u

ni
ts

. I
n 

pr
in

ci
pl

e,
 th

is
 le

av
e 

w
ill

 o
nl

y 
be

 g
ra

nt
ed

 o
nc

e 
pe

r c
hi

ld
. 

Ex
am

pl
e:

 In
iti

al
 fe

llo
w

sh
ip

 te
nu

re
 is

 fr
om

 1
 S

ep
te

m
be

r 2
0A

A
 to

 3
1 

A
ug

us
t 2

0C
C

 
Pe

rio
d 

of
 m

at
er

ni
ty

 le
av

e 
is

 fr
om

 1
 S

ep
te

m
be

r 2
0B

B
 to

 3
0 

N
ov

em
be

r 2
0C

C
, w

ith
 re

se
ar

ch
 

re
st

ar
tin

g 
on

 1
 D

ec
em

be
r 2

0D
D

. T
he

 e
nd

in
g 

da
te

 o
f f

el
lo

w
sh

ip
 te

nu
re

 w
ill

 b
e 

30
 

N
ov

em
be

r 2
0D

D
. (

It 
is

 e
xt

en
de

d 
fo

r a
 n

um
be

r o
f d

ay
s 

eq
ua

l t
o 

th
e 

le
av

e 
pe

rio
d.

) 
 

 
4 

5 
6 

7 
8 

9 
10

 
11

 
12

 
1 

2 
3 

(m
on

th
) 

FY
20

A
A

 
 

 
 

 
 

D
o 

re
se

ar
ch

 
 

FY
20

B
B

 
D

o 
re

se
ar

ch
 

 
Su

sp
en

d 
re

se
ar

ch
 

 
 

FY
20

C
C

 
 

 
Su

sp
en

d 
re

se
ar

ch
 

 
 

D
o 

re
se

ar
ch

 
 

FY
20

D
D

 
 

 
D

o 
re

se
ar

ch
 

 
 

 
 

 
 

 
 3)

 
R

el
ea

se
 fr

om
 R

es
ea

rc
h 

O
bl

ig
at

io
n 

D
ur

in
g 

th
e 

le
av

e 
pe

rio
d,

 F
el

lo
w

s m
ai

nt
ai

n 
th

ei
r s

ta
tu

s 
bu

t a
re

 re
le

as
ed

 fr
om

 th
e 

ob
lig

at
io

n 
to

 
co

nc
en

tra
te

 o
n 

th
ei

r r
es

ea
rc

h.
  

A
s f

or
 re

ce
iv

in
g 

re
m

un
er

at
io

n,
 p

le
as

e 
re

fe
r t

o 
Ⅲ

-6
. 

  4)
 

Su
sp

en
di

ng
 M

ai
nt

en
an

ce
 a

nd
 O

th
er

 A
llo

w
an

ce
s 

Th
e 

Fe
llo

w
s’ 

m
ai

nt
en

an
ce

 a
nd

 o
th

er
 a

llo
w

an
ce

s 
(R

ef
er

 to
 C

ha
pt

er
 “

IV
. A

LL
O

W
A

N
C

ES
”)

 w
ill

 n
ot

 b
e 

pa
id

 d
ur

in
g 

th
e 

le
av

e 
pe

rio
d.
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Ⅲ
 
採
用
期
間
中
の
各
種
変
更
等
の
手
続
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0 

 ⑤ ⑤
 
海海
外外
旅旅
行行
保保
険険
のの
停停
止止
  

採
用
を
中
断
し
て
い
る
期
間
は
、
原
則
と
し
て
海
外
旅
行
保
険
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。
 

 

⑥⑥
 
申申
請請
手手
続続
等等
  

((
ii
))
 

採採
用用
期期
間間
のの
中中
断断
  

研
究
員
は
、
採
用
期
間
の
中
断
に
つ
い
て
、
必
ず
受
入
研
究
者
に
相
談
し
、
承
諾
を
得
て
く
だ
さ
い
。
 

受
入
研
究
者
は
、
採
用
期
間
の
中
断
が
研
究
計
画
の
遂
行
に
支
障
が
な
い
と
確
認
し
た
上
で
、
中
断
期
間

が
開
始
さ
れ
る
日
の

1
か
月
前
ま
で
に
、
「
採
用
期
間
中
断
願

/中
断
期
間
変
更
願
（
様
式

1
0）
」
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
に
、
子
の
出
産
予
定
又
は
出
生
の
事
実
を
証
明
す
る
書
類
を
添
付
し
て
く
だ
さ

い
。
 

な
お
、
子
の
出
産
前
に
申
請
す
る
場
合
は
、
子
の
出
生
後
、
そ
の
事
実
を
証
明
す
る
書
類
を
速
や
か
に
提
 

 
 
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 ( (
ii
ii
))
 
中中
断断
期期
間間
のの
変変
更更
  

受
入
研
究
者
は
、
採
用
を
中
断
し
て
い
る
研
究
員
が
中
断
期
間
の
変
更
を
希
望
し
た
場
合
に
は
、
中
断
期

間
の
変
更
が
研
究
計
画
の
遂
行
に
支
障
が
な
い
と
確
認
し
た
上
で
、
中
断
期
間
の
延
長
が
開
始
さ
れ
る
日
の

1
か
月
前
又
は
短
縮
さ
れ
た
中
断
期
間
の
終
了
日
の

1
か
月
前
ま
で
に
、
「
採
用
期
間
中
断
願
/
中
断
期
間

変
更
願
（
様
式

10
）
」
を
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 

((
ii
ii
ii
))
 
採採
用用
期期
間間
のの
再再
開開
  

中
断
期
間
を
満
了
し
た
研
究
員
は
、
研
究
に
復
帰
す
る
も
の
と
し
ま
す
。
受
入
研
究
者
は
、
中
断
期
間
が

終
了
す
る
日
の

1
か
月
前
ま
で
に
、
「
採
用
期
間
再
開
届
（
様
式

1
1）
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 ((22
)) 
傷傷
病病
をを
理理
由由
とと
すす
るる
採採
用用
期期
間間
のの
中中
断断

  
 ① ①

 
対対
象象
者者
  

1
か
月
以
上
研
究
に
専
念
で
き
な
い
と
診
断
さ
れ
た
外
国
人
特
別
研
究
員
で
あ
っ
て
、
傷
病
に
よ
り
、
採
用

の
中
断
を
希
望
す
る
者
。
 

 

②②
 
採採
用用
中中
断断
のの
期期
間間
及及
びび
回回
数数
  

採
用
を
中
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
は
、
診
断
書
記
載
の
療
養
期
間
を
踏
ま
え
判
断
し
た
期
間
と
し
、
11

月月
単単
位位
でで
承承
認認
ささ
れれ
まま
すす
。。
ま
た
、
採
用
期
間
中
、
通
算
し
て

12
か
月
を
上
限
と
し
、
中
断
回
数
に
上
限
は

設
け
ま
せ
ん
。
 

中
断
期
間
の
上
限
（
通
算
し
て

1
2
か
月
）
を
超
え
て
傷
病
を
理
由
と
す
る
採
用
の
中
断
を
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
 

（
例
）
当
初
の
採
用
期
間
が

2
0
A
A
年

9
月

1
日
か
ら

2
0
CC
年

8
月

31
日
ま
で
で
、
中
断
期
間
が

20
B
B
年

1
1
月

1
日
か
ら

20
C
C
年

5
月

3
1
日
ま
で
及
び

2
0C
C
年

9
月

1
日
か
ら

2
0C
C
年

1
2
月

3
1
日
の

場
合
、
中
断
後
の
採
用
期
間
終
了
日
は

20
D
D
年

7
月

3
1
日
に
な
り
ま
す
（
中
断
し
た
月
数
分
、
採

用
期
間
終
了
日
が
繰
り
延
べ
さ
れ
ま
す
）
。
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採
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間
中
の
各
種
変
更
等
の
手
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5
 

6
 

7
 

8
 

9
 

1
0
 

1
1
 

1
2
 

1
 

2
 

3
 
（
月
）
 

2
0
A
A 

 
 

 
 

 
 

 
研
究
 

 
 

 

2
0
B
B 

 
研
究
 

 
中
断
 

 

2
0
C
C 
中
断
 

研
究
 

中
断

 
 

 
 

 

2
0
D
D 

研
究
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

③ ③
 
研研
究究
専専
念念
義義
務務
のの
免免
除除
  

採
用
を
中
断
し
て
い
る
研
究
員
は
、
研
究
員
と
し
て
の
身
分
は
保
有
し
ま
す
が
、
研
究
専
念
義
務
に
つ
い
て

は
免
除
さ
れ
ま
す
。
報
酬
の
受
給
に
つ
い
て
は
、
Ⅲ
-
6
「
報
酬
の
受
給
」
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 

④ ④
 
滞滞
在在
費費
及及
びび
そそ
のの
他他
経経
費費
のの
支支
給給
停停
止止
  

採
用
を
中
断
し
て
い
る
期
間
は
滞
在
費
及
び
そ
の
他
の
支
給
経
費
（
Ⅳ
「
支
給
経
費
」
参
照
）
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。
 

 ⑤⑤
 
海海
外外
旅旅
行行
保保
険険
のの
適適
用用
  

採
用
を
中
断
し
て
い
る
期
間
は
、
原
則
と
し
て
海
外
旅
行
保
険
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
 

 ⑥⑥
 
申申
請請
手手
続続
等等
  

((
ii
))
  
採採
用用
期期
間間
のの
中中
断断
  

研
究
員
は
、
採
用
期
間
の
中
断
に
つ
い
て
、
必
ず
受
入
研
究
者
に
相
談
し
、
承
諾
を
得
て
く
だ
さ
い
。
 

受
入
研
究
者
は
、
採
用
期
間
の
中
断
が
研
究
計
画
の
遂
行
に
支
障
が
な
い
と
確
認
し
た
上
で
、
速
や
か
に

「
採
用
期
間
中
断
願
/中
断
期
間
変
更
願
（
様
式

1
0）
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
に
、
治
療
期
間
が

明
記
さ
れ
た
医
師
に
よ
る
診
断
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 ((
ii
ii
))
  
中中
断断
期期
間間
のの
変変
更更
  

受
入
研
究
者
は
、
採
用
を
中
断
し
て
い
る
研
究
員
が
中
断
期
間
の
変
更
を
希
望
し
た
場
合
に
は
、
中
断
期
間

の
変
更
が
研
究
計
画
の
遂
行
に
支
障
が
な
い
と
確
認
し
た
上
で
、
中
断
期
間
の
延
長
が
開
始
さ
れ
る
日
の

1
か

月
前
又
は
短
縮
さ
れ
た
中
断
期
間
の
終
了
日
の

1
か
月
前
ま
で
に
、
「
採
用
期
間
中
断
願

/
中
断
期
間
変
更
願

（
様
式

1
0）
」
を
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
に
、
研
究
に
専
念
で
き
な
い
期
間
の
診
断
が
変
更
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
と
し
て
、
医
師
に
よ
る
診
断
書
を
提
出
し
直
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 

( (
ii
ii
ii
))
  
採採
用用
期期
間間
のの
再再
開開
  

中
断
期
間
を
満
了
し
た
研
究
員
は
、
研
究
に
復
帰
す
る
も
の
と
し
ま
す
。
受
入
研
究
者
は
、
中
断
期
間
が
終

了
す
る
日
の

1
か
月
前
ま
で
に
、
「
採
用
期
間
再
開
届
（
様
式

11
）
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
に
、

傷
病
が
治
癒
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
と
し
て
、
医
師
に
よ
る
診
断
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
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de

d 
pe

rio
d.

 
 

5)
 

Su
sp

en
di

ng
 O

ve
rs

ea
s T

ra
ve

l I
ns

ur
an

ce
 

A
s a

 ru
le

, F
el

lo
w

s w
ill

 N
O

T 
be

 c
ov

er
ed

 b
y 

th
is

 in
su

ra
nc

e 
du

rin
g 

th
e 

su
sp

en
de

d 
pe

rio
d.

 
  

6)
 

A
pp

lic
at

io
n 

Pr
oc

ed
ur

es
 

① ①
  

A
pp

ly
in

g 
fo

r 
Su

sp
en

si
on

 o
f F

el
lo

w
sh

ip
 

Fe
llo

w
s m

us
t c

on
su

lt 
w

ith
 th

ei
r H

os
ts

 a
nd

 o
bt

ai
n 

th
ei

r a
pp

ro
va

l t
o 

su
sp

en
di

ng
 th

ei
r f

el
lo

w
sh

ip
. 

If
 th

e 
H

os
ts

 ju
dg

e 
th

at
 th

e 
su

sp
en

si
on

 w
ill

 n
ot

 im
pe

de
 th

e 
ex

ec
ut

io
n 

of
 th

e 
Fe

llo
w

’s
 re

se
ar

ch
 p

la
n,

 
th

ey
 sh

ou
ld

 p
ro

m
pt

ly
 su

bm
it 

Fo
rm

 1
0 

(A
pp

lic
at

io
n 

fo
r t

he
 F

el
lo

w
sh

ip
 S

us
pe

ns
io

n/
C

ha
ng

e 
in

 
Pe

rio
d)

, a
nd

 a
tta

ch
 to

 it
 a

 c
er

tif
ic

at
e 

by
 a

 d
oc

to
r s

ta
tin

g 
ho

w
 lo

ng
 th

e 
pe

rio
d 

of
 m

ed
ic

al
 tr

ea
tm

en
t 

w
ill

 b
e.

  
 

② ②
  

C
ha

ng
in

g 
in

 P
er

io
d 

 
If

 F
el

lo
w

s r
eq

ue
st

 a
 c

ha
ng

e 
in

 th
e 

pe
rio

d 
of

 su
sp

en
si

on
 a

nd
 H

os
ts

 ju
dg

e 
th

at
 it

 w
ill

 n
ot

 im
pe

de
 

th
e 

ex
ec

ut
io

n 
of

 th
e 

re
se

ar
ch

 p
la

n,
 H

os
ts

 m
ay

 su
bm

it 
Fo

rm
 1

0 
(A

pp
lic

at
io

n 
fo

r t
he

 F
el

lo
w

sh
ip

 
Su

sp
en

si
on

/C
ha

ng
e 

in
 P

er
io

d)
. I

t s
ho

ul
d 

be
 su

bm
itt

ed
 o

ne
 m

on
th

 b
ef

or
e 

th
e 

fir
st

 d
ay

 o
f t

he
 

ex
te

nd
ed

 p
er

io
d 

of
 su

sp
en

si
on

 o
r o

ne
 m

on
th

 b
ef

or
e 

th
e 

la
st

 d
ay

 o
f t

ha
t p

er
io

d.
 A

t t
ha

t t
im

e,
 th

e 
H

os
t s

ho
ul

d 
su

bm
it 

an
 a

m
en

de
d 

di
ag

no
si

s c
er

tif
ic

at
e 

is
su

ed
 b

y 
a 

do
ct

or
 sh

ow
in

g 
th

at
 th

e 
pe

rio
d 

of
 ti

m
e 

th
e 

Fe
llo

w
 w

ou
ld

 n
ot

 b
e 

ab
le

 to
 c

on
ce

nt
ra

te
 o

n 
hi

s/
he

r r
es

ea
rc

h 
ha

s c
ha

ng
ed

. 
 
③ ③

  
R

ec
om

m
en

ci
ng

 th
e 

Fe
llo

w
sh

ip
 

W
he

n 
th

e 
pe

rio
d 

of
 su

sp
en

si
on

 e
nd

s, 
Fe

llo
w

s a
re

 to
 re

st
ar

t t
he

ir 
fe

llo
w

sh
ip

s. 
A

t t
ha

t t
im

e,
 H

os
ts

 
sh

ou
ld

 su
bm

it 
Fo

rm
 1

1 
(N

ot
ic

e 
of

 F
el

lo
w

sh
ip

 R
ec

om
m

en
ce

m
en

t).
 It

 sh
ou

ld
 b

e 
su

bm
itt

ed
 o

ne
 

m
on

th
 b

ef
or

e 
th

e 
en

d 
of

 th
e 

su
sp

en
de

d 
pe

rio
d.

 A
 c

er
tif

ic
at

e 
by

 a
 d

oc
to

r m
us

t a
ls

o 
be

 su
bm

itt
ed

 a
s 

a 
do

cu
m

en
t s

ho
w

in
g 

th
at

 m
ed

ic
al

 tr
ea

tm
en

t f
or

 th
e 

in
ju

ry
 o

r i
lln

es
s h

as
 b

ee
n 

do
ne
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55
..
 受受
入入
研研
究究
者者
及及
びび
受受
入入
研研
究究
機機
関関
のの
変変
更更
、、
情情
報報
修修
正正
等等

  

  

（（
11
））

 受受
入入
研研
究究
者者
及及
びび
受受
入入
研研
究究
機機
関関
のの
変変
更更
のの
趣趣
旨旨
  

研
究
員
は
、
受
入
研
究
者
と
の
共
同
研
究
に
お
け
る
研
究
計
画
と
そ
の
進
展
の
見
込
み
、
受
入
研
究
機
関

の
受
入
体
制
に
つ
い
て
審
査
を
経
た
上
で
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
受
入
研
究
者
又
は
受
入
研
究

機
関
の
変
更
は
、
共
同
研
究
の
基
礎
を
変
更
す
る
も
の
で
あ
り
、
原
則
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
採
用
の

際
の
申
請
書
に
記
載
さ
れ
た
研
究
計
画
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
不
可
能
又
は
著
し
く
困
難
と
判
断
さ
れ

る
場
合
に
は
、
研
究
員
の
採
用
が
取
り
消
さ
れ
ま
す
。
 

た
だ
し
、
以
下
に
掲
げ
る
特
別
の
事
情
が
あ
り
、
か
つ
当
初
の
研
究
計
画
を
変
更
す
る
も
の
で
な
い
こ
と

が
十
分
に
確
証
さ
れ
る
と
学
振
が
判
断
し
た
場
合
に
限
り
、
受
入
研
究
者
又
は
受
入
研
究
機
関
の
変
更
を
認

め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

(
ア
) 
受
入
研
究
者
が
病
気
又
は
死
亡
に
よ
り
共
同
研
究
が
不
可
能
に
な
っ
た
場
合
 

(
イ
) 
受
入
研
究
者
が
人
事
異
動
に
よ
り
所
属
機
関
を
変
更
し
、
研
究
員
も
受
入
研
究
者
と
同
じ
機
関
に

移
る
場
合
 

(
ウ
) 
そ
の
他
特
別
な
事
情
に
よ
り
、
当
初
の
受
入
研
究
者
又
は
受
入
研
究
機
関
に
よ
る
受
入
れ
を
継
続

し
た
場
合
、
当
初
の
研
究
計
画
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
不
可
能
又
は
著
し
く
困
難
と
判
断
さ

れ
る
が
、
受
入
研
究
者
又
は
受
入
研
究
機
関
を
変
更
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
初
の
研
究
計
画
の
目

的
を
達
成
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
場
合
 

  （（
22
））

 受受
入入
研研
究究
者者
変変
更更
のの
手手
続続
  

①①
 
変変
更更
前前
のの
受受
入入
研研
究究
者者
がが
行行
うう
ここ
とと

  

受
入
研
究
機
関
を
通
じ
て
事
前
に
学
振
へ
連
絡
の
上
、
以
下
の
事
項
を
説
明
す
る
文
書
（
様
式
自
由
）
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

➢
 
受
入
研
究
者
を
変
更
し
て
も
研
究
計
画
の
遂
行
に
支
障
が
な
い
理
由
 

➢
 
新
し
い
受
入
研
究
者
と
当
該
研
究
課
題
と
の
関
連
性
及
び
適
格
性
 

➢
 
新
し
い
受
入
研
究
者
の
略
歴
及
び
研
究
成
果
発
表
状
況
 

➢
 
新
し
い
受
入
研
究
者
の
了
解
の
有
無
 

 

②②
 
変変
更更
後後
のの
受受
入入
研研
究究
者者
がが
行行
うう
ここ
とと

  

受
入
研
究
機
関
を
通
じ
て
事
前
に
「
受
入
承
諾
兼
誓
約
書
（
様
式

A
）
」
及
び
変
更
後
の
受
入
研
究
機
関
長

名
で
の
「
受
入
研
究
者
・
研
究
機
関
変
更
願
（
様
式

8
）
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 

（ （
33
））

 受受
入入
研研
究究
機機
関関
変変
更更
のの
手手
続続
  

変
更
前
の
受
入
研
究
機
関
を
通
じ
て
事
前
に
学
振
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
変
更
後
に
新
し
い
受
入
研
究

機
関
を
通
じ
て
「
受
入
研
究
者
・
研
究
機
関
変
更
願
（
様
式

8
）
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 （（
44
））

 受受
入入
研研
究究
機機
関関
のの
名名
称称
等等
変変
更更
のの
手手
続続
  

組
織
再
編
等
に
よ
り
、
受
入
研
究
機
関
の
名
称
等
の
変
更
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
「
受
入
研
究
者
・
研
究

機
関
変
更
願
（
様
式

8
）
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
受
入
研
究
者
が
複
数
の
研
究
員
を
受
け
入
れ

て
い
る
場
合
は
、
受
入
中
（
又
は
受
入
予
定
）
の
研
究
員
の
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ

ID
、
氏
名
及
び
変
更
内
容
を

別
紙
に
ま
と
め
て
提
出
し
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
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CH
AN

G
ES

 D
U

RI
N

G
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EL
LO

W
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U
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5.

 
C

H
A

N
G

IN
G

 H
O

ST
S/

IN
ST

IT
U

T
IO

N
S 

O
R

 A
M

EN
D

IN
G

 IN
FO

R
M

AT
IO

N
 

 (1
) 

Pu
rp

os
e 

of
 C

ha
ng

in
g 

H
os

ts
 o

r 
In

st
itu

tio
ns

 
Fe

llo
w

s a
re

 a
w

ar
de

d 
fe

llo
w

sh
ip

s b
as

ed
 u

po
n 

th
e 

jo
in

t r
es

ea
rc

h 
pl

an
 w

ith
 th

ei
r H

os
ts

, t
he

 p
ro

sp
ec

ts
 

of
 a

ch
ie

vi
ng

 th
e 

pl
an

’s
 o

bj
ec

tiv
es

, a
nd

 a
n 

in
sp

ec
tio

n 
of

 th
e 

In
st

itu
tio

n’
s s

et
up

 fo
r r

ec
ei

vi
ng

 th
e 

Fe
llo

w
s. 

A
s c

ha
ng

in
g 

H
os

ts
 o

r I
ns

tit
ut

io
ns

 is
 d

ee
m

ed
 to

 a
lte

r t
he

 b
as

is
 fo

r a
pp

ro
vi

ng
 th

e 
jo

in
t 

re
se

ar
ch

, s
uc

h 
re

qu
es

ts
 a

re
 n

ot
 g

ra
nt

ed
 a

s a
 ru

le
. I

f J
SP

S 
de

em
s i

t i
m

po
ss

ib
le

 o
r e

xt
re

m
el

y 
di

ffi
cu

lt 
to

 a
ch

ie
ve

 th
e 

ob
je

ct
iv

es
 o

f t
he

 in
iti

al
 re

se
ar

ch
 p

la
n 

st
at

ed
 in

 th
e 

fe
llo

w
sh

ip
 a

pp
lic

at
io

n,
 th

e 
fe

llo
w

sh
ip

 w
ill

 b
e 

ca
nc

el
ed

. 
Th

is
 p

ol
ic

y 
no

tw
ith

st
an

di
ng

, t
he

re
 a

re
 ti

m
es

 w
he

n 
JS

PS
 m

ay
 ju

dg
e 

a 
ch

an
ge

 o
f H

os
ts

 a
nd

/o
r 

In
st

itu
tio

ns
 n

ot
 to

 im
pe

de
 th

e 
pr

og
re

ss
 o

f t
he

 jo
in

t r
es

ea
rc

h 
st

ip
ul

at
ed

 in
 th

e 
in

iti
al

 re
se

ar
ch

 p
la

n 
an

d 
gr

an
t p

er
m

is
si

on
 fo

r F
el

lo
w

s t
o 

m
ak

e 
th

e 
ch

an
ge

. 
Su

ch
 p

er
m

is
si

on
 m

ay
 b

e 
gi

ve
n 

fo
r t

he
 fo

llo
w

in
g 

re
as

on
s:

 
(a

) W
he

n 
H

os
ts

 b
ec

om
e 

si
ck

, d
ie

 o
r a

re
 o

th
er

w
is

e 
un

ab
le

 to
 c

on
tin

ue
 th

e 
jo

in
t r

es
ea

rc
h.

 
(b

) W
he

n 
H

os
ts

 tr
an

sf
er

 to
 a

no
th

er
 in

st
itu

tio
n 

an
d 

Fe
llo

w
s t

ra
ns

fe
r t

o 
th

e 
sa

m
e 

in
st

itu
tio

n.
 

 (
c)

 W
he

n 
co

nt
in

ui
ng

 th
e 

fe
llo

w
sh

ip
 u

nd
er

 H
os

ts
 a

nd
/o

r I
ns

tit
ut

io
ns

 w
ou

ld
 re

nd
er

 it
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
im

po
ss

ib
le

 o
r e

xt
re

m
el

y 
di

ff
ic

ul
t t

o 
ac

hi
ev

e 
th

e 
ob

je
ct

iv
es

 o
f t

he
 in

iti
al

 re
se

ar
ch

 p
la

n 
an

d 
ch

an
gi

ng
 o

ne
 o

r b
ot

h 
of

 th
em

 w
ou

ld
 m

ak
e 

it 
po

ss
ib

le
 to

 a
ch

ie
ve

 th
os

e 
ob

je
ct

iv
es

. 
 (2

) 
Pr

oc
ed

ur
e 

fo
r 

C
ha

ng
in

g 
H

os
ts

 
① ①

 
Pr

oc
ed

ur
es

 th
at

 c
ur

re
nt

 H
os

ts
 sh

ou
ld

 c
ar

ry
 o

ut
 b

ef
or

e 
ch

an
gi

ng
 H

os
ts

 
W

he
n 

a 
ch

an
ge

 o
f H

os
ts

 in
 d

es
ire

d,
 JS

PS
 sh

ou
ld

 b
e 

co
nt

ac
te

d 
in

 a
dv

an
ce

 v
ia

 th
e 

H
os

t I
ns

tit
ut

io
n.

 
A

 w
rit

te
n 

ex
pl

an
at

io
n 

fo
r t

he
 c

ha
ng

e 
is

 to
 b

e 
pr

ov
id

ed
 to

 in
cl

ud
e 

th
e 

fo
llo

w
in

g 
ite

m
s. 

(F
re

e 
fo

rm
at

) 
➢

 
W

hy
 c

ha
ng

in
g 

H
os

ts
 w

ill
 n

ot
 im

pe
de

 th
e 

ex
ec

ut
io

n 
of

 th
e 

re
se

ar
ch

 p
la

n.
 

➢
 

N
ew

 H
os

ts
’ f

am
ili

ar
ity

 w
ith

 th
e 

su
bj

ec
t r

es
ea

rc
h 

an
d 

su
ita

bi
lit

y 
to

 c
ar

ry
 it

 o
ut

. 
➢

 
A

 p
ro

fil
e 

of
 n

ew
 H

os
ts

 a
nd

 a
 li

st
 o

f t
he

ir 
re

se
ar

ch
 re

su
lts

. 
➢

 
A

 st
at

em
en

t f
ro

m
 n

ew
 H

os
ts

 st
at

in
g 

th
at

 th
ey

 a
re

 w
ill

in
g 

to
 a

cc
ep

t t
he

 F
el

lo
w

s.
 

 
② ②

 
Pr

oc
ed

ur
e 

to
 b

e 
ta

ke
n 

by
 n

ew
 H

os
ts

  
N

ew
 H

os
ts

 a
re

 to
 su

bm
it 

Fo
rm

 A
 (N

ot
ic

e 
of

 A
cc

ep
ta

nc
e 

an
d 

Pl
ed

ge
) a

nd
 F

or
m

 8
 (A

pp
lic

at
io

n 
fo

r 
th

e 
C

ha
ng

e 
of

 H
os

t R
es

ea
rc

he
r/H

os
t I

ns
tit

ut
io

n)
 in

 th
e 

na
m

e 
of

 th
e 

he
ad

 o
f t

he
 In

st
itu

tio
ns

 a
fte

r 
th

e 
ch

an
ge

 to
 JS

PS
 v

ia
 th

ei
r I

ns
tit

ut
io

ns
 b

ef
or

e 
ch

an
gi

ng
 H

os
ts

. 
 (3

) 
C

ha
ng

in
g 

In
st

itu
tio

ns
 

H
os

ts
 sh

ou
ld

 c
on

ta
ct

 JS
PS

 in
 a

dv
an

ce
 v

ia
 th

ei
r c

ur
re

nt
 In

st
itu

tio
n.

 T
he

n,
 su

bm
it 

Fo
rm

 8
 to

 JS
PS

 
vi

a 
th

e 
ne

w
 In

st
itu

tio
n.

 
 

(4
) 

C
ha

ng
in

g 
of

 In
st

itu
tio

ns
’ I

nf
or

m
at

io
n 

JS
PS

 sh
ou

ld
 a

ls
o 

be
 c

on
ta

ct
ed

 u
si

ng
 F

or
m

 8
 if

 th
e 

na
m

e 
of

 a
n 

In
st

itu
tio

n 
ch

an
ge

s d
ue

 to
 it

s 
co

nv
er

si
on

 o
r o

th
er

 re
as

on
s. 

If
 a

 H
os

t i
s h

os
tin

g 
(o

r w
ill

 b
e 

ho
st

in
g)

 m
or

e 
th

an
 o

ne
 F

el
lo

w,
 th

ei
r 

Fe
llo

w
sh

ip
 ID

s, 
na

m
es

 a
nd

 d
et

ai
ls

 o
f t

he
 c

ha
ng

es
 c

an
 b

e 
su

bm
itt

ed
 jo

in
tly

 o
n 

a 
se

pa
ra

te
 sh
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55
））

 そそ
のの
他他
基基
本本
事事
項項
のの
修修
正正
手手
続続

  

以
下
の
事
項
に
該
当
す
る
場
合
、
「
受
入
研
究
者
及
び
外
国
人
特
別
研
究
員
に
係
る
情
報
修
正
届
（
様
式

9
）
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
受
入
研
究
者
が
複
数
の
研
究
員
を
受
け
入
れ
て
い
る
場
合
は
、
受

入
中
（
又
は
受
入
予
定
）
の
研
究
員
の
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ

I
D
、
氏
名
及
び
変
更
内
容
を
別
紙
に
ま
と
め
て
提

出
し
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
  

 ➢
 
受
入
研
究
者
が
受 受
入入
研研
究究
機機
関関
内内
でで
異異
動動
（
引
き
続
き
同
一
機
関
に
は
所
属
す
る
が
、
昇
進
等
に
よ
り
、

部
局
名
や
職
名
、
連
絡
先
等
が
変
わ
っ
た
と
き
）
す
る
場
合

  

➢
 
受
入
研
究
者
が
職
務
上
用
い
る
氏
名
に
変
更
が
あ
る
場
合
等
、
申
請
時
の
受
入
研
究
者
の
情
報
か
ら
変

更
が
あ
る
場
合
  

➢
 
外
国
人
特
別
研
究
員
の
氏
名
、
所
属
機
関
等
、
申
請
時
の
外
国
人
特
別
研
究
員
の
情
報
か
ら
変
更
が
あ

る
場
合
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s c
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 b
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r f
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w
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s, 
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m
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, a
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 c
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it 
it 

to
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ra
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e 
sa

m
e 

In
st

itu
tio

n 
(d

ue
 to

 a
 p

ro
m

ot
io

n 
or

 o
th

er
 re

as
on

s, 
th

ei
r 

di
vi

si
on

 n
am

e,
 p

os
iti

on
 ti

tle
, c

on
ta

ct
 a

dd
re

ss
 o

r o
th

er
 in

fo
rm

at
io

n 
ch

an
ge

s w
hi

le
 re

m
ai

ni
ng

 in
 th

e 
sa

m
e 

In
st

itu
tio

n)
  

➢
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➢
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66
．．
報報
酬酬
のの
受受
給給

  
  （（
11
））

 
報報
酬酬
のの
受受
給給
のの
可可
否否
  

研
究
員
は
、
採
用
期
間
中
、
業
務
遂
行
等
に
よ
る
報
酬
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
場

合
、
以
下
の
①
～
④
の
全
て
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

①
 
研
究
員
の
研
究
課
題
の
研
究
遂
行
に
支
障
が
生
じ
な
い
こ
と
。
 

②
 
雇
用
契
約
を
締
結
し
な
い
業
務
で
あ
る
こ
と
。
 

③
 
在
留
資
格
で
認
め
ら
れ
て
い
る
範
囲
内
の
業
務
で
あ
る
こ
と
。
 

④
 
従
事
す
る
前
に
受
入
研
究
者
に
「
報
酬
受
給
報
告
書
（
様
式

1
9
）
」
の
内
容
を
報
告
し
、
受
入
研
究
者
の

了
解
を
得
て
い
る
こ
と
。
 

  
こ
の
う
ち
、
③
に
関
連
し
て
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
活
動
が
認
め
ら
れ
て
い
る
か
判
然
と
し
な
い
場
合
は
、

地
方
出
入
国
在
留
管
理
官
署
ま
た
は
外
国
人
在
留
総
合
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
 

ま
た
、
自
ら
の
在
留
資
格
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
収
入
を
伴
う
事
業
を
運
営
す
る
活
動
ま
た
は
報
酬
を
受
け
る

活
動
を
証
明
す
る
文
書
と
し
て
就
労
資
格
証
明
書
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
の
交
付
を
希
望
す
る
場
合
は
、
申
請
者

の
住
居
地
を
管
轄
す
る
地
方
出
入
国
在
留
管
理
官
署
に
対
し
て
就
労
資
格
証
明
書
交
付
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
 

そ
の
他
、
在
留
資
格
に
関
連
し
た
手
続
き
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
出
入
国
在
留
管
理
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確

認
し
た
り
、
地
方
出
入
国
在
留
管
理
官
署
ま
た
は
外
国
人
在
留
総
合
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
問
い
合

わ
せ
た
り
す
る
な
ど
し
て
、
最
新
の
情
報
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 

報
酬
を
受
給
し
た
場
合
の
、
学
振
が
外
国
人
特
別
研
究
員
に
支
給
す
る
滞
在
費
の
税
務
上
の
取
扱
い
に
関
す
る

国
税
庁
の
見
解
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。
 

 

以
下
の
２
点
を
踏
ま
え
て
滞
在
費
は
引
き
続
き
課
税
対
象
と
な
ら
な
い
旨
を
了
解
し
て
い
る
。
 

 ・
外
国
人
特
別
研
究
員
が
得
る
報
酬
が
著
し
く
高
額
で
な
い
こ
と
 

・
租
税
条
約
に
お
い
て
、
我
が
国
の
居
住
者
に
該
当
す
る
こ
と
 

 

な
お
、
著
し
く
高
額
か
の
判
断
は
、
研
究
に
専
念
せ
ず
、
い
た
ず
ら
に
報
酬
を
得
る
活
動
を
し
て
社
会

通
念
上
高
額
な
報
酬
を
得
て
い
る
よ
う
な
事
例
を
想
定
し
て
い
る
。

 

  

な
お
、
報
酬
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
会
社
そ
の
他
の
団
体
の
役
員
に
な
る
こ
と
や
、
自
ら
営
利
企
業
を
営
む

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

 
ま
た
、
複
数
の
支
給
者
か
ら
報
酬
（
※
）
を
得
て
い
る
場
合
は
、
個
別
に
所
得
税
の
確
定
申
告
（
毎
年

2月
中

旬
～
3月
中
旬
）
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
報
酬
支
給
者
か
ら
年
末
調
整
関
係
書
類
（
扶
養
控
除
等
申
告
書

等
）
の
提
出
を
求
め
ら
れ
た
場
合
、
受
入
機
関
に
て
対
応
く
だ
さ
い
。
 

※
学
振
か
ら
支
給
さ
れ
る
滞
在
費
等
の
経
費
は
こ
れ
に
含
ま
れ
な
い
。
 

 確
定
申
告
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
U
R
Lを
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
 

外
国
人
向
け
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
入
力
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
簡
易
版
）
 

h
tt

ps
:/

/w
w

w
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.g

o.
jp

/t
ax

es
/s

h
ir

ab
er

u
/s

h
in

ko
ku

/t
eb

ik
i/

20
21

/p
df

/0
61

.p
df

 
 租
税
条
約
に
関
す
る
手
続
き
は
報
酬
支
給
元
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
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(1
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r 

R
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n 

 
Fe
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w

s m
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 re
ce
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e 
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un
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k 
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 c
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ll 
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: 

①
 

Th
e 

w
or

k 
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 n
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e 

w
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e 

Fe
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w
s’ 
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 c
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r r
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h 
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②
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e 
w
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k 
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 n
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e 
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g 

an
 e

m
pl
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m
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t c
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③
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e 

w
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k 
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e 
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e 
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ed
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y 
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e 
Fe
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w
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a 

st
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④
 

B
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s m
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 d
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 c
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m
 1
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os

t r
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 c
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R
eg

io
na

l I
m

m
ig

ra
tio

n 
B

ur
ea

u 
or

 th
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e 
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 b
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ce
iv

ed
, F

el
lo

w
s a

re
 n

ot
 a

llo
w

ed
 to

 h
ol

d 
po

si
tio

ns
 a

s 
ex

ec
ut

iv
es

 in
 c

om
pa

ni
es

 o
r o

th
er

 o
rg

an
iz

at
io

ns
, o

r t
o 

op
er

at
e 

pr
of

it-
m

ak
in

g 
en

te
rp

ris
es

 o
n 

th
ei

r o
w

n.
 

 If
 re

m
un

er
at

io
n 

(※
) i

s r
ec

ei
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Ⅲ
 
採
用
期
間
中
の
各
種
変
更
等
の
手
続
 

 
J3

5 

（（
22
））

 
報報
酬酬
受受
給給
報報
告告
書書
（（
様様
式式

11
99
））
のの
提提
出出
  

採
用
期
間
中
に
報
酬
を
受
給
し
た
研
究
員
の
受
入
研
究
者
は
、
研
究
員
の
採
用
期
間
終
了
後
１
か
月
以
内
に
、

受
入
研
究
機
関
の
事
務
担
当
部
署
を
通
じ
て
「
報
酬
受
給
報
告
書
（
様
式

19
）
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 

報
告
の
対
象
は
、
採
用
期
間
中
に
業
務
遂
行
等
を
行
っ
た
も
の
の
報
酬
で
す
。
振
込
が
採
用
期
間
終
了
後
と
な

る
場
合
も
報
告
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
採
用
中
断
中
に
行
っ
た
活
動
も
報
酬
受
給
報
告
書
（
様
式
1
9
）
の

対
象
と
な
り
ま
す
。
 

 期
限
内
に
報
酬
受
給
報
告
書
（
様
式
1
9
）
が
提
出
さ
れ
な
い
場
合
、
報
酬
受
給
報
告
書
（
様
式
1
9
）
の
内
容
に

虚
偽
の
記
載
が
あ
っ
た
場
合
、
ま
た
は
上
記
(
1)
に
示
さ
れ
た
事
項
に
反
す
る
活
動
が
あ
っ
た
場
合
は
、
当
該
の

活
動
が
あ
っ
た
月
に
つ
い
て
滞
在
費
の
戻
入
を
請
求
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
や
む
を
え
な
い
理
由
に
よ
り
提
出

期
限
内
に
報
酬
受
給
報
告
書
（
様
式
1
9
）
を
提
出
で
き
な
い
場
合
は
、
す
み
や
か
に
学
振
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
学
振
か
ら
、
受
入
研
究
者
に
対
し
て
、
本
報
告
の
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
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Ⅳ
  
支支
給給
経経
費費

 

 
 研
究
員
に
支
給
さ
れ
る
経
費
（
費
目
・
支
給
額
）
と
そ
の
支
給
方
法
は
、
下
表
の
と
お
り
で
す
。
学
振
は
、
支

給
基
準
、
規
則
等
に
係
る
変
更
の
交
渉
に
は
応
じ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
学
振
は
同
伴
者
の
経
費
を
負
担
し
ま
せ
ん
。
  

本本
手手
引引
にに
指指
示示
ささ
れれ
てて
いい
るる
書書
類類
のの
提提
出出
期期
限限
、、
連連
絡絡
方方
法法
等等
がが
守守
らら
れれ
なな
いい
場場
合合
にに
はは
、、
学学
振振
はは
経経
費費
のの
支支

給給
をを
行行
わわ
なな
いい
、、
又又
はは
止止
めめ
るる
ここ
とと
がが
ああ
りり
まま
すす
。
 

  
             

 （
※
1）
こ
れ
ら
の
経
費
に
つ
い
て
は
、
支
給
条
件
を
満
た
し
た
者
に
の
み
支
給
さ
れ
ま
す
。
詳
細
は
必
ず
以
下
「

3．

渡
日
一
時
金
」
及
び
「
4
．
渡
航
費
」
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。
 

（
※
2）
学
振
が
行
う
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
等
に
参
加
す
る
研
究
員
に
は
、
学
振
が
国
内
研
究
旅
費
を
別
途
負
担

し
ま
す
。
支
給
額
に
つ
い
て
は
、
学
振
の
旅
費
規
程
に
準
じ
ま
す
。
 

 

11
..
 支支
給給
経経
費費
のの
性性
格格

  

  
研
究
員
と
学
振
と
の
間
に
は
雇
用
関
係
は
あ
り
ま
せ
ん
。
学
振
が
研
究
員
に
支
給
す
る
滞
在
費
及
び
そ
の
他
の

経
費
は
、
日
本
で
研
究
活
動
を
行
う
た
め
の
滞
在
に
必
要
な
経
費
で
あ
り
、
旅
費
に
相
当
す
る
も
の
で
す
（
研
究

員
の
研
究
活
動
（
労
務
）
の
対
価
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
。
 

な
お
、
税
務
上
の
取
扱
い
に
関
す
る
国
税
庁
の
見
解
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。
 

 学
振
が
研
究
員
に
支
給
し
て
い
る
滞
在
費
、
そ
の
他
の
支
給
経
費
は
、
雇
用
に
基
づ
く
給
与
所
得
で
は
な
く
、

源
泉
徴
収
の
対
象
に
な
ら
な
い
。
ま
た
、
こ
の
支
給
経
費
は
、
研
究
員
が
日
本
に
滞
在
す
る
に
際
し
て
必
要
な

旅
費
で
あ
り
、
実
費
弁
償
の
範
囲
に
止
ま
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
の
で
、
課
税
関
係
は
生
じ
な
い
も
の
と
取
り

扱
っ
て
差
し
支
え
な
い
。
 

    

支
給
対
象
者
  

支
給
経
費
 

外
国
人
特
別
研
究
員
 

一
般
 

（
※
2）

 

欧
米
短
期
 

A
S
E
A
N
/ア
フ
リ
カ
短
期
 

（
※

2）
 

滞
在
費
（
月
額
）
 

3
6
2
,
0
00
円
 

博
士
学
位
有
 
3
6
2
,
0
00
円
 

博
士
学
位
無
 
 
2
00
,
0
00
円
 

渡
日
一
時
金
（
定
額
）
 

（
※
1）

 
2
0
0
,
0
00
円
 

往
復
国
際
航
空
券
 

（
※
1）

 
現
物
支
給
 

海
外
旅
行
保
険
 

Ⅳ
-
5
「
海
外
旅
行
保
険
に
係
る
保
険
料
」
を
参
照
く
だ
さ
い
。
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22
..
 滞滞
在在
費費

  
  
研
究
員
が
日
本
国
内
に
お
い
て
研
究
活
動
に
従
事
す
る
た
め
の
日
常
生
活
に
必
要
な
費
用
に
充
て
る
た
め
の
経

費
と
し
て
滞
在
費
を
支
給
し
ま
す
。
滞
在
費
が
支
給
さ
れ
て
い
る
期
間
は
、
他
の
経
費
に
よ
る
日
当
の
支
給
を
受

け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

 

（（
11
））

 支支
給給
額額
  

Ⅳ
「
支
給
経
費
」
の
表
に
基
づ
き
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
ご
と
に
定
め
ら
れ
た
金
額
を
支
給
し
ま
す
。
総
額
は
当
該

額
に
採
用
月
数
を
乗
じ
た
額
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
採
用
期
間
を
短
縮
す
る
又
は
採
用
期
間
中
の
一
時
出
国

を
す
る
場
合
は
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

な
お
、
外
特
（
欧
米
短
期
）
、
外
特
（
A
SE
A
N
/ア
フ
リ
カ
短
期
）
に
お
い
て
は
、
研
究
員
の
学
位
の
有
無
に
よ

っ
て
滞
在
費
（
月
額
）
が
異
な
り
ま
す
。
来
日
便
の
フ
ラ
イ
ト
発
券
前
ま
で
に
必
ず
学
位
記
等
（
Ⅱ

-
2
-(
3
)「

学

位
記
等
（
学
位
記
・
学
位
取
得
証
明
書
・
学
位
取
得
見
込
証
明
書
）
の
提
出
」
参
照
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
採採

用用
期期
間間
開開
始始
日日
以以
降降
にに
学学
位位
記記
又又
はは
学学
位位
取取
得得
証証
明明
書書
のの
提提
出出
がが
ああ
っっ
たた
場場
合合
、、
学学
振振
へへ
のの
提提
出出
日日
かか
らら
起起
算算

しし
てて
翌翌
月月
以以
降降
最最
初初
のの
支支
給給
分分
かか
らら
、、
支支
給給
すす
るる
滞滞
在在
費費
をを
増増
額額
しし
まま
すす
。。
た
だ
し
、
既
支
給
分
を
遡
っ
て
増

額
す
る
こ
と
は
し
ま
せ
ん
。
  

 

（（
22
））

 支支
給給
日日
及及
びび
支支
給給
方方
法法
  

滞
在
費
の
支
給
日
は
、
原
則
、
前
月
の
月
末
で
す
。
 

初
回
分
の
滞
在
費
は
、
様
式

1
及
び
様
式

2
の
提
出
の
確
認
後
に

2
.5
～
3
ヶ
月
分
を
ま
と
め
て
支
給
し
ま

す
。
支
給
日
を
含
む
詳
細
に
つ
い
て
は
、
振
込
前
に
受
入
機
関
の
事
務
担
当
者
及
び
受
入
研
究
者
へ
メ
ー
ル
で

お
知
ら
せ
す
る
通
知
文
書
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
必
要
書
類
の
提
出
が
遅
れ
る
と
支
給
日
も
遅
く
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
2
回
目
以
降
の
滞
在
費
は
、
「
採
用
期
間
開
始
届
（
様
式

6
）
」
、
研
究
員
本
人
名
義
の
「
銀
行
口
座

届
（
様
式

2）
」
等
及
び
「

RE
C
E
I
P
T」
（
初
回
分
の
滞
在
費
を
受
入
研
究
者
の
口
座
に
振
り
込
ん
だ
場
合
）
の

提
出
の
確
認
後
に
支
給
し
ま
す
。
支
給
日
等
の
案
内
は
行
い
ま
せ
ん
。
 

 
 
な
お
、
最
初
と
最
後
の
支
給
月
に
お
い
て
は
、
来
日
時
期
（
来
日
す
る
月
の
前
半
：
～

15
日
・
同
後
半
：
 

1
6
日
～
）
に
応
じ
て
滞
在
費
を
半半
月月
単単
位位
でで
支
給
し
ま
す
。

 

 ＜
例
＞
 

来
日
日
が
月
の

15
日
以
前
の
場
合
：
 

最
初
の
月
（
来
日
月

)に
1
か
月
分
を
支
給
し
、
最
後
の
月
（
離
日
月
）
は
支
給
し
ま
せ
ん
。
 

来
日
日
が
月
の

16
日
以
降
の
場
合
：
 

最
初
の
月
（
来
日
月
）
に
半
月
分
を
支
給
し
、
最
後
の
月
（
離
日
月
）
に
半
月
分
を
支
給
し
ま
す
。
 

 

 
 
会
計
年
度
初
月
分
（

4
月
分
）
に
お
い
て
は
、
上
記
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

 
 
支
給
日
は
学
振
の
設
定
し
た
日
（
各
月
の

1
0
日
、

20
日
、
3
0
日
の
前
後
の
日
）
と
な
り
ま
す
。
 

 
 
予予
算算
管管
理理
、、
経経
理理
のの
都都
合合
上上
、、
予予
告告
なな
くく
上上
記記
のの
支支
給給
日日
・・
支支
給給
方方
法法
をを
変変
更更
すす
るる
場場
合合
がが
ああ
りり
まま
すす
。。
  

 
 

研研
究究
員員
及及
びび
受受
入入
研研
究究
者者
へへ
のの
おお
願願
いい
  

支
給
さ
れ
た
滞
在
費
及
び
そ
の
他
の
経
費
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
研
究
員
が
責
任
を
持
っ
て
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
学
振
は
経
費
の
不
足
に
よ
る
前
借
り
及
び
そ
の
他
の
相
談
に
は
一
切
応
じ
ま
せ
ん
。
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33
..
 渡渡
日日
一一
時時
金金

  
  

  

 

研
究
員
が
本
国
か
ら
持
ち
込
む
荷
物
の
輸
送
費
等
に
係
る
経
費
と
し
て
、
渡
日
一
時
金
を
支
給
し
ま
す
。
 

渡
日
一
時
金
は
、
初
回
分
の
滞
在
費
の
支
給
時
に
合
わ
せ
て
定
額
を
支
給
し
ま
す
。
た
だ
し
、
以
下
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
場
合
は
支
給
し
ま
せ
ん
。
 

①
 
留
学
や
就
業
、
そ
の
他
私
的
理
由
に
よ
り
、
採
用
期
間
開
始
日
以
前
か
ら
日
本
に
生
活
の
実
態
が
恒
常

的
に
あ
る
と
学
振
が
判
断
し
た
場
合
 

②
 
外
特
（
欧
米
短
期
）、
外
特
（
A
S
E
A
N
/ア
フ
リ
カ
短
期
）
の
採
用
者
で
、
採
用
期
間
が

3
か
月
未
満
の
場

合
 

※
採
用
開
始
時
点
で
有
効
な
在
留
カ
ー
ド
を
所
持
し
て
い
る
場
合
は
、
原
則
と
し
て
①
に
該
当
す
る
と
見
な

し
ま
す
。
 

  

44
..
 渡渡
航航
費費

  

  
研
究
員
が
来
日
及
び
離
日
す
る
た
め
の
経
費
と
し
て
、
学
振
が
指
定
す
る
旅
行
代
理
店
経
由
で
航
空
券
（
現
物
）

を
支
給
し
ま
す
。
対
象
プ
ロ
グ
ラ
ム
及
び
支
給
可
能
な
航
空
券
の
種
別
は
、
採
用
通
知
に
同
封
さ
れ
て
い
る
「
国

際
航
空
券
手
配
に
関
す
る
説
明
」
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

  

  （（
11
））

 支支
給給
条条
件件
  

学
振
が
支
給
す
る
航
空
券
は
、
原
則
と
し
て
、
次
の
い
ず
れ
か
の
場
所
の
所
在
国
の
主
要
な
国
際
空
港
か

ら
日
本
の
受
入
研
究
機
関
の
最
寄
り
の
空
港
ま
で
の
、
最
も
一
般
的
か
つ
経
済
的
な
航
路
に
よ
る
国
際
航
空

券
と
し
ま
す
。
な
お
、
利
用
す
る
航
空
会
社
は
指
定
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
来
日
時
に
往
復
航
空
券
を
手
配

す
る
場
合
、
往
路
出
発
地
と
復
路
到
着
地
は
原
則
同
じ
と
し
ま
す
。
 

(
ア
)申
請
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
研
究
員
の
所
属
機
関
 

(
イ
)申
請
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
研
究
員
の
現
住
所
 

(
ウ
)研
究
員
の
国
籍
国
の
主
要
な
都
市
 

(
エ
)採
用
期
間
終
了
後
に
所
属
す
る
予
定
の
機
関
（
復
路
の
み
）

 

※
来
日
時
に
往
復
航
空
券
を
手
配
済
み
等
、
発
券
済
み
往
路
便
の
到
着
地
を
変
更
す
る
場
合
は
、

 
 
 
 
 

 
 

学
振
が
指
定
す
る
旅
行
代
理
店
を
通
し
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
変
更
等
に
係
る
費
用
が
発
生
し
た

場
合
は
研
究
員
本
人
の
負
担
と
な
り
ま
す
。
 

 

採 採
用用
期期
間間
開開
始始
日日
以以
前前
かか
らら
日日
本本
にに
滞滞
在在
しし
てて
いい
るる
研研
究究
員員
（（
ⅣⅣ
--
33
--
①①
にに
該該
当当
すす
るる
研研
究究
員員
））
にに
はは
、、
往往
路路

航航
空空
券券
はは
支支
給給
しし
まま
せせ
んん
。。
  

 （ （
22
））

 支支
給給
方方
法法
  

航
空
券
の
支
給
を
希
望
す
る
研
究
員
は
、
「「
国国
際際
航航
空空
券券
手手
配配
にに
関関
すす
るる
説説
明明
」」
にに
記記
載載
ささ
れれ
たた
期期
日日
まま
でで

に
、
学
振
が
指
定
す
る
旅
行
代
理
店
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

航 航
空空
券券
発発
券券
後後
のの
キキ
ャャ
ンン
セセ
ルル
・・
変変
更更
はは
、、
同同
旅旅
行行
代代
理理
店店
をを
通通
しし
てて
行行
っっ
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。
まま
たた
、、
キキ
ャャ
ンン

セセ
ルル
・・
変変
更更
等等
にに
係係
るる
費費
用用
がが
発発
生生
しし
たた
場場
合合
はは
、、
研研
究究
員員
本本
人人
のの
負負
担担
とと
なな
りり
まま
すす
。。
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 3.
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T
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N

G
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N
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L
L
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W
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C
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 Th

e 
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w
an
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w
s’ 
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al
 in

 Ja
pa
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 c
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 c
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hi
pp
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g 
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Th
is
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 m
ad

e 
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 p
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t. 
It 

is
 p
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d 
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on
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w
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 m
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H
ow

ev
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 p
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e 
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w
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g 
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①

 I
f J

SP
S 

ju
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w
s 
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lre
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y 
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de
d 
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 Ja
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n 
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h 
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 p
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so
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th
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w

sh
ip

’s
 st

ar
tin

g 
da

te
. 

②
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e 
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w
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※
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 p
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 c
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 c
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S 
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ir 
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 d
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 re
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e 
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t p
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 b
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 ru
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at
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 m
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l a

irp
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g 
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e 

ne
ar

es
t a

irp
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 F
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 b
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 p
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e 
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 p

oi
nt

 a
re

, a
s a

 ru
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 F
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 c
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 d
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 c
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t p
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at
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 m
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 d
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 F

el
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t p
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 b
y 

ch
an

gi
ng
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r 

ca
nc

el
in

g 
th

ei
r 

fli
gh
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支
給
経
費
 

J3
9  

（ （
33
））

 注注
意意
事事
項項
  

次次
のの
各各
項項
目目
のの
いい
ずず
れれ
かか
にに
該該
当当
すす
るる
とと
学学
振振
がが
認認
めめ
たた
場場
合合
、、
天天
変変
地地
異異
のの
発発
生生
にに
よよ
るる
もも
のの
等等
、、
やや
むむ

をを
得得
なな
いい
場場
合合
をを
除除
きき
、、
当当
該該
渡渡
航航
費費
はは
支支
給給
しし
まま
せせ
んん
。。

  

①
 
研
究
員
の
自
己
都
合
に
よ
り
、
旅
行
代
理
店
が
手
配
し
た
航
空
券
を
使
用
し
な
か
っ
た
場
合
 

（
当
該
航
空
券
を
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
場
合
の
キ
ャ
ン
セ
ル
代
等
含
む
）
 

②
 
上
記
(
1)
の
経
路
を
自
己
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
、
追
加
で
発
生
す
る
費
用
 

③
 
上
記
(
2)
の
所
定
の
期
日
ま
で
に
航
空
券
の
申
し
込
み
が
無
い
場
合
 

④
 
航
空
券
を
自
ら
購
入
し
た
場
合

 

⑤
 
他
の
機
関
が
航
空
券
を
支
給
又
は
航
空
運
賃
を
負
担
す
る
場
合
 

⑥
 
採
用
期
間
開
始
日
以
前
か
ら
日
本
に
生
活
の
実
態
が
恒
常
的
に
あ
る
と
学
振
が
判
断
し
た
場
合
（
往
路

分
）
 

⑦
 
採
用
期
間
開
始
日
よ
り
前
に
来
日
し
た
場
合
（
往
路
分
）
(Ⅳ

-
3
-①
に
該
当
す
る
研
究
員
)
 

⑧
 
研
究
員
が
採
用
期
間
終
了
後
、
引
き
続
き
滞
在
す
る
場
合
（
復
路
分
）（
研
究
成
果
の
取
り
ま
と
め
等
の

た
め
に
引
き
続
き
滞
在
す
る
こ
と
を
学
振
が
認
め
た
場
合
を
除
く
）
 

⑨
 
採
用
期
間
終
了
後
、
日
本
で
の
就
職
が
決
ま
っ
て
い
る
場
合
（
復
路
分
）
 

⑩
 
滞
在
費
等
の
戻
入
が
生
じ
、
完
了
し
て
い
な
い
場
合
（
復
路
分
）
 

⑪
 
そ
の
他
学
振
が
渡
航
費
の
支
給
は
適
当
で
は
な
い
と
認
め
た
場
合
 

 

55
..
 海海
外外
旅旅
行行
保保
険険
にに
係係
るる
保保
険険
料料

  
  
学
振
は
、
研
究
員
の
採
用
期
間
中
、
傷
害
及
び
疾
病
に
係
る
海
外
旅
行
保
険
を
付
し
、
保
険
料
を
負
担
し
ま
す
。
 

補
償
内
容
及
び
保
険
会
社
に
対
す
る
手
続
に
つ
い
て
は
、
採
用
通
知
に
同
封
さ
れ
て
い
る
「
海
外
旅
行
保
険
の

ご
案
内
」
を
確
認
の
う
え
、
記
載
の
保
険
代
理
店
又
は
保
険
会
社
に
直
接
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
採
用
期
間
終
了
後
に
引
き
続
き
日
本
に
滞
在
す
る
場
合
の
滞
在
期
間
に
つ
い
て
は
、
本
保
険
で
は
カ
バ

ー
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
採
用
を
中
断
し
て
い
る
期
間
は
、
原
則
と
し
て
海
外
旅
行
保
険
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
 

  

66
..
 支支
給給
済済
経経
費費
のの
学学
振振
へへ
のの
戻戻
入入

  

 

学
振
は
、
採
用
期
間
の
短
縮
、
中
断
又
は
一
時
出
国
等
の
理
由
に
よ
り
、
研
究
員
に
滞
在
費
及
び
そ
の
他
の
支

給
経
費
の
超
過
支
給
が
発
生
し
て
い
る
場
合
に
は
、
研
究
員
に
当
該
経
費
の
戻
入
（
返
金
）
を
要
求
し
、
受
入
研

究
者
宛
に
「
戻
入
通
知
書
」
を
メ
ー
ル
で
送
付
し
ま
す
。
研 研
究究
員員
、、
受受
入入
研研
究究
者者
及及
びび
受受
入入
研研
究究
機機
関関
はは
責責
任任
をを

もも
っっ
てて
戻戻
入入
をを
行行
っっ
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。

  

採
用
期
間
の
短
縮
に
伴
い
、
滞
在
費
及
び
そ
の
他
の
支
給
経
費
の
超
過
支
給
が
発
生
し
て
い
る
場
合
に
は
、
速速

やや
かか
にに
かか
つつ
離離
日日
のの

11
週週
間間
前前
まま
でで
にに
学
振
に
戻
入
し
て
く
だ
さ
い
。
戻戻
入入
がが
生生
じじ
てて
いい
るる
場場
合合
、、
戻戻
入入
がが
完完
了了

すす
るる
まま
でで
復復
路路
のの
航航
空空
券券
をを
発発
券券
すす
るる
ここ
とと
はは
でで
きき
まま
せせ
んん
。。

  

まま
たた
、、
受受
入入
研研
究究
者者
及及
びび
受受
入入
研研
究究
機機
関関
はは
、、
戻戻
入入
がが
でで
きき
るる
だだ
けけ
発発
生生
しし
なな
いい
よよ
うう
、、
研研
究究
員員
のの
採採
用用
期期
間間

及及
びび
支支
給給
経経
費費
等等
にに
密密
接接
にに
関関
連連
すす
るる
事事
項項
（（
採採
用用
期期
間間
のの
短短
縮縮
、、
中中
断断
又又
はは
一一
時時
出出
国国
等等
））
にに
つつ
いい
てて
、、
研研
究究

員員
とと
日日
常常
的的
にに
連連
絡絡
をを
取取
っっ
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。
 

戻
入
に
あ
た
っ
て
の
送
金
手
数
料
（
海
外
送
金
手
数
料
及
び
日
本
で
の
振
込
手
数
料
）
は
、
す
べ
て
研
究
員
が

負
担
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
離
日
後
に
外
国
か
ら
送
金
す
る
場
合
、
手
数
料
が
高
額
（

2
,5
0
0
円
以
上
）
に
な
る

た
め
、
離
日
前
に
戻
入
を
完
了
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

採
用
期
間
終
了
後
、
戻
入
未
完
了
の
者
か
ら
「
証
明
書
交
付
願
（
様
式

1
7）
」
の
提
出
が
あ
っ
た
場
合
、
証
明

書
の
発
行
は
行
い
ま
せ
ん
。
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 c
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 c
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s c
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ra
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l c
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s d
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④
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s p
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⑤
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 b
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⑦
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⑧
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Ⅴ
 
科
学
研
究
費
助
成
事
業
(学
術
研
究
助
成
基
金
助
成
金
)特
別
研
究
員
奨
励
費
）
 

＊
外
特
（
一
般
）
の
み
対
象
＊

 

 
J4

0 

ⅤⅤ
  
科科
学学
研研
究究
費費
助助
成成
事事
業業
（（
学学
術術
研研
究究
助助
成成
基基
金金
助助
成成
金金
））

（（
特特
別別
研研
究究
員員
奨奨
励励
費費
））

  
＊＊
外外
特特
（（
一一
般般
））
のの
みみ
対対
象象
＊＊

  

 外
特
（
一
般
）
に
つ
い
て
は
、
研
究
員
が
採
用
期
間
中
に
受
入
研
究
者
と
共
同
で
行
う
研
究
計
画
の
遂
行
に
必

要
な
研
究
費
の
助
成
を
受
け
る
た
め
、
受
入
研
究
者
は
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
学
術
研
究
助
成
基
金
助
成
金
）

（
特
別
研
究
員
奨
励
費
）
に
応
募
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

 

11
..
 応応
募募
手手
続続

  
  
特
別
研
究
員
奨
励
費
の
募
集
要
領
は

1
月
下
旬
頃
に
公
開
さ
れ
ま
す
。
応
募
に
当
た
っ
て
は
、
研
究
代
表
者

（
外
特
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
け
る
受
入
研
究
者
）
が
受
入
研
究
機
関
を
通
じ
て
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
応
募
時
期

は
、
研
究
員
の
来
日
（
採
用
開
始
）
時
期
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
な
お
、
応
募
後
に
来
日
時
期
の
遅
延
が
判
明
し

た
場
合
は
、
速
や
か
に
受
入
研
究
機
関
事
務
担
当
者
を
通
じ
学
振
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
採
用
開
始
期

限
延
長
の
措
置
を
経
て

1
2
月
以
降
（
1
2
 月

1
 日
～
3
 
月

31
日
）
に
来
日
し
た
場
合
は
、
当
該
年
度
の
特
別
研

究
員
奨
励
費
へ
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。
次
年
度
分
の
特
別
研
究
員
奨
励
費
に
は
応
募
可
能
で
す
。
 

応
募
総
額
は
、
合
議
審
査
区
分
と
採
用
期
間
に
よ
り
異
な
り
ま
す
（
下
表
参
照
）
。
な
お
、
上
限
額
は
、
予
算

の
都
合
上
、
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

 

応
募
区
分
 

応
募
総
額
 

採
用
期
間

24
か
月
 

採
用
期
間

12
か
月
以
上

24
か
月
未
満
 

Ａ
区
分
 

24
0
万
円
以
下
 

12
0
万
円
以
下
 

Ｂ
区
分
（
※
）
 

24
0
万
円
超
 
30
0
万
円
以
下
 

12
0
万
円
超
 
15
0
万
円
以
下
 

（
※
）
研
究
計
画
上
、
応
募
総
額
が
Ａ
区
分
を
超
え
る
必
要
が
あ
る
場
合
。
採
用
時
評
価
を
参
考
に
し
、
そ
の
必
要

性
が
認
め
ら
れ
た
場
合
に
限
り
Ｂ
区
分
と
し
て
配
分
額
を
決
定
す
る
。
 

 

 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
該
当
の
募
集
年
度
の
特
別
研
究
員
奨
励
費
（
外
国
人
特
別
研
究
員
）
募
集
要
領
を
 

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
 

参
考

UR
L
：
h
tt
ps

:/
/w

w
w
.js

ps
.g
o.
jp
/j
-g
ra
n
ts
in
ai
d/

20
_t
ok

u
sh

ou
re
i/
do

w
nl
oa

d.
h
tm

l 
 22
..
 特特
別別
研研
究究
員員
奨奨
励励
費費
のの
交交
付付

  
  
特
別
研
究
員
奨
励
費
の
交
付
を
受
け
る
た
め
に
は
、
応
募
初
年
度
は

4
か
月
を
超
え
る
採
用
期
間
が
必
要
で

す
。
な
お
、
採
用
期
間
の
短
縮
に
伴
い
、
研
究
員
の
採
用
期
間
が
応
募
初
年
度
で

4
か
月
以
下
と
な
っ
た
場
合

は
、
原
則
、
交
付
決
定
後
に
特
別
研
究
員
奨
励
費
を
廃
止
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

 

特
別
研
究
員
奨
励
費
の
応
募
・
交
付
に
つ
い
て
ご
不
明
な
点
が
あ
る
場
合
は
、
受受
入入
研研
究究
機機
関関
事事
務務
担担
当当
者者
をを

通通
じじ
てて
、
下
記
宛
て
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

 【【
特特
別別
研研
究究
員員
奨奨
励励
費費
のの
応応
募募
・・
交交
付付
にに
関関
すす
るる
問問
いい
合合
わわ
せせ
先先
】】
  

・
独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会
 
研
究
助
成
第
一
課
総
務
企
画
係
 

電
話

03
-3
26

3-
09

76
、

09
80
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Ⅵ
 
調
査
研
究
費
＊
外
特
（
欧
米
短
期
）
、
A
SE
A
N
/ア
フ
リ
カ
（
短
期
）
の
み
対
象
＊
 

 
J4

1 

ⅥⅥ
  
調調
査査
研研
究究
費費

  

＊＊
外外
特特
（（
欧欧
米米
短短
期期
））
、、
外外
特特
（（

AA
SS
EE
AA
NN
//
アア
フフ
リリ
カカ
短短
期期
））
のの
みみ
対対
象象
＊＊

 

 外
特
（
欧
米
短
期
）
、
外
特
（

A
S
E
A
N
/
ア
フ
リ
カ
短
期
）
に
つ
い
て
は
、
研
究
員
が
採
用
期
間
中
に
受
入
研
究

者
と
共
同
で
行
う
研
究
の
た
め
の
経
費
と
し
て
、
受
入
研
究
者
は
調
査
研
究
費
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

研
究
員
及
び
受
入
研
究
者
は
、
調
査
研
究
費
の
使
途
に
つ
い
て
十
分
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
交
付
さ
れ
た
調
査

研
究
費
は
、
研
究
の
遂
行
に
際
し
て
直
接
必
要
な
経
費
及
び
研
究
の
取
り
ま
と
め
に
必
要
な
経
費
に
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
 

 

11
..
 申申
請請
手手
続続

  

  
「
調
査
研
究
費
交
付
申
請
書
（
様
式

3）
」
の
提
出
が
あ
っ
た
も
の
に
対
し
交
付
し
ま
す
。
様
式

3
は
、
原
則
と

し
て
採採
用用
期期
間間
開開
始始
日日
のの

33
週週
間間
前前
まま
でで
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
採
用
開
始
後
の
申
請
受
付
は
い
た
し

ま
せ
ん
。
 

調
査
研
究
費
の
申
請
額
の
上
限
は
、
研
究
員
の
採
用
月
数
×

7
0
,
00
0
円
と
な
り
ま
す
。
 

な
お
、
原原
則則
、、
調調
査査
研研
究究
費費
振振
込込
のの
通通
知知
はは
行行
いい
まま
せせ
んん
の
で
、
各
自
で
入
金
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
滞
在

費
と
同
日
に
、
機
関
が
指
定
し
た
口
座
に
送
金
し
ま
す
。
  

 22
..
 調調
査査
研研
究究
費費
のの
管管
理理

  

  
調
査
研
究
費
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
受
入
研
究
者
が
受
入
研
究
機
関
に
経
理
事
務
等
を
委
任
す
る
こ
と

に
よ
り
、
受
入
研
究
機
関
に
お
い
て
「
預
り
金
」
と
し
て
管
理
・
執
行
し
て
く
だ
さ
い
。

 

ま
た
、
科科
学学
研研
究究
費費
助助
成成
事事
業業
とと
同同
じじ
口口
座座
でで
管管
理理
すす
るる
ここ
とと
はは
でで
きき
まま
せせ
んん
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
 

調
査
研
究
費
の
管
理
・
執
行
に
つ
い
て
は
、
次
の
「
調
査
研
究
費
使
用
ル
ー
ル
」
及
び
受
入
研
究
機
関
の
規
程

等
に
沿
っ
て
適
切
に
取
り
扱
っ
て
く
だ
さ
い
。
  

研
究
員
の
採
用
期
間
終
了
後

1
か
月
以
内
に
「
調
査
研
究
費
収
支
決
算
報
告
書
（
様
式

1
6
）
」
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
採
用
期
間
終
了
時
に
お
い
て
調
査
研
究
費
に
未
使
用
分
が
あ
る
場
合
に
は
、
未
使
用
分
の
調
査

研
究
費
を
返
還
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
返
還
方
法
に
つ
い
て
は
、
様
式

16
を
受
領
後
、
受
入
研
究
機
関
の
事
務

担
当
部
署
に
連
絡
い
た
し
ま
す
。
 

 

33
..
 受受
入入
研研
究究
機機
関関
変変
更更
時時
のの
手手
続続

  

  
（（
11
））

 「「
調調
査査
研研
究究
費費
収収
支支
決決
算算
報報
告告
書書
（（
様様
式式

11
66
））
」」
のの
提提
出出
  

原
則
と
し
て
、
「
調
査
研
究
費
収
支
決
算
報
告
書
（
様
式

1
6
）
」
は
変
更
後
の
受
入
研
究
機
関
か
ら
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
受
入
研
究
機
関
変
更
前
に
調
査
研
究
費
の
使
用
が
終
了
し
て
い
た
場
合
は
、
変
更
前
の
受

入
研
究
機
関
か
ら
様
式

1
6
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

（（
22
））

 未未
使使
用用
のの
調調
査査
研研
究究
費費
及及
びび
関関
係係
書書
類類
のの
扱扱
いい
  

未
使
用
の
調
査
研
究
費
が
あ
っ
た
場
合
は
、
変
更
前
の
受
入
研
究
機
関
か
ら
変
更
後
の
受
入
研
究
機
関
に
送
金

す
る
と
と
も
に
、
関
係
書
類
の
写
し
を
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。
受
入
研
究
機
関
変
更
前
の
調
査
研
究
費
使
用
に
係

る
関
係
書
類
の
原
本
は
、
変
更
前
の
受
入
研
究
機
関
が
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
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Ⅵ
 
調
査
研
究
費
＊
外
特
（
欧
米
短
期
）
、
A
SE
A
N
/ア
フ
リ
カ
（
短
期
）
の
み
対
象
＊
 

 
J4
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調調
査査
研研
究究
費費
使使
用用
ルル
ーー
ルル

  
 Ⅰ

 
総
則

 
【
研
究
員
及
び
受
入
研
究
者
の
責
務
】

 
Ⅰ

-
1
 
研
究
員
及
び
受
入
研
究
者
は
、
調
査
研
究
費
が
国
民
か
ら
徴
収
さ
れ
た
税
金
等
で
ま
か
な
わ
れ
る
も
の
で
あ

る
こ
と
に
留
意
し
、
調
査
研
究
費
の
交
付
の
目
的
に
従
っ
て
誠
実
に
執
行
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

 
Ⅰ

-
2
 
調
査
研
究
費
の
管
理
に
伴
い
生
じ
た
利
子
は
、
研
究
の
遂
行
に
使
用
し
、
又
は
所
属
す
る
研
究
機
関
に
譲
渡

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
 Ⅱ

 
調
査
研
究
費
の
使
用

 
【
調
査
研
究
費
の
公
正
か
つ
効
率
的
な
使
用
】

 
Ⅱ

-
1
 
研
究
員
及
び
受
入
研
究
者
は
、
調
査
研
究
費
の
公
正
か
つ
効
率
的
な
使
用
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
他
の

用
途
へ
の
使
用
及
び
こ
の
使
用
ル
ー
ル
に
違
反
す
る
使
用
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

 
Ⅱ

-
2
 
調
査
研
究
費
の
各
費
目
の
対
象
と
な
る
経
費

 
(
1
)
消
耗
品
費

 
消
耗
品
を
購
入
す
る
た
め
の
経
費

 
(
2
)
謝

 
  
 
金

 
研
究
活
動
へ
の
協
力
（
資
料
整
理
、
実
験
補
助
、
翻
訳
・
校
閲
、
専
門
知
識
の
提
供
、
ア
ン

ケ
ー
ト
の
配
布
・
回
収
、
研
究
資
料
の
収
集
等
）
を
す
る
者
に
係
る
謝
金
の
支
払
い
の
た
め

の
経
費

 
(
3
)
旅

 
 
 
 
費

 
①

 
研
究
活
動
を
遂
行
す
る
に
あ
た
り
、
研
究
員
及
び
受
入
研
究
者
等
が
出
張
又
は
移
動
す

る
た
め
の
旅
費
（
宿
泊
費
を
含
む
。
た
だ
し
、
研
究
員
に
対
し
日
当
を
支
払
う
こ
と
は

で
き
な
い
。
）

 
 

②
 
研
究
員
が
採
用
期
間
開
始
日
に
来
日
又
は
採
用
期
間
終
了
日
に
帰
国
す
る
際
、
空
港
と

受
入
研
究
機
関
と
の
間
を
移
動
す
る
た
め
の
国
内
旅
費
。
ま
た
、
受
入
研
究
者
等
が
研

究
員
を
送
迎
す
る
際
の
空
港
と
受
入
研
究
機
関
と
の
間
を
移
動
す
る
た
め
の
国
内
旅
費
。
 

(
4
)
そ

 
の

 
他

 
上
記
の
ほ
か
研
究
を
遂
行
す
る
た
め
の
経
費
（
例
：
研
究
課
題
に
係
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動

費
用
、
学
会
へ
の
参
加
費
（
ア
ル
コ
ー
ル
類
を
除
く
）
、
研
究
に
必
要
不
可
欠
な
通
信
費
等
）

 
 【
使
用
の
制
限
】

 
Ⅱ

-
3
 
調
査
研
究
費
は
、
次
の
経
費
と
し
て
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

 
①

 
設
備
備
品
費

 
②

 
研
究
遂
行
中
に
発
生
し
た
事
故
・
災
害
の
処
理
の
た
め
の
経
費

 
③

 
研
究
員
及
び
受
入
研
究
者
の
人
件
費
・
謝
金

 
④

 
研
究
員
の
旅
費
に
係
る
日
当

 
 【
合
算
使
用
】

 
Ⅱ

-
4
 
調
査
研
究
費
は
、
他
の
用
途
と
合
わ
せ
て

1
回
の
出
張
を
す
る
又
は

1
個
の
消
耗
品
等
を
購
入
す
る
場
合
に

お
い
て
、
他
の
経
費
と
の
使
用
区
分
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
合
算
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
 【
納
品
等
及
び
支
出
の
期
限
】

 
Ⅱ

-
5
 
研
究
に
係
る
物
品
の
納
品
、
役
務
の
提
供
等
は
、
採
用
期
間
終
了
日
ま
で
に
完
了
し
、
及
び
こ
れ
に
係
る
支

出
は
収
支
決
算
報
告
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
 Ⅲ

 
収
支
決
算
の
報
告

 
【
収
支
決
算
報
告
書
の
提
出
期
限
】

 
Ⅲ

-
1
 
受
入
研
究
者
は
、
採
用
期
間
終
了
後

1
か
月
以
内
に
「
調
査
研
究
費
収
支
決
算
報
告
書
（
様
式

1
6
）
」
に
よ

り
、
日
本
学
術
振
興
会
に
収
支
決
算
報
告
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
 Ⅳ

 
そ
の
他

 
【
未
使
用
額
の
返
還
】

 
Ⅳ

-
1
 
採
用
期
間
終
了
時
に
お
い
て
調
査
研
究
費
に
未
使
用
分
が
あ
る
場
合
は
、
未
使
用
分
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

 
 【
関
係
書
類
の
整
理
・
保
管
】

 
Ⅳ

-
2
 
受
入
研
究
者
及
び
受
入
研
究
機
関
は
、
調
査
研
究
費
の
収
支
に
関
す
る
帳
簿
を
備
え
、
領
収
証
書
等
関
係
書

類
を
整
理
し
、
並
び
に
こ
れ
ら
の
帳
簿
及
び
書
類
を
採
用
期
間
終
了
後

5
年
間
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
学
振
か
ら
関
係
書
類
の
閲
覧
の
申
し
出
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
受
入
研
究
者
及
び
受
入
研
究
機
関
は

こ
れ
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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      ＊＊
以以
下下
はは
、、
必必
ずず
ⅡⅡ
--
22
--
((
55
))
「「
在在
留留
手手
続続
」」
もも
参参
照照
しし
たた
上上
でで
おお
読読
みみ
くく
だだ
ささ
いい
。。

  

＊＊
各各
手手
続続
はは
、、
完完
了了
まま
でで
にに
約約

11
～～
33
かか
月月
程程
度度
要要
しし
まま
すす
のの
でで
、、
十十
分分
なな
余余
裕裕
をを
もも
っっ
てて
開開
始始
しし
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。

  

＊＊
様様
式式
そそ
のの
他他
のの
詳詳
細細
及及
びび
最最
新新
情情
報報
にに
つつ
いい
てて
はは
、、
最最
寄寄
りり
のの
出出
入入
国国
在在
留留
管管
理理
庁庁
にに
確確
認認
しし
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。

  

＊＊
学学
振振
はは
研研
究究
員員
及及
びび
そそ
のの
家家
族族
のの
査査
証証
のの
取取
得得
手手
続続
にに
はは
一一
切切
関関
与与
しし
まま
せせ
んん
。。

  

  11
..
「「
在在
留留
資資
格格
認認
定定
証証
明明
書書
」」
のの
取取
得得
  

  

「
在
留
資
格
認
定
証
明
書
」
と
は
、
入
管
法
第

7
条
第

1
項
第

2
号
に
掲
げ
る
入
国
の
た
め
の
条
件
に
適
合
し
て
い
る
こ

と
の
証
明
と
な
る
文
書
で
す
。
研
究
員
が
「
在
留
資
格
認
定
証
明
書
」
を
用
い
て
現
地
の
日
本
大
使
館
又
は
領
事
館
に
査
証

（
ビ
ザ
）
発
給
の
申
請
を
行
っ
た
場
合
は
、
在
留
資
格
の
該
当
性
及
び
上
陸
許
可
基
準
の
適
合
性
に
係
る
審
査
が
既
に
終
了

し
て
い
る
と
み
な
さ
れ
、
短
期
間
の
う
ち
に
査
証
が
発
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
「
在
留
資
格
認
定
証
明
書
」
は
、
査
証
の

自
動
的
な
発
給
を
保
証
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

 
受 受
入入
研研
究究
者者
はは
、、
まま
ずず
、、
「「
在在
留留
資資
格格
認認
定定
証証
明明
書書
」」
のの
必必
要要
のの
有有
無無
にに
つつ
いい
てて
、、
受受
入入
研研
究究
機機
関関
及及
びび
最最
寄寄
りり
のの
出出
入入

国国
在在
留留
管管
理理
庁庁
にに
確確
認認
しし
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。
必必
要要
とと
なな
っっ
たた
場場
合合
、、
交交
付付
申申
請請
にに
必必
要要
なな
書書
類類
にに
つつ
いい
てて
はは
、、
すす
べべ
てて
受受
入入
研研

究究
者者
又又
はは
受受
入入
研研
究究
機機
関関
がが
用用
意意
しし
たた
上上
でで
、、
最最
寄寄
りり
のの
出出
入入
国国
在在
留留
管管
理理
庁庁
にに
提提
出出
しし
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。
まま
たた
、、
取取
得得
後後

はは
、、
必必
ずず
研研
究究
員員
にに
送送
付付
しし
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。
必
要
な
書
類
は
概
ね
以
下
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
手
数
料
は
か
か
り
ま
せ

ん
。
 （
1
）
「
在
留
資
格
認
定
証
明
書
交
付
申
請
書
」
・
「
所
属
機
関
等
作
成
用
」
の
シ
ー
ト
は
、
受
入
研
究
機
関
に
 

記
入
及
び
押
印
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
 

（
2
）
 
研
究
員
の
写
真

1
枚
（
縦

4
㎝
×
横

3
㎝
）
 

（
3
）
 
採
用
通
知
（
A
w
a
r
d 
L
e
t
t
e
r
）
及
び
経
費
負
担
証
明
書

(
C
e
r
ti
f
i
c
a
te
 
o
f
 
Fi
n
a
n
c
i
a
l
 
Su
p
p
o
r
t)
の
写
し
 

（
4
）
 
研
究
員
が
申
請
時
に
振
興
会
（
対
応
機
関
推
薦
の
採
用
者
に
お
い
て
は
、
対
応
機
関
）
に
提
出
し
た
申
請
書
の

写
し
及
び
研
究
員
の
履
歴
書
 

（
5
）
 
独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会
法
（
抜
粋
）
（
A
P
P
E
N
D
I
X
 B
を
コ
ピ
ー
）
 

（
6
）
 
本
手
引
（
本
事
業
を
説
明
す
る
た
め
の
必
要
書
類
と
し
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
）
 

（
7
）
 
切
手
（
簡
易
書
留
用
）
を
貼
付
し
た
返
信
用
封
筒
 

※
 
返
信
用
封
筒
に
は
，
あ
ら
か
じ
め
宛
先
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
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..
査査
証証
（（
ビビ
ザザ
））
のの
取取
得得

  

  

査
証
の
発
給
後
、
定
め
ら
れ
た
期
間
内
に
入
国
し
な
い
場
合
、
そ
の
査
証
が
無
効
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
十
分

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
取
得
に
際
し
て
の
必
要
書
類
に
つ
い
て
は
、
研
究
員
の
最
寄
り
の
日
本
大
使
館
又
は
総
領
事
館
に

必
ず
問
い
合
わ
せ
て
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
必
要
な
書
類
は
概
ね
以
下
の
と
お
り
で
す
。

 

（
1
）
 
有
効
な
旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
 

（
2
）
 
採
用
通
知
（
A
w
a
r
d 
L
e
t
t
e
r
）
及
び
経
費
負
担
証
明
書

(
C
e
r
ti
f
i
c
a
te
 
o
f
 
Fi
n
a
n
c
i
a
l
 
Su
p
p
o
r
t)
の
写
し
 

（
3
）
 
研
究
員
が
申
請
時
に
振
興
会
（
対
応
機
関
推
薦
の
採
用
者
に
お
い
て
は
、
対
応
機
関
）
に
提
出
し
た
申
請
書
の

写
し
 

（
4
）
 
研
究
員
の
写
真

2
枚
（
縦

4
㎝
×
横

3
㎝
）
 

（
5
）
 
独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会
法
（
抜
粋
）
（
A
P
P
E
N
D
I
X
 B
を
コ
ピ
ー
）
 

（
6
）
 
在
留
資
格
認
定
証
明
書

 

な
お
、
採
用
通
知
及
び
経
費
負
担
証
明
書
に
つ
い
て
は
、
後
々
も
使
用
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
提
出
す
る
際

は
必 必
ずず
写写
しし
をを
使使
用用
しし
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。

 

在在
留留
資資
格格
認認
定定
証証
明明
書書
のの
申申
請請
、、
査査
証証
（（
ビビ
ザザ
））
のの
取取
得得
手手
続続
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 ○
 
独独
立立
行行
政政
法法
人人
日日
本本
学学
術術
振振
興興
会会
法法
抜抜
粋粋
（
平
成
十
四
年
十
二
月
十
三
日
法
律
第
百
五
十
九
号
）
 

  第第
一一
章章

 
総
則

 

 
（
名
称
）

 

第 第
二二
条条

 
こ
の
法
律
及
び
独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
。
以
下
「
通
則
法
」
と
い
う
。
）
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
設
立
さ
れ
る
通
則
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
独
立
行
政
法
人
の
名
称
は
、
独
立
行
政
法

人
日
本
学
術
振
興
会
と
す
る
。

 

 
（
振
興
会
の
目
的
）

 

第 第
三三
条条

 独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会
（
以
下
「
振
興
会
」
と
い
う
。
）
は
、
学
術
研
究
の
助
成
、
研
究
者
の
養
成

の
た
め
の
資
金
の
支
給
、
学
術
に
関
す
る
国
際
交
流
の
促
進
、
学
術
の
応
用
に
関
す
る
研
究
等
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
学
術
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

 

第 第
四四
章章

  
業
務
等

 

（
業
務
の
範
囲
）

 

第 第
十十
五五
条条

 
振
興
会
は
、
第
三
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の
業
務
を
行
う
。

 

 
一

 
学
術
の
研
究
に
関
し
、
必
要
な
助
成
を
行
う
こ
と
。

 

 
二

 
 
優
秀
な
学
術
の
研
究
者
を
養
成
す
る
た
め
、
研
究
者
に
研
究
を
奨
励
す
る
た
め
の
資
金
を
支
給
す
る
こ
と
。

 

三
 
海
外
へ
の
研
究
者
の
派
遣
、
外
国
人
研
究
者
の
受
入
れ
そ
の
他
学
術
に
関
す
る
国
際
交
流
を
促
進
す
る
た
め
の

業
務
を
行
う
こ
と
。

 

 
四

 
 
学
術
の
応
用
に
関
す
る
研
究
を
行
う
こ
と
。

 

 
五

 
学
術
の
応
用
に
関
す
る
研
究
に
関
し
、
学
界
と
産
業
界
と
の
協
力
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な
援
助
を
行
う
こ

と
。

 

 
六

 
学
術
の
振
興
の
た
め
の
方
策
に
関
す
る
調
査
及
び
研
究
を
行
う
こ
と
。

 

 
七

 
第
四
号
及
び
前
号
に
掲
げ
る
業
務
に
係
る
成
果
を
普
及
し
、
及
び
そ
の
活
用
を
促
進
す
る
こ
と
。

 

 
八

 
学
術
の
振
興
の
た
め
に
国
が
行
う
助
成
に
必
要
な
審
査
及
び
評
価
を
行
う
こ
と
。

 

 
九

 
前
各
号
の
業
務
に
附
帯
す
る
業
務
を
行
う
こ
と
。
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e 
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l p
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 re
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ra
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在
留
資
格
の
更
新
手
続
、
保
育
園
入
園
手
続
等
、
研
究
員
が
外
国
人
研
究
者
招
へ
い
事
業
に
採
用
さ
れ
て
い
る
旨
を
証
明

す
る
書
類
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
、
依
頼
を
受
け
た
受
入
研
究
機
関
は
、
下
記
の
サ
ン
プ
ル
を
参
照
の
上
、
作
成
し
て
く
だ

さ
い
。

 

If 
a 

ce
rti

fic
at

e 
is 

re
qu

ire
d,

 d
ur

in
g 

th
e 

Fe
llo

w
’s

 te
nu

re
, t

o 
ve

rif
y 

th
ei

r s
ta

tu
s u

nd
er

 th
e 

JS
PS
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w
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r s
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h 
pu

rp
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es
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s a
pp

ly
in

g 
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r a
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isa
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xt
en
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n,

 n
ur
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ry
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ol
 e
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ol

lm
en

t p
ro

ce
du
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s, 

et
c.

, t
he

 H
os

t I
ns

tit
ut

io
ns

 m
ay

 is
su

e 
a 

ce
rti

fic
at

e 
in

 a
 fo

rm
at

 su
ch

 a
s t

hi
s. 

令
和
 
 
年
 
 
月
 
 
日

 

 
 
 
殿

 

 
受
入
研
究
機
関

 

所
属
機
関
・
部
局
長

 

職
・
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
申
 
請
 
人

 

 
氏
 
 
名
：
（
外
国
人
特
別
研
究
員
氏
名
）

 

 
生
年
月
日
：

 

 
国
 
 
籍
：

 

  
上
記
申
請
人
は
、
日
本
学
術
振
興
会
の
外
国
人
特
別
研
究
員
と
し
て
、
下
記
に
よ
り
日
本
に
滞
在
し
、

（
受
入
研
究
機
関
）
に
お
い
て
受
け
入
れ
、
研
究
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

 

 
な
お
、
申
請
人
の
本
国
と
の
渡
航
費
及
び
日
本
国
内
で
の
滞
在
費
及
び
海
外
旅
行
保
険
に
つ
い
て
は
、

日
本
学
術
振
興
会
が
負
担
し
て
お
り
ま
す
。

 

 
記

 

 滞
在
期
間
：
令
和
 
 
年
 
 
月
 
 
日
～
令
和
 
 
年
 
 
月
 
 
日
（
 
か
月
）

 

 研
究
課
題
：

 

 受
入
研
究
機
関
：

 

 備
 
 
考
：
海
外
旅
行
保
険
に
加
入
済
み

 

 

受受
入入
研研
究究
機機
関関
がが
作作
成成
すす
るる
研研
究究
員員
のの
研研
究究
内内
容容
、、
採採
用用
期期
間間
、、
滞滞
在在
費費
等等
をを
証証
すす
るる
文文

書書
のの
ササ
ンン
ププ
ルル
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